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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。





[image: ]





[image: ]





[image: ]





第一話　今日と京都の凶きょうと共







　──夢ゆめを、見ていた。




　初夏の青空。したたる山の緑。

　小六の風ふう太た郎ろうは、京都の山さん腹ぷくにある、有名な寺院にいた。ことわざにもなっている、崖がけにせり出した舞ぶ台たいから、遠くに京都の市街が一望できる。

「ほら見て！　さっきまでいた京都駅まで見えるよ！」

　ひょんなことから道連れとなった少女が、風太郎を振ふり返かえった。

「うわ、マジかよ！」

　けれど、どんなきれいな景色よりも深く、あざやかに記き憶おくに刻きざみ込こまれているのは、風太郎を振ふり返かえって笑う、あの明るい笑え顔がおだ。

　風太郎は、五年たった今も夢ゆめに見る。

　きみと初めて出会った、あの日の夢を……。







　少しだけ開けた病室の窓まどから風が吹ふき込こみ、レースのカーテンが揺ゆれた。

　室内には、シャープペンシルのカリカリという音だけが響ひびいている。

　話は、入院中にさかのぼる。パジャマ姿すがたの風太郎はベッドの上で上体を起こし、数学の問題集を解といていた。一区切りついて息を吐はくと、青空が広がる窓の外に目を向ける。

　まだ数日前のことなのに、林間学校がもう遠い出来事のようだ。

　四よつ葉ばとコンビを組んだ肝きも試だめし。風太郎を金きん太た郎ろうと思い込んだ二に乃のに、フォークダンスの相手を申し込まれたこと。一いち花かと倉庫に閉とじ込こめられたり、三み玖くと肩かたを寄よせ合あってかまくらに隠かくれたり……。風太郎の最後の記き憶おくは、一花のふりをしていた五い月つきと乗ったリフトだ。

　五つ子たちに振ふり回まわされ、災さい難なん続きだった林間学校は、ひきはじめの風か邪ぜが悪化してダウン。救きゅう急きゅう車しゃで運ばれてそのまま入院という、最悪の形で幕まくを閉じた。

　倒たおれてからの記き憶おくはほぼないが、部屋にあいつらが来てくれたような……。

「そんなわけないか……。」

　苦く笑しょうしていると、廊ろう下かを駆かけてくる足音がして、ノックもなしに病室のドアが開いた。学校帰りの二乃が、ハァハァと荒あらい息をついている。

「誰だれもいないわね……。」

　警けい戒かいするように周しゅう囲いを見回すと、ズカズカと病室に入ってきた。

「な、なんだ？　俺おれの部屋だぞ！」

「いいでしょ、誰がお金払はらってると思ってんのよ。」

　ベッドを通とおり過すぎざま、二乃がチラッと風太郎の手首のミサンガを確かく認にんする。

「だからって、こんな大げさな個こ室しつじゃなくてもよかったんだが……。看かん護ご師しのあいだでは、院長の隠かくし子ごじゃないかとの噂うわさで持ちきりだ。」

「しかたないでしょ。あの子たち、アンタが死ぬんじゃないかってくらい、心配してたんだから。」

　二乃はフンとそっぽを向いた。風太郎も張はり合あうようにそっぽを向く。

「入にゅう院いん費ひを払はらってくれたのも、どうせおまえたちの父親だろ。」

「そうよ！　つまりアタシたちが払ったも同然よ！」

　風太郎を見下ろし、高飛車に言い放つ二乃。

「うわー……お嬢じょう様さまっているんだ……。」

　一円貯ちょ金きんが日課の風太郎とは、気持ち的に十億光年ほどかけ離はなれていると言えよう。

「しかし、よりによって、おまえが見み舞まいにきてくれるとは思わなかったぜ。」

　うなじをなでつつ、風太郎はフッと笑えみを浮うかべた。人の顔を見れば毒どくを吐はき散ちらす二乃だが、あんがい慕したわれているのかもしれない。

「えっ……ええ、そうね……。」

　急に二乃の歯切れが悪くなったとき、廊ろう下かから複ふく数すうの足音が近づいてきた。

「って、こんなことしてる場合じゃなかった……！」

　二乃は急いで窓まどのカーテンの裏うら側がわに行き、「いい？　アタシのことは黙だまってなさい！」と顔だけ出して言い置くと、シャッとカーテンを引いた。

　ほぼ同時に、ドアから四葉がぴょこんと顔をのぞかせた。

「上うえ杉すぎさん！　ここに二乃が来ませんでしたか？」

　その後ろから、一花と三玖もぞろぞろと入ってくる。

「やっほー。林間学校ぶりだね。」

「体調はどう？」

「おまえらまで……。」

　心配して来てくれたのか。思わずジーンとしてしまう。

「よかった！　生きてて、ひと安心です！」と四葉がベッドに駆かけ寄よってきた。

「ったく……誰だれが来いって言ったよ……。」

　可か愛わいげのないことを言いながらも、風太郎の口元がゆるむ。

　そのとき、四葉の頭のうさ耳リボンがピコーンと伸のびた。

「ん？　やはり二乃の匂においがします！」

　鼻をくんくん鳴らしながら、麻ま薬やく探たん知ち犬けんのようにあちこちを嗅かいで回る。

「あいつ、そんなに体たい臭しゅうがきついのか……かわいそうに……。」

　風太郎に悪気はないが、デリカシーはその何百倍もない。

（香こう水すい……っ！）

　カーテンの後ろで、二乃が屈くつ辱じょくに震ふるえたのは言うまでもない。

「ほんと、一時はどうなるかと思ったんだよ？　体温が真夏の最高気温くらいになってたからね。」

　窓まど側がわのベッドサイドに回った一花が、風太郎をのぞき込こむ。

「回かい復ふくしてよかった。」三玖も、枕まくらもとの椅い子すに座すわりながら言った。

「……さみしくなったら呼よんで。いつでも看かん病びょうに来るから。」

　赤くなっている頰ほおの意味を、キングオブ鈍どん感かんの風太郎が解かいするはずもない。

「サンキュー。でも一人のほうが楽だから。いでっ！」

　正直に答えて、一花の脳のう天てんチョップを食くらう。

「フータローくん、今のはよくないぞ。あとこれ、休んでるあいだのプリント。あずかっちゃったけど、渡わたせてよかったよ。」

　一花が、プリントの束を風太郎にさしだした。

「ふーん……。学校、行ってるんだな。」

　プリントに目を通しながら、風太郎がさりげなく言う。

「う……うん……。」一花は恥はずかしそうに、小さくうなずいた。

　──私わたし、学校やめるかも。倉庫に閉とじ込こめられたとき、風太郎だけに打ち明けた、姉し妹まいも知らない秘ひ密みつ……。

「ふん、しょせんその程てい度どの覚かく悟ごか。」

「も～！　また意地悪言うんだから！」

　学校なんてつまらないところ、すぐやめられると思っていたのに……でももう少し、このままでいたい。女じょ優ゆうへの道を本気で進むのなら、休学もやむを得えないと考えていた事じ務む所しょの社長は、がっかりするかもしれないけれど。

（未練が、できちゃったから……。）

　椅い子すに座すわり、組んだ足に頰ほおづえをついて、プリントを読む風太郎をじっと見つめる。

　無愛想で、気が利きかなくて、意地悪。

（……なんで……きみなんだろうね……。）

　窓まどからの風が、急に大人びた一花の短い髪かみをそっと揺ゆらしていった。

　二人の会話に首をかしげていた三玖は、ほとんど手つかずのまま残っている風太郎の病院食に気づいた。

「……ご飯、嫌きらいなものあった？」

　トレイの上には、ロールパンが二つとサラダ、リンゴにパックの牛ぎゅう乳にゅう。嫌いな人はあまりいなそうな、ごく普ふ通つうのメニューだ。

「言ってくれたら、私わたしが作ったのに。」

　真っ黒コロッケの悪あく夢むがよみがえり、苦く痛つうを味わった風太郎の腸ちょうが激はげしく反はん応のうする。思い出し腹ふく痛つう、とでも言うのだろうか。

「いや！　ちょっと食しょく欲よくがなくてな……。」

　まるきり噓うそというわけではない。食べられるものはすべて好物の貧びん乏ぼう舌じた・風太郎であるが、かぜをこじらせていたせいか、なんとなく胸むねが重苦しいのだ。

「そっか……。」と三玖がお皿のロールパンを一つ手に取った。照れながらも、「あ～ん。」と風太郎のほっぺたにぐいぐい押おしつける。

「おい……ん!?」

　反対側のほっぺたには、なぜかもう一つのロールパンが。

「ちゃんと食べないとダメだぞ。」同じく照れ照れの一花。

「なんだこれ……。」

　ロールパンを二つ口にくわえ、モゴモゴしている風太郎を見て、一花と三玖がおかしそうに笑う。そのとき、四葉が声を張はりあげた。

「あーーーっ！　二乃いたーーー！」

　二乃を羽は交がいじめにして、カーテンの後ろから引っぱり出している。

「アンタ犬か！」

「ほら、行くよー！」

「やっ、やめなさいっ！」

　抵てい抗こうむなしく、二乃はドアのほうへズルズル引きずられていく。

「じゃあ、私わたしたちも。」

「フータローも早く治るといいね。」

　一花と三玖も病室を出ていき、とたんに病室が静かになる。

　風太郎は、「……あれ？」と胸むねに手を当てた。

「なんだ……？　少し楽になってる……。」




「上杉くんは、明日で退たい院いんだね。」

　担たん当とうの医い師しが、診しん察さつ室しつでパソコンの電子カルテに入力しながら言った。

「勉強が遅おくれて不安かな？」

　バリトン歌手のような低音ボイス。左手の薬指に結けっ婚こん指輪。タイプはまったくちがうが、医師の年ねん齢れいは風太郎の父親の勇いさ也なりと同じくらいだろうか。

「……そうですね。俺おれはいいんですが……。」

　風太郎はどこかうれしそうに、ニヤリと笑った。

「俺が教えてやらないといけない、馬鹿たちがいるんです。」

　キーボードを打っていた手が、ピタリと止まる。

「……そうかい。じゃあ診察はこれで。」

　そのとき、アコーディオンドアの向こうから、聞き覚えのある声がした。

「お、押おさないでよっ！」

「二乃。病院では静かに……。」

「しかたないでしょ！　怖こわいものは怖いわ。」

　風太郎がドアからのぞくと、やはり二乃と三玖だ。一花と四葉もいる。

「あいつら……いちおう、見み舞まいの礼くらい言っとくか……。」

　やれやれと思いつつ、診しん察さつ室しつを出て四人に歩あゆみ寄よろうとしたとき──。

「もー、注ちゅう射しゃで怖がってたら、いつまでたってもピアスあけられないよ？」

　注射……？　一花の言葉に、風太郎はピクッと足を止めた。

「あっ、上杉さん！」

　四葉が風太郎に気づいた。

「……おまえら、ここになにしにきたんだ？」

「何って、予よ防ぼう接せっ種しゅ。毎年、この時期は受けてるんだよねー。」

　一花がけろりと言った。風太郎の目がスンッ──と醒さめる。

「それなのに、五月と二乃が逃にげちゃって。」と三玖。

「痛いたいのは嫌いやっ！」

　風太郎の目からどんどん光が失うせていく。こいつらがわざわざ見み舞まいにきてくれたなどと、なぜ思ったのか。病気で気弱になっていたとしか思えない。

「でも、ついでに上杉さんのお見舞いもできてよかったよね！」

　無む邪じゃ気きにトドメを刺さす四葉。

「……ついで？」風太郎の怒いかりが沸ふっ点てんに達し、ブチッと切れた。

「おまえらーー！　覚かく悟ごしておけよっ!!」

　怒ど号ごうが病院に響ひびき渡わたり、若わかい研けん修しゅう医いがすっ飛んできた。

「きみぃ！　病院で大声を上げない！　ほら！　病人は安静にしてるっ！」

　研修医に追いやられながら、風太郎が診しん察さつ室しつの前を通とおり過すぎようとしたときだ。

「上杉くん、これからも励はげみたまえよ。」

　風太郎の目の端はしに、含ふくみのある笑えみを浮うかべた顔が一いっ瞬しゅんだけ、見えた。




　病室に戻もどってベッドに横たわった風太郎は、天てん井じょうを見つめて考えていた。

（あの人……どこかで見たような……。）

　あの特とく徴ちょうのある声も、なんとなく聞いたことがあるような気がする。

　目を閉とじると、遠い昔──けれど強く記き憶おくに刻きざまれている景色が見えてくる。

　清きよ水みず寺でらの舞ぶ台たいから眼がん下かに広がる、ファインダー越ごしの古都の風景。

　風太郎が右にカメラを振ふると、髪かみの長い女の子が映うつり込こんできた。

　焦しょう点てんを合わせてズームすると、カメラに気づいた女の子が、フレームの中でニコッとピースする。

　別わかれ際ぎわ、あの子は大人の男の人に駆かけ寄よっていき、くるりと風太郎を振り返って、とびっきりの笑え顔がおで言った。

「上杉風太郎くん！　バイバイ。」




　風太郎はガバッとベッドから飛び起きた。

「なんで……あのときのことを……。」

　いつの間にか眠ねむっていたらしく、額ひたいに寝ね汗あせをかいている。

　そのとき、窓まどから風が吹ふき込こみ、視し界かいの隅すみで長い髪かみがふわりと広がった。

「あっ!?」

　風太郎は息が止まりそうになった。目の前に、あのときの女の子が──！

　……と、思ったら、びっくりまなこで固まっている五月である。

「なんだ、五月か……驚おどろかすなよ。」

「そ、それはこちらのセリフです……！」

「四葉たちが探さがしてたぞ？」

　風太郎が親切に教えてやると、五月はわかりやすく目をそらした。

「ハハ……なんのことでしょう……。」

　五月はあらためて風太郎に顔を向け、キリッと表ひょう情じょうを引きしめた。

「ここには、おたずねするために来ました。教えてください……あなたが勉強する、その理由を。」

　まっすぐな視線から、今度は風太郎が目をそらす番だ。

「それが学生の本分だからだ、以上。」

「むーーー！　むむっ……！　むむむっ……！」

　五月のふくれっ面つらが、風太郎にぐいっと迫せまった。

「……何してんの？」

「本当のことを教えてくれるまで、にらみ続けます！」

「あっ、そ……。」と風太郎も五月にぐいっと顔を近づける。

「なら、俺おれはおまえがあきらめるまでにらみ続けようか！」

　一いっ瞬しゅんひるんだが、五月はこう見えて負まけず嫌ぎらいだ。

「い、いいでしょう！　どちらが先に音を上げるか勝負です！」

　顔を赤くしながらも、至し近きん距きょ離りで風太郎とにらみ合う。

　開けてあるドアの向こうを、カップルとカンちがいした看かん護ご師しさんたちが、「熱いね～。」「かわい～。」と冷やかしながら通とおり過すぎていく。

　五月と風太郎は、同時にパッと顔をそらした。

「教えてくれるまで離はなれませんから……。」

　恥はずかしそうに、しかし意固地に言いい張はる五月。

「勘かん弁べんしてくれ……。」

　風太郎も少々顔が赤い。なんでこんなことに……五月が、あんな質しつ問もんをするからだ。

　──勉強する理由。風太郎は再ふたたび、遠い昔を思い起こしていた。




　新緑の山々と、田植えが終わったばかりの田園の風景が流れていく。

　京都に向かう、東とう海かい道どう新しん幹かん線せんの中。左耳にピアスをつけた金きん髪ぱつの悪ガキ──風太郎は、クラスメートとトランプで遊んでいた。

「よっしゃーーーっ！　勝ちィ！」

　フルハウスのカードを座ざ席せきのテーブルにたたきつける。勉強はからっきしの風太郎だが、遊びやゲームなら誰だれにも負けない。

「つーことで罰ばつゲームな！」

「お、お願いだから、あれだけはやめてくれ！　あれ以来、魚が食えないんだ！」

　いったい何をやらせたのか、負けた友達が悲ひ痛つうな顔で泣きついてくる。

「どーしよっかな～。」

　風太郎がニヤニヤしていると、後ろの席から黒くろ髪かみボブの女子が顔を出した。

「こらっ、風太郎！　電車の中だから静かにしなさい！」
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　チェックのシャツを着た活発そうなその女子に、風太郎はヘッドロックをかました。

「オラ、竹たけ林ばやし！　修しゅう学がく旅りょ行こうなのにつまんねーこと言ってねーで、おまえも参加しろよ！」

　竹林の頭を脇わきに抱かかえたまま、グーでほっぺたをぐりぐりする。記き憶おくにないほど久ひさしぶりの旅行に、風太郎のテンションは上がりっぱなしだ。

「も～、しかたないなぁ～。」

　竹林は苦く笑しょうしつつ風太郎の腕うでを外すと、通路を挟はさんだ席に座すわっている、メガネをかけた男子のかたわらに立った。

「その代わり、真さな田だくんも誘さそってあげなよ。私わたしたち五人班はんなんだから。」

「え……ボクはいいよ。」

　算数ドリルの勉強をしていた真田は、遠えん慮りょがちに言った。

「おまえ……算数ドリルって、逆ぎゃくに馬鹿か！」

　まじめぶりやがって。イラッとした風太郎が、ドリルを奪うばって投なげ捨すてる。

「よけいなモノは捨てていけ！　俺おれにはこれだけで十分！」

　風太郎は自じ慢まんげにカメラを構かまえた。小学生が持つには不ふ相そう応おうな、本ほん格かく的てきな一いち眼がんレフのデジタルカメラである。

「わー、すごいね！」「カッケー！」

　クラスメイトたちから称しょう賛さんを浴び、ますます調子にのる。

「親おや父じの仕事道具からパクってきたぜ！　どーだ竹林！　おまえも撮とって……。」

　得とく意い満まん面めんで言いかけ、風太郎は言葉をのみ込こんだ。竹林は真田に寄より添そうようにして、床ゆかに散らばった算数ドリルを拾ってやっている。

「あの二人、幼おさななじみらしいよ。」

　同じ班はんの女子が、頼たのみもしないのに教えてくれる。家が近所で、親おや同どう士しも仲よし。家族ぐるみで旅行に行くような間あいだ柄がらだと……。

「二人とも、学級委員でお似に合あいだね。」

　風太郎は、自分のテンションが急速に下がっていくのがわかった。




　京都駅に到とう着ちゃくすると、各かく班はんに分かれての自由行動になった。

　風太郎はカメラを構かまえ、同じ班の四人の後ろを歩いていた。竹林にズームすると、ファインダーの中に、真田と楽しそうにしゃべっている横顔が映うつる。

　──カシャッ。シャッター音に気づいた竹林が、足を止めて振ふり返かえった。

「風太郎も、写真撮とってないで行くよ。」

「お、おう……。」

　カメラを下ろしてトボトボと歩きだす。竹林はサバサバした性せい格かくで、優ゆう等とう生せいなのに、悪ガキの風太郎のノリにもつき合ってくれる。

　男子の中では、自分がいちばん竹林と仲がいいと自うぬ惚ぼれていたのに──。

「……いっ……！　いたたたた……！」

　風太郎は、いきなりお腹なかを押おさえてうずくまった。

　前を歩いていた四人が驚おどろいて振り返り、竹林が「どうしたの？」と声をかけてくる。

「急に腹ふく痛つうが……腸ちょうの野や郎ろう、いい仕事しやがる……。便所行ってくるから、先行っててくれ……。」

　竹林は待っててくれると言ったが、長くなりそうだからと断ことわった。言うなれば、風太郎はババ抜ぬきのババ。五人の五枚まいのカードから抜かれるべきなのは、風太郎のカードだ。

　──よけいなモノは捨すてていけ！

　空に向かってつばを吐はいたように、自分の言葉が自分に返ってくる。

「……俺おれじゃん。」

　風太郎は一人、駅前の階かい段だんに座すわり込こんでため息をついた。手持ちぶさたになって、一いち眼がんレフのカメラを構かまえたときだ。

「ちょっと！　いま私わたしのこと撮とったでしょ！」

　近くでヒステリックな声がした。カメラを下ろして見ると、ゴスロリファッションのおばさんが、すごい形相で風太郎を見下ろしている。

「は？　なんだおばさん……。」

「盗とう撮さつよ！　盗撮！　盗撮されましたー！」

　ゴスロリおばさんは腕うでをぶんぶん振ふり回まわし、大声で騒さわぎはじめた。

「し、してねーよ！」

「どうされました？」

　パトロール中の警けい官かんが二人、騒ぎを聞きつけてやってきた。

　警けい察さつ……！　風ふう太た郎ろうはギクッとした。なにしろ、修しゅう学がく旅りょ行こう中ちゅうに単たん独どく行動をしている身だ。迷まい子ごか、最悪、非ひ行こう少年として補ほ導どうされるかも……。

「私わたしの色香に惑まどわされたこの子に盗撮されたの！　逮たい捕ほよ、逮捕！」

　ゴスロリおばさんが警官にまくしたてる。

「してねーよ！」風太郎は必死に訴うったえた。

　若わかいほうの警官が、「まあまあ、落ち着いて。」とゴスロリおばさんをなだめる。

「わかりました、ではカメラを確かく認にんしますよ。悪いけど貸かしてくれるかな？」

　中年の警官にしぶしぶカメラをさしだそうとして、風太郎はハッと手を止めた。カメラの中には、新しん幹かん線せんのホームや車中で撮とりためた、竹林の写真が何なん枚まいも入っている。こっちは、正しょう真しん正しょう銘めいの盗とう撮さつだ。

「ん？　どうしたの？」

「いや……えっと……。」

　もしかして俺おれ、逮たい捕ほされる？　そんなことになったら親おや父じに殺ころされる──。

　イキがってないで、やっぱり竹林たちと行けばよかった。風太郎が汗あせダラダラで目を泳がせていると、ふいに明るい声が降ふってきた。

「その人は無む罪ざいだよ。私わたし、見てたもん。」

　振ふり返かえると、階かい段だんの数すう段だん上に、淡あわいピンク色のノースリーブワンピースを着た、髪かみの長い女の子が立っている。誰だれだ……？　ぽかんと見上げている風太郎に、その子は逆ぎゃっ光こうの中で、風太郎を安心させるようにほほえんだ。

　そのとき突とつ如じょ、街角の大おお型がたモニターにニュースが流れた。

『緊きん急きゅうニュースです！　未み確かく認にん飛行物体が日本上空に出しゅつ現げん！』

　あわてふためくアナウンサー。続いてノイズ交じりの映えい像ぞうが映うつる。

『ワレワレハ将しょう棋ぎ星人。日本デ最強ノ棋き士しヨ、地球ヲ賭かケテ勝負シロ！』

　王おう将しょうのコマのような顔をした宇う宙ちゅう人じんが、挑ちょう戦せん状じょうをたたきつけてきた。

　やがて日本列島から、ドーン！　と爆ばく炎えんが上がる。

　全人類の命運を賭かけた勝負に、日本最強の棋き士しは敗北を喫きっしたのだ……。




「こうして、俺おれの修しゅう学がく旅りょ行こうは終わったんだ。」

　取ってつけた感満まん載さいで語り終え、もそもそと横になる風太郎。

「なんですかそれ!!」真しん剣けんに話を聞いていた五月は、猛もう然ぜんと抗こう議ぎした。

「そこからが聞きたかったのに、すごい雑ざつに終わりましたよ！　地球はどうなったんですか!?」

　そっちかよ。風太郎は五月に背せを向け、肩かたまで布ふ団とんにくるまった。

「別に話すとは言ってねー。というか、話したくない。少し言うことを聞いたのは、このあいだの礼だ……。」

　そっけなく言って目を閉とじる。このあいだの礼とは、らいはの看かん病びょうで林間学校のバスに間に合わなかった風太郎を、五つ子たちが車で迎むかえにきてくれたことに対する礼だ。

「いまいち伝わりませんでしたが……昔のあなたと今のあなたが大きくちがうことはわかります。」

　五月は口もとをゆるめると、風太郎にやわらかいまなざしを向けた。

「その子との出会いが、あなたを変えたんですね？」

　風太郎はピクリとした。またしても、あの子の声が聞こえてくる。




　──わ～～、お守りだって！　買っていこうよ！

　あれは、清水寺の寺じ務む所しょの前だ。

　──なんでついてくるんだ！　どっか行け！




「私わたしも変われるでしょうか……。」

　少し沈しずんだ五月の声に意い識しきを戻もどされて、風太郎は目だけを後ろに向けた。

「もし、できるなら……変われる手助けをしてほしい……。」

　風太郎は答えず、視し線せんを戻すと、再ふたたび思い出の中に帰っていく。




　──人を探さがしてるんでしょ？　私もなんだ。

　──一人でできる！　ほかを当たってくれ！

　風太郎は冷たく背せを向けた。さっき助けられたことが恥はずかしかったのだ。

　──ほかじゃダメだよ。お互たがい一人でさびしい同どう士し、仲よくしようよ！

　振ふり返かえった風太郎に、あの子は言った。

　──私わたしには、きみが必要だもん！




「あなたは、私たちに必要です。」

　記き憶おくの中のあの子と、今そこにいる五月の声がシンクロした。

　風太郎の頭の中で、幼おさない二人の声が響ひびく。




　──ねぇ！　写真撮とってもらおうよ！

　──おい！　勝手にさわんな！




　そのときの写真が、生徒手帳に挟はさんであるあの子とのツーショット写真だ。

　風太郎はゆっくりと寝ねがえりを打ち、五月を不思議そうに見つめた。

「……！　こっち、見ないでください……。」

　五月が顔の前で両手を広げ、風太郎の視し線せんをさえぎる。

「……俺おれに教わってどうにかなるのか？　平へい均きん29・６点。」

「どうにかします！　やれることはなんでもします。」

　そう言いながら、五月はゴソゴソとスカートのポケットを探さぐった。

「見てください。昔持ってたお守りを引っぱり出してきました！」

　胸むねを張はってさしだしたのは、赤い巻まき物ものの形をした、学業成じょう就じゅのお守りだ。

「神かみ頼だのみかよ……。」

　あきれつつお守りを見ていた風太郎は、ふと思い出した。

（そう言えばあの子も、似にたようなものを買ってたな……アホみたいに、たくさん……五つも……。）

　風太郎は大きく目を見開き、ベッドからガバッと上体を起こした。

「それ、どこで買ったんだ!?」

「こ、これですか？　買ったのかもらったのか、よく覚えてませんが、たしか……京都で、五年前……。」

　五月も気づいてハッとなる。

　風太郎が、「……それって……。」と半ば呆ぼう然ぜんとつぶやいたとき──。

「あっ、五月！　なんだー、ここにいたんだ！」

　病室の戸口に、四葉が現あらわれた。一花、二乃、三玖もずらりと並ならんでいる。

「よけいなところ探さがしちゃったね。」と一花。

　三玖が二乃に、「五人そろったから、今度こそ行くよ。」と最後通つう告こくする。

「ぐぬぬ……五月、アタシは覚かく悟ごを決めたわ！　アンタも道連れよ！」

　観念した二乃が病室に入ってきて、五月の腕うでをつかんで引っぱっていく。

「ま、待ってください！」

　五つ子たちは、ワイワイ言いながら竜たつ巻まきのように去っていった。

　病室に一人残された風太郎は、五つ子たちのいなくなった戸口を見つめ、しばらくぼんやりしていた。……五年前……京都……。ぐっと口を結ぶ。

（偶ぐう然ぜん、だよな……。）




　そして翌よく日じつの土曜日の午後、中なか野の家けのリビングでのこと──。

「退たい院いん早々、なんなのですか。」五月の困こん惑わくした声。

「急にどうしたの？」「同じ髪かみ型がたにしろって……。」

　一花と三玖もいぶかしげである。

　風太郎は、横一列に並ならんだ五つ子を、正面からじーーーっと凝ぎょう視ししていた。
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　後ろで髪かみをまとめた、一見、同じようなヘアスタイル。身長と体重は全員同じ、おそらくＢバストＷウエストＨヒップのサイズも似にたようなものであろう。

　四葉からオシャレ下級者認にん定ていされた風太郎に、洋服の趣しゅ味みで五人を見分けるなどという高等技ぎ術じゅつはないので、顔オンリーの一本勝負である。

「五月！　三玖！　四葉！　二乃！　一花！」

　目をギラつかせ、右から順に指さしていく。

「二乃！　三玖！　五月！　四葉！　一花よ！」

　一花とまちがえられた二乃が、ジト目で左から訂てい正せいする。

　三玖はムクれ、五月はあきれ顔、プンスカ四葉に、タハハ笑いの一花。性せい格かくそのままに感かん情じょうが出ると、多少は判はん別べつできるのだが……。

「今日は家庭教きょう師しの日じゃなかったの？」

「なんだ、二乃らしくもなく前のめりじゃないか。」

「二乃はアタシよ！」

　すると、二乃にまちがえられてムスッと頰ほおをふくらませているのは三玖……。

「と、このように、なんのヒントもなければ誰だれが誰だかわからない。最近のアイドルのようにな！」

「それはフータローくんが無関心なだけでしょ。」

　開き直って堂どう々どうと言い放つ風太郎に、一花が苦く笑しょうする。

　風太郎は、「ともかく！」と五枚まいの答案用紙をテーブルにたたきつけるように置いた。

「これは、ほんの十分前のことだ……。」




「お邪じゃ魔ましまーす……うっ！」

　家庭教きょう師しにやってきた風太郎は、リビングに入ったとたんギョッとして立ちすくんだ。部屋の真ん中で、五つ子の誰だれかが、風太郎を見て固まっている。

　問題なのは、頭と体にタオルを巻まいただけのかっこうだということだ。

「……またかよ……。」

　こいつらには、風ふ呂ろ上あがりに脱だつ衣い所じょで服を着るという習しゅう慣かんはないのか。

　その〝誰か〟は真っ赤になって、手に持った紙かみ袋ぶくろを風太郎に投げつけてきた。

「変へん態たいっ!!」

「ピンポン押おしただろ！」

　紙袋が風太郎に当たって床ゆかに落ち、中から小テストの答案用紙が滑すべり出でた。そのあいだに、〝誰か〟は階かい段だんを駆かけ上あがっていく。

「こ、これは……！」

　国・英・数・理・社、五枚まいの答案用紙だ。その右上に赤ペンで記された点数を目にした風太郎は、あまりのことに愕がく然ぜんとしたのだった……。




「全教科０点……。」

　テーブルの答案用紙を前に、四葉が言った。

「ごていねいに名前は破やぶられている。」

　五枚とも氏し名めい欄らんが手で引きちぎられているのだ。悪あく質しつな隠いん蔽ぺい工作と言わざるを得えない。

「バスタオル姿すがたでわからなかったが、犯はん人にんはこの中にいる！」

　そう言うと、風太郎はしゃがんでいる犯人の肩かたに手を置いた。

「四葉、白はく状じょうしろ。」

「当然のように疑うたがわれてる!?」

　おや、ちがうのか？　風太郎は首をひねった。全教科０点などという奇き跡せきを起こせるのは、五馬鹿中の大馬鹿である四葉しかいないと思ったのだが……。

「それで同じ髪かみ型がたにしたんだ。」と三玖が納なっ得とくする。

　今回のことも、スキーのときの一いっ件けんもそうだが、風太郎が五人の顔の見分けがつくようになれば、面めん倒どうなことにはならない。

「逆ぎゃくに、なんでおまえらは顔だけで判はん別べつつくんだ？」

「なんでって……。」と、二乃と三玖が互たがいの顔を指さして言った。

「こんな薄うすい顔、三玖しかいないわ。」

「こんなうるさい顔、二乃しかいない。」

　ハァ？　とにらみ合う二乃と三玖。

「薄いってなに？」

「うるさいこそなによ！」

「うるさいはうるさいだよ。」

「アンタだって薄いから薄いのよ！」

　不毛な争いに風太郎がうんざりしていると、四葉がニコニコしながら近づいてきた。

「上杉さん、いいこと教えてあげます。私わたしたちの見分け方は、お母さんが昔、言ってました。」

　胸むねの前で腕うでをクロスさせ、恍こう惚こつとした表ひょう情じょうになる四葉。

「『愛』！　さえあれば、自然とわかるって。」

「どうりでわからないはずだ。」サラッと辛しん辣らつな風太郎である。

　一花が「もう戻もどしていいかなー？」と短い髪かみを結んでいたヘアゴムを外しはじめた。

「なんで今日はそんなに真しん剣けんになってるんだろ……。」

　一花の独ひとり言ごとを聞き、ゆるいウェーブの髪をほどいていた五月が思案げな顔つきになる。

　四葉はうさ耳リボンのボブカット、ツーサイドアップの二乃は左右に黒い蝶ちょう々ちょうのリボンをつけて、元どおりのヘアスタイルになった。

　三玖も横分けのセミロングの髪を下ろし、ヘッドフォンを首にかけてリセット完かん了りょう。

　こうするとさすがに風太郎にも見分けがつくが、犯はん人にん探さがしからは遠ざかってしまう。もはや、犯人を特定する手立てはないのだろうか──。

　風太郎は「……ん？」と鼻をヒクつかせた。「シャンプーの匂におい……。」

　スンスン匂いをかぎながら、三玖と二乃に近づいていく。

「なんかキモ……！」

　二乃が悪あく態たいをついた瞬しゅん間かん、風太郎はピンとひらめいた。

「これだ！　おまえたちに頼たのみがある。」

　説明をすっ飛ばして、五つ子に超ちょう絶ぜつ爽さわやかスマイルを向ける。

「俺おれを『変へん態たいっ!!』と罵ののしってくれ！」

「「「「「うわ～……。」」」」」

　五つ子の心が地平線の向こうまでドン引きしたのが見えるようだ。

「アンタ、手の施ほどこしようのない変態だわ……。」

　ゴミ以下の汚お物ぶつを見るような目で、風太郎に圧あつをかける二乃。

「ちがう……そういう心に来る言い方じゃなくて……。」

　顔がダメなら、しゃべり方で犯はん人にんがわかるかもしれないと思ったのだが、特とく殊しゅな趣しゅ味み嗜し好こうの持ち主であるかのような誤ご解かいを与あたえてしまったようだ。

「ほくろで見分けることもできるけど。」

　見かねたのか、三玖が助け船を出してくれる。

「お手軽ぅ！　どこにあるんだ？　見せてくれ！」

　風太郎が大おお喜よろこびで三玖にグイグイ迫せまる。押おされるように後ずさった三玖は、ソファのひじ掛かけにぶつかって、背せ中なかからソファに倒たおれ込こんだ。

「え……えっと……。」

　寝ねそべったまま恥はずかしそうに目をそらすと、三玖は覚かく悟ごを決めたように、カーディガンの胸むなもとをそっと広げた。

「フータローになら、見せてもいいよ……。」

　そこはかとなく漂ただよう18禁きん感。危き険けんな香りを嗅かぎとった五月が、猛もう然ぜんと風太郎に抗こう議ぎする。

「ダメですっ!!　そもそも犯はん人にんのほくろを見てないと意味がないでしょう！」

「それもそうか……。」

　こうして犯はん人にん探さがしが振ふり出だしに戻もどったときだ。

「フータローくん。もしかしたら、犯人はこの中にいないのかもしれないよ。」

　いつになく深しん刻こくな口調で、一花がそんなことを言いだした。腕うで組ぐみした手に頰ほおづえをついたポーズなど、まるで名めい探たん偵ていさながらである。

「……どういうことだ？」風太郎もシリアスに返す。

「落ち着いて聞いてね……。私わたしたちには隠かくれた六人目の姉し妹まい……六むつ海みがいるんだよ！」

「な……っ！」

「なんだってーーー!!」

　風太郎の声に、四葉の絶ぜっ叫きょうがかぶった。

「む、六海は今どこに……。」

「フフフ……あの子がいるのは、この家の誰だれも知らない秘ひ密みつの部屋……。」

　うろたえる馬鹿、いや四葉を相手に、もったいぶって作り話をする一花。

「勝手にやってろ。」

　しらーっとして言うと、風太郎は自分のリュックをゴソゴソしはじめた。

「ややこしい顔しやがって……もうわからん。最終手しゅ段だんだ！」

　風太郎はリュックに隠かくし持もっていた、伝家の宝ほう刀とうを取り出した。

「この問題集は、さっきの小テストの問題を集めてある……いちばん解とけなかったやつが犯はん人にんだ！」




　復ふく習しゅうさせるつもりで作っておいたものが、こんな形で役に立つとは……。

　五つ子たちはテーブルにつき、必死で問題集を解いている。

「なんでこんなことになるのよ……。」

　文もん句くを言いつつも、珍めずらしく素す直なおに従したがっている二乃。その隣となりの四葉は目を渦うず巻まき模も様ようにして、「うぅ～～～。」とうめき声をあげている。

「納なっ得とくできません！」

「今日のフータロー、ちょっと強ごう引いん……。」

　五月と三玖も不満顔だ。

　そんな中、一花はしてやったりの顔でほくそ笑えんだ。

（ふっふっふ。追おい詰つめられたね、フータローくん……。）

　ソファに腕うで組ぐみをして座すわっている、試験監かん督とくの風太郎を盗ぬすみ見みる。

　バスタオル姿すがたで風太郎と鉢はち合あわせして、ビックリしてらしくもなく取とり乱みだしてしまったが、おかげで正体がバレなかったようだ。

（小テストのときは油ゆ断だんしちゃったけど、私わたしだってやればできるんだから！　みんなには悪いけど、さっさと終わらせよっかな……。）

　風太郎が入院しているあいだに、ひそかに復ふく習しゅうもした。残るは、漢字の書き取り問題のみ。すらすらと順調に解かい答とうを記入していた一花の手が、ピタッと止まった。

（待って……！）

　風太郎をチラッと見やる。〝筆ひっ跡せき〟。何食わぬ顔をしているが、０点の答案用紙と筆跡を比くらべ、犯はん人にんを割わり出だそうとしているにちがいない。

（やるね……フータローくん。）

　危あぶない危ない。筆跡を変えてそれまでの解答を書き直すと、一花は短いニットワンピースの裾すそを押おさえ、大だい胆たんに露ろ出しゅつした生足を気にしつつ立ち上がった。

「はーい、いちばん乗り。」

　手を挙げ、風太郎にプリントをさしだす。

（きみの敗はい因いんは、女の子をちゃんと見てあげないことだよ。）

　解答をチェックしている風太郎に、勝かち誇ほこった顔を向ける。あの短時間で髪かみを乾かわかせるのは、一花しかいない。もっとも、服を着る余よ裕ゆうはもう少し必要だったかもしれないが。

「ふむ……。」

　目を通し終えた風太郎は、おもむろに立ち上がって一花に向き直ると、プリントで一花の頭をパシッとたたいた。

「おまえが犯人か。」

「あれっ!?　なんで……筆ひっ跡せきだって変えたのに……。」

　うっかり自白した一花に、風太郎が「ここ。」と数学の解かい答とう欄らんを指さす。

「『ｂ』の書き方、一人だけ筆記体なのは覚えてた。俺おれはおまえたちの顔を見分けられるほど知らないが……おまえたちの文字は嫌いやというほど見てるからな。」

「……や……やられた～……。」

　ガックリと膝ひざを突つく。アルファベットまでは、一花も気が回らなかった。

「フハハハハ！」

　得とく意い満まん面めんで高笑いする風太郎に、五月たちがプリントを持ってきた。

「あのー……いちおう私わたしたちも終わりました。」

「ご苦労！　ひとまず採さい点てんを……ん？」

　五月のプリントの解かい答とうに、ハタと風太郎の目が止まる。

「五月の『そ』……犯はん人にんと同じ書き方だ……。」

　つながった字形ではない、最初の点を離はなして書く少しょう数すう派はのパターンである。

「よく見たら、二乃の門もん構がまえ……三玖の『４』……。」

　二乃の悪いクセである略りゃく字じの門構えと、三玖のデジタル数字みたいな『４』。

「四葉の送おくり仮が名な……。」

　これも犯人同様、『著いちじるしい』を『著いちじるしい』とまちがえている。

「……みんな犯人と同じ……。」

　ゴゴゴゴゴ。風太郎から怒ど濤とうのように怒いかりのオーラが噴ふん出しゅつする。

「おまえら……一人ずつ０点の犯人じゃねーか!!!」

　全員の目が泳ぎ、「……バレた。」と三玖がぼそり。

「なにしてんのよ一花！　コイツが来るまえに隠かくす約束だったでしょ。」

「ごめーん。」

　二乃が一花を責せめている。五人そろって悪だくみだけは一人前だ。

「俺おれが入院したとたんこれか……やっぱりおまえら……。」

　腹はらが立つやら情なさけないやら。風太郎が思わず顔を手で覆おおっていると、「……上杉くん。」と五月がやってきた。口元を手で隠し、こそっと風太郎に耳打ちしてくる。

「今日あなたが顔の判はん別べつにこだわったのは、昨日話してくれた、五年前の女の子と関係があるのでしょう？　私わたしたちの中の誰だれかだと思ってるんですね？」

「……そうだ。」五月に気づかれるほど、態たい度どに出ていたとは──。




　お守りを買おうとしていたあの子に、悪ガキ風太郎は言った。

「そんなに買っても意味ねーだろ。」

　彼女の両方の手のひらに、巻まき物もの形がたのお守りが五つものっかっている。

「これはね、五倍がんばろうってこと！」

　そう言うと、あの子は風太郎にニコッとほほえみかけた。

「私は、みんなのお手本になるんだ！」




　風太郎は顔を上げ、五月以外の四人に歩あゆみ寄よった。

「この中で昔、俺おれに会ったことがあるよって人ー？」

　手を挙げて問いかけるが反はん応のうはない。ほんの一いっ瞬しゅん、その中の一人が誰だれかに視し線せんを走らせたが、風太郎は気づかなかった。

「……なによ急に。」「どういうこと？」

　二乃と三玖が不ふ審しんそうな目で見てくる。

「そりゃそうだよな……。」

　風太郎は皮肉な笑えみを浮うかべた。そんなに都合よく、あの子が近くにいるわけがない。五月が持っていたお守りは清水寺に行けば誰だれでも買えるし、あとはちょっとした偶ぐう然ぜんだ。それに……と冷静になる。

「おまえらみたいな馬鹿が、あの子のはずねーわ。」

　風太郎の想そう像ぞうの中の彼女は、メガネをかけた知的な美女に成長している。

「ば、馬鹿とはなんですかっ！」五月が真っ赤になって怒おこる。

「まちがってねーだろ。よくも０点のテストを隠かくしてたな。」

　風太郎は冷ややかに言うと、近づいていって肩かたをポンとたたいた。

「今日はみっちり復ふく習しゅうだ……五月。」

　返事がないので、「ん？」となる。

「……もしかして、わざとまちがえてる？」

　この、ムスッと頰ほおをふくらませた顔は……。

「フータローのことなんて、もう知らない。」三玖がすねてそっぽを向く。

「あ、や、す、すまん！」

「あははっ、まずは上杉さんが勉強しないといけませんね！」

　必死に謝あやまる風太郎を見て、四葉が明るく笑う。

　あきれている二乃、うれしそうな一花、ほほえんでいる五月。

　こうしてよく見てみれば、五つ子って意外とちがうもんなんだな──と風太郎は思う。

（だがまあ……こいつらを文字以外で見分けるのは、今の俺おれには無理そうだ。）

　リビングのテーブルの上。

　五人の０点の答案用紙の下から、『期末試験のお知らせ』のプリントが顔を出していた。
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　深夜、風ふう太た郎ろうは居い間まの片かた隅すみで一人、ちゃぶ台兼勉強机に向かっていた。

　そのかたわらで、勇いさ也なりとらいははすでに寝ね息いきを立てている。貧びん乏ぼう神がみが大きな顔で居い座すわる上うえ杉すぎ家けにおいては、居間すなわち食しょく堂どう兼けん勉強部屋兼寝しん室しつなのだ。

　期末試験まで、あと一週間ちょっとしかない。スタンドライトの下、風太郎は真しん剣けんな顔で問題集作りにいそしむ。五つ子の初めてのテストは平へい均きん20点。そして中間試験で平均26点。この伸のび率りつを考えると……風太郎は、カッと目を見開いた。

（何事もなければギリいける！　そう！　何事もなければ！）




　翌よく朝あさ、風太郎の意い気き込ごみとは裏うら腹はらに、五つ子の住むタワーマンションを不ふ穏おんな曇くもり空ぞらがおおっていた。

「遅おそいですね……。」

　その最上階にある、中なか野の家けの玄げん関かん。五い月つきは上がり口にちょこんと正せい座ざして、風太郎を待っていた。

「家庭教きょう師しの土曜日……せっかくみんな集まってるというのに、何をして……。」

　オートロックも使いこなせてきたと自じ慢まんしていたから、入ってこられないということはないはず。しびれを切らしてドアを開けた五月は、何かを発見して仰ぎょう天てんした。

「う、上杉くんっ!?」

　廊ろう下かで風太郎が行いき倒だおれているではないか！　あわてて駆かけ寄より、ごろんと体をひっくり返す。土気色の顔。焦しょう点てんを失った、うつろな目。瞳どう孔こうは完全に開いてる！

「死っ……。」

　……と思ったら、すぴーと鼻ちょうちんが出た。

「死んだように寝ねてる……。」

　目覚めた風太郎は、面めん目ぼくなさそうに頭をかいた。

「またやってしまった……。勉強に集中しすぎて、気づいたら朝だった……。」

「あなたがあまりにも遅おそいので、みんなで先に始めてますよ。」

　玄げん関かんに入り、靴くつを脱ぬいで先に歩いていきながら、五月が言った。

「お、おう……。」

　風太郎が家庭教きょう師しを始めたときには、考えられなかった展てん開かいである。

「今回こそはおまえら全員、赤点を回かい避ひしてもらうぞ。そこで、これを用意した。」

　風太郎がリュックから取り出したものを見て、五月はさーっと青ざめた。

「今回の範はん囲いをすべてカバーした想定問題集だ。これを一通りこなせば、勝機はあるはずだ。」

　その厚あつさ、約十二センチ。一通りこなす、などという量ではない。

「や、やっぱ今日の約束はなしで！　お引き取りください！」

　風太郎がグイグイ押おしつけてくるプリントの束を、五月もグイグイ押し返す。

「逃にげんな！　おまえがこれをお引き取るんだよ！」

　根負けした五月は、風太郎の意い気き込ごみそのままの分ぶ厚あついプリントの束を〝お引き取り〟した。

「こんなに……！」

　げんなりしつつプリントに目を落とした五月は、あることに気づいた。

「あきれました……。まさか、これが原げん因いんで徹てつ夜やしてたんですか？」

「そ、そんなことどうでもいいだろ……。おまえたちだけやらせてもフェアじゃない。俺おれがお手本になんなきゃな。」

「お手本、って……。」

　その言葉になんとなく耳に引っかかって、五月が繰くり返かえす。

「つーか、誰だれも逃にげ出ださないうちに行こうぜ。」

　風太郎はリュックを背せ負おい直なおし、五月の横を通とおり過すぎてリビングに向かった。

「あ、はい……そうですね。」

　五月はもう一度プリントを見つめ、うれしそうに胸むねに抱かかえて歩きだした。




「三み玖く！　この手をどけなさい！」

「二に乃のこそあきらめて。」

　二乃と三玖が、リビングでテレビのリモコンを奪うばい合あっている。

「はぁ？　アンタがあきらめなさい！　今やってるバラエティにお気にの俳はい優ゆうが出てるんだから！」

　リモコンを奪った二乃が、バラエティ番組にチャンネルを変えた。

「ダメ！　この時間はドキュメンタリー。今日の特集は見み逃のがせない。」

　三玖がリモコンを奪い返す。

　風太郎は、目の前の光景にぽかんとした。勉強しているどころか、くだらないチャンネル争いとは……。あきれ顔の風太郎の後ろで、五月はバツが悪そうにしている。

　三玖がチャンネルを変え、戦国武ぶ将しょうの勇ましい出しゅつ陣じん風景が映うつった──そのとたん、画面がブツッと暗くなった。

「勉強中は消しまーす。」

　主しゅ電でん源げんをオフにした風太郎が、テレビの前に立ちはだかった。

「「あーー！」」

　仲よく抗こう議ぎの声をあげたあと、仲よく顔をそむけ合う二乃と三玖。気が合うのか合わないのかわからないが、言い争いになるのは、たいがいこの二人だ。

「まえから思ってたが、あの二人仲が悪いのか？」

　風太郎は、近くにいた一いち花かに小声で耳打ちした。

「んー……どうだろう。犬けん猿えんの仲ってやつ？　とくに二乃。あんなふうに見えて、あの子がいちばん繊せん細さいだから……衝しょう突とつも多いんだよね。」

　そういうものか……風太郎は、ふてくされている二乃を見やった。

「はーい、みんな再さい開かいするよー。」

　一花は妹たちに声をかけると、くるっと風太郎を振ふり返かえった。

「それじゃ、フータローくん。これから一週間、私わたしたちのことをお願いします。」

「ああ、リベンジマッチだ。」風太郎がニヤリとする。

　やる気ムードの中で、二乃は一人不ふ機き嫌げんそうにしていた。




　五つ子たちはテーブルを囲かこみ、それぞれ勉強に取りかかった。

　風太郎がソファに座すわって五人を見守っていると、三玖が正面に座っている二乃の消しゴムを手に取った。

「あっ！　それアタシの消しゴム！」

「借りただけ。」平然と言って消しゴムを使う三玖。

「あっ、そ。」

　仕返しとばかり、二乃が三玖の抹まっ茶ちゃソーダを手に取る。

「あ、それ私わたしのジュース！」

「借りるだけよ。」と鼻で笑い、ひと口飲んでオエッと顔をしかめる。「って、マズッ！」

　またしても険けん悪あくな空気になり、むむむ……とにらみ合う二人。

　風太郎は頭を抱かかえた。やっと全員集まったと思ったら、また新たな問題発生だ。もし二乃と三玖が仲たがいでもしたら、目標達成が一気に遠のいてしまう。

「アイディア募ぼ集しゅう中ちゅう……。」思わず口に出してつぶやくと、

「は～い！　こんな作戦はどうですか？」と四よつ葉ばが手を挙げた。

「『みんな仲よし作戦』～～～！　上杉さんが二人をいい気分に乗せてあげたら、ケンカも収おさまるはずですよ！」

　なるほど。やってみる価か値ちはありそうだ。

「はっはっは！　イヤー、いいねぇ！　素す晴ばらしい！」

　風太郎は貼はりつけたような笑え顔がおで、拍はく手しゅしながら二乃と三玖に歩あゆみ寄よった。

「二人ともいい感じだね！　なんと言うか、すごくいい！　しっかりしてて、健康的で……いいね、うーん……。」

　うさんくさいうえに、徐じょ々じょに無理が生じてくる。何かほめ言葉はないか。気分がよくなるような……口ごもっていた風太郎は、くわっと目を見開いた。

「えらい！」

　──ほめるの下手くそーーーっ！　四葉がズッコケる。

　三玖と二乃は、不ふ審しんげに風太郎を見上げた。

「どうしたの、フータロー？」

「気持ち悪いわね。」

　風太郎をけなされた三玖が、「気持ち悪くはないから。」と二乃をにらむ。

「本当のことを言っただけよ。」

「それは言いい過すぎ。取り消して。」

「あれー？　ってことは、アンタも少しは思ったんじゃない？」

　再ふたたび火花を散らしたにらみ合いが始まり、風太郎はがっくりした。

「……失敗。次……。」

「こんなの、どーかな？」と一花。

「『第三の勢せい力りょく作戦』～～～！　あえて厳きびしく当たることで、フータローくんが二人の共通の敵てきになれば……おのずと結束力は強まるはずだよ。」

「うーん……。」

　風太郎は腕うで組ぐみをしたまま、気乗りしなそうに眉まゆをひそめた。

「どうしたの？」

「いちおう、それなりにがんばってるあいつらに強く言うのは心が痛いたむ……。」

「あなたにも人の心があったのですね。」と五月。さらりとひどい。

　気は進まないが、やるだけやってみるか──風太郎は立ち上がった。

「おいおい！　まだそれだけしか課題終わってねーのかよ！」

　勉強を再さい開かいしていた二乃と三玖を、三さん白ぱく眼がんの凶きょう悪あく面づらで見下ろす。

「と言っても、半人前のおまえらは課題を終わらせるだけじゃ足りないけどな！　あー、ちがった！　半人前じゃなくて五分の一人前かぁーーー！」

　──なんだか生き生きしてないっ!?　一花の顔が引きつる。

　すると、いつもなら風太郎に倍返しする二乃が、なぜか得とく意いげに立ち上がった。

「言われずとも、もう終わるところよ。ほら！」

　自分のノートを開いて風太郎に見せつけてくる。どれ、と確かく認にんしてみると、

「……あ？　そこ、テスト範はん囲いじゃないぞ。」

　あわててノートを見直し、「やば……。」ときまり悪そうに目をそらす二乃。

「二乃。やるならまじめにやって。」三玖が突つき放はなすように言った。

「……こんな退たい屈くつなことまじめにやってられないわ！　部屋でやるからほっといて！」

　二乃は捨すてゼリフを吐はき、中二階に続く階かい段だんへ足早に歩いていく。

「お、おい……！」

　とうとう風太郎の恐おそれていた結果になってしまった。

「くっ……ワンセット無む駄だになっちまった……。」

　テーブルに残された、二乃のプリントの束にガクッと手をつく。

「弱気にならないでください。」と五月が励はげます。

「お手本になるんでしょう？　頼たよりにしてますから。」

「……ああ。」

　五月の言葉に背せ中なかを押おされ、風太郎は階段を上っていく二乃を追いかけた。

「待てよ、二乃。」

　階段下から声をかけると、二乃が足を止めた。

「まだ始まったばかりだ。もう少し残れよ。ただでさえおまえは出で遅おくれてるんだ。四人にしっかり追いつこうぜ。」

「……うるさいわね……何も知らないくせに……。とやかく言われる筋すじ合あいはないわ！」

　二乃は激はげしい剣けん幕まくで振ふり返かえると、風太郎にビシッと指を突つきつけた。

「アンタなんかただの雇やとわれ家庭教きょう師し。部外者よ！」

　口こう論ろんになってしまったら元も子もない。風太郎が二乃の言葉を黙だまって受け止めていると、ふいにプリントの束が二乃にさしだされた。

「これ、フータローが私わたしたちのために作ってくれた。受け取って。」

　三玖が、静かだが有う無むを言わさぬ口調で言う。

「問題集作ったくらいでなんだっていうのよ……そんなの、いらないわ！」

　二乃がプリントの束を払はらいのけた。思ったより力が強かったのだろう、三玖の手から離はなれたプリントが宙ちゅうを舞まう。

　二乃はしまった、という顔をしたが、もう取り返しがつかない。二人の足元に、プリントがバサバサと散らばった。

「ね、ねぇ……二人とも落ち着こ？」見かねて一花が仲ちゅう裁さいに入った。

「そうだ。おまえら……。」

　口を挟はさもうとした風太郎を制せいするように、三玖が怒ど気きをはらんだ声で言う。

「二乃……拾って。」

「こ、こんな紙切れにだまされてんじゃないわよ……！　今日だって遅ち刻こくしたじゃない。いいかげんなのよ！　それで教えてるつもりなら大まちがいだわ！」

　あとに引けなくなった二乃は、プリントを一枚まい拾って真っ二つに引ひき裂さいた。

「二乃……！」

　二乃につかみかかろうとした三玖の前に、風太郎がとっさに立ちはだかる。

「三玖！　俺おれはいいから……。」

　そのときだ。五月がつかつかと歩あゆみ寄よってきて、パシッと二乃の頰ほおをたたいた。

「二乃……謝あやまってください。」
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　二乃の顔が一いっ瞬しゅん、泣きそうにゆがんだ。が、すぐに強気な表ひょう情じょうに戻もどって、五月の頰を引っぱたき返す。

　予期していたかのように五月は動じず、ひたと二乃を見み据すえた。

「……彼かれに、謝しゃ罪ざいを。」

「アンタ……いつの間にコイツの味方になったのよ……。まんまとコイツの口車に乗せられたってわけね。こんな紙切れに熱くなっちゃって！」

　五月に気け圧おされながらも、二乃は反発した。

「ただの紙切れじゃない。」

　そう言うと、五月はプリントを拾って二乃の前に掲かかげた。

　いぶかしげに目を近づけた二乃が、その意味に気づいてハッとなる。

「彼はプリンターもコピー機も持っていません。本当にあきれました……全部、手書きなんです。」

　風太郎が廊ろう下かで死んだように眠ねむっていたのは、朝までかかって五人分の問題集を作ったからだ。

「……だから何よ……。」

「私わたしたちも真しん剣けんに取り組むべきです！　上杉くんに負けないように！」

「アタシだって……。」

　二乃はうつむきかげんになり、一花と四葉をチラッと見た。二人とも、心配そうになりゆきを見守っている。

「いいかげん受け入れて。」

　視し線せんを向けた三玖からは、真しん剣けんなまなざしが返ってくる。

「わかったわ……アンタたちはアタシより、コイツを選ぶわけね……。」

　二乃は歯は嚙がみすると、こぶしを震ふるわせてたたきつけるように言った。

「いいわ……こんな家出てってやる！」

　玄げん関かんに向かって歩きだす。あわてたのは風太郎だ。

「二乃！　冷静になれ！」

「まえから考えてたことよ！　この家はアタシを腐くさらせる！」

「二乃！　こんなのお母さんが悲しみます！　やめましょう！」

　追いかけてくる五月を、二乃はイラついたように振ふり返かえった。

「未練がましく母親の代わりを演えんじるのはやめなさいよ！」

　サッと五月の顔色が変わる。

「二乃、早まらないで！」「そうそう、話し合おうよ。」

　四葉と一花が口々に止めるが、二乃は聞く耳を持たない。

「先に手を出してきたのはあっちよ！」と五月を指さし、「あんなドメスティックバイオレンス肉まんおばけとは一いっ緒しょにいられないわ！」

「ド、ドメ……肉……！」

　五月はこめかみをヒクヒク引きつらせた。逆ぎゃく上じょうするに十分なパワーワードである。

「そんなにお邪じゃ魔まなようなら、私わたしが出ていきます！」

「あっそ！　勝手にすれば？」

　二乃と三玖のケンカだったはずが、いつの間にか二乃と五月のケンカにすり替かわって、収しゅう拾しゅうがつかなくなってしまった。

「ど、どうすれば……。」

　風太郎はあたふたするばかりで、もはや勉強どころではない。

　鈍にび色いろの雲がどんより垂たれこめた空から、雨がしとしと降ふりしきる。

　五月と二乃が本当に家を出ていったと三玖から連れん絡らくが入ったのは、翌よく日じつのことだった。




　道路の水たまりに、雲一つない青空が映うつる。

「こういうことはよくあるのか？」

　翌日の日曜日の朝、風太郎は三玖と二人で、街の通りを歩いていた。

「姉し妹まいだもん。珍めずらしくない。」

　そう言うと、三玖はふと表ひょう情じょうを曇くもらせた。

「でも……今回は今までと少しちがう気がする。」

　スマホを取り出し、風太郎に五つ子ＬＩＮＥラインのやり取りを見せる。






四葉『心配だから帰ってきて!!』







一花『仲直りして』







二乃『嫌いやよ。もう連絡しないで』







五月『私わたしも断だん固こ帰るつもりはありません。三人には心配をかけて申もうし訳わけありませんが、二乃がこの件けんを反省しないかぎり戻もどるつもりはありません』








「一花と四葉が説せっ得とくしてくれたんだけど……お互たがい意地を張はって、先に帰ったら負けみたいになってる。」

「馬鹿野や郎ろうが……。で、その二人は？」

「外せない用事があるって。一花は仕事だと思う。」

　一花は私し服ふく、四葉は制せい服ふくでスポーツバッグを肩かたにかけ、申し訳なさそうに出かけていったという。

「俺おれたちで五月と二乃を探さがすしかないってことか……。」

「がんばろう、フータロー。」

「おう！」

　二人とも意い気き込ごみは十分だったが、いかんせん体力がついていかない。

「も、もう疲つかれた……。」

「よりによって、体力なしコンビだからな……。」

　ぜえぜえと肩かたで息をする。

「しかたない……。」

　この手は使いたくなかったけれど──三玖はキッと顔を上げた。

「こんな顔の人、見ませんでしたか？」

　通行人に片かたっぱしから声をかける。何事かとすぐに人が集まってきた。

（五つ子ってなんて便利なんでしょう……。）

　風ふう太た郎ろうが感心しつつ遠目に見ていると、旅行者らしきおばさんが、三玖の顔をじっと見て言った。

「……あら？　私わたしの泊とまってるホテルで見た顔だわ。」

「そいつが二乃だーーっ！」

　風太郎は思わずおばさんに叫さけんだ。五つ子ってマジで超ちょう便べん利り！




　とある高級ホテルのスイートルーム。

　二乃はシャワーを浴びてパジャマに着き替がえ、ソファでくつろいでいた。顔をパックして、ルームサービスで頼たのんだ搾しぼりたてのオレンジジュースを飲む。

　テレビは見放題。エアコンの温度は自じ由ゆう自じ在ざい。誰だれも部屋を散らかさない。一人って超ちょう最さい高こう──と優ゆう雅がにホテルライフを満まん喫きつしていたら、突とつ然ぜん、ドアが開いて闖ちん入にゅう者しゃが現あらわれた。

「……え？」

　二乃の顔から、ぺろんとパックがはがれ落ちる。三玖と風太郎だ。

「な、なんでアンタたち……！　ってか、鍵かぎは……!?」

「部屋に鍵を忘わすれたって私わたしが言ったら、開けてくれた。」

　三玖がしれっと答える。なりすましは三玖の十お八は番こである。

「ガバガバセキュリティ！」

「二乃……昨日のことは……。」

　近づこうとした三玖を制せいするように、二乃は立ち上がった。

「出てって！　アタシたちはもう赤の他人よ！」

　二乃は二人を突つき飛とばすようにして追い出そうとする。

　ドアが閉しまる寸すん前ぜん、風太郎はかろうじて隙すき間まに右手をさし入れた。

「二乃、どうしたんだ？　おまえは誰だれより、あいつらが好きで……あの家が好きだったはずだ！」

「だから、知ったような口きかないでって言ったでしょ……！」

　風太郎の右手を挟はさんだまま、二乃はぐいぐいドアを閉しめる。

「よりにもよってアンタが……こうなったのは、全部アンタのせいよ！」

　二乃はドアの隙すき間まから顔をのぞかせ、風太郎をにらみつけた。

「アンタなんて来なければよかったのに……！」

　勝ち気な瞳ひとみが、涙なみだをいっぱいためている。

　力が抜ぬけたように、風太郎の右手が下がった。その手首が、二乃の目に留とまる。

　青いミサンガ。林間学校の夜、金きん太た郎ろうにもらったお守りの……。

「返しなさい！　これはアタシのよ！」

「ちょ……あっ……おいっ……！」

　二乃はミサンガを奪うばい取とると、風太郎を押おしやって後ろ手にドアを閉めた。

　広いスイートルームに、また一人きりになる。

「……キンタローくん……。」

　ミサンガを握にぎりしめて胸むねに抱だき、二乃はぽつんとつぶやいた。




　日が暮くれるころ、風太郎はタワーマンションまで三玖を送ってきた。

「しかたない、今日はあきらめよう。五月もどうせ、どこかの高級ホテルに。」

「それが、じつは……あの子、家に財さい布ふを忘わすれてる。」

「マジかよ。」

　ってことは、昨日から一文なしか……。懸け念ねんしつつも、風太郎は帰き宅たくした。

「ただいま。」

「おかえりー、お兄ちゃん！」

　らいはの無む邪じゃ気きな笑え顔がおが迎むかえてくれる。風太郎は鼻をくんくんさせた。

「……ん？　この匂におい、カレーだな。」

「正せい解かい！　先に食べてるよー。」

　風太郎の腹はらの虫むしが、ぐぅ～っと鳴った。

（……あいつも腹、すかせてるだろうな……。）

　段だんボールを布ふ団とん代わりにして、公園のベンチで眠ねむっている五月の姿すがたが浮うかんだ。かわいそうに、寝ね顔がおがつらそうなのは、空くう腹ふくだからだろう。腹の音が仲間の鳴き声に聞こえたのか、五月の頭に止まった一羽わの鳩はとがグルグルと低い声で二重唱を……。

　風太郎が暗い表ひょう情じょうで妄もう想そうをふくらませていると、ふいに「らいはちゃん！」と明るい声がした。

「おかわりしてもいいですか？」

「いいよ～！」

　駆かけ寄よっていくらいはの後ろで、風太郎はモアイ像ぞうのように固まった。

　ニコニコしながら台所に現あらわれたのは、空っぽの皿を手に持った五月である。しかも、すでに一杯ぱい目めのカレーをたいらげたらしい。

「お……お邪じゃ魔ましてます……。」

　五月は、恥はずかしそうに皿で口もとを隠かくして言った。




「すみません……お風ふ呂ろ、お先にいただきました……。」

　ジャージに着き替がえた五月が、ほかほかの湯気をまとって居い間まに戻もどってきた。

「どうだい、五月ちゃん。ウチの大浴場は？」勇也がオヤジギャグをかます。

「は、はい……。狭せま……落ち着ける空間でリラックスできました。」

「ガハハ！　そうだろ！　らいは、次は俺おれらが入るぞ！」

「はーい！」

　勇也とらいはが風ふ呂ろ場ばに行ってしまい、風太郎と五月が居間に二人きりで残される。

　気まずい空気の中、五月はすみっこにちょこんと正せい座ざして、風太郎をチラッと見た。

　風太郎も同じタイミングで五月をチラ見する。視し線せんがぶつかって二人ともあわてて目をそらし、「なんでっ。」「あのっ。」と今度は声が重なってシーンとなった。
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「ど、どうぞ……。」

　五月にうながされるが、あらたまると風太郎も言いだしにくい。

（なんでウチにいるんだよ……！）

　この居い心ごこ地ちの悪さ。今なら、二乃の気持ちがよくわかる。

「お兄ちゃん、お布ふ団とん敷しいといて～～～。」

　風呂場から、らいはの声がした。

　五月が「あっ、私わたしがやります。」とササッと立ち上がる。

（やはり泊とまっていくのか……。）

　ほかの姉し妹まいは風太郎の家を知らない。隠かくれ場ば所しょにはおあつらえ向きだ。

　しかし、五月は知っているのか？　この家には、ふかふかのベッドもよぶんな部屋もない。狭せまい居い間まに家族全員が硬かたい布ふ団とんを敷しいて寝ねる、川の字スタイルだということを。

（いや、待て……。親おや父じはこのあと、仕事で家を出るから……。）

　風太郎はハッと気づいた。保ほ護ご者しゃのいない一つ屋根の下、年とし頃ごろの男女が布団を並ならべて寝ることになる。らいはの教育上も、よくないのではないか……。

「今日は三人で川の字で寝ようね！」

　風ふ呂ろから上がったらいはが、うれしそうに言った。汚けがれを知らぬ、妹の無む邪じゃ気きさよ。

　らいはを真ん中にして、風太郎と五月は背せを向け合って横になった。

（このままじゃいけない……なんと言うべきか……。）

　らいはは早くも寝息を立てているが、風太郎はなかなか寝つけない。

「……上杉くん、起きていますか？」

　その気配を感じたのか、五月が小声できいてきた。

「あ、ああ……起きてるぞ……。」

　五月も眠ねむれないらしく、風太郎に背せを向けたまま話しはじめた。

「今日は突とつ然ぜんすみませんでした。昨日のことも……。じつは、あなたに話さないといけないことが……。」

　うーん……らいはが目を覚ましそうになり、二人は思わず顔を向かい合わせた。

「……少し、歩きませんか？」

　五月はそっと体を起こすと、風太郎にほほえみかけた。




　星くずをちりばめた夜空に、満月が輝かがやいている。

「ほら、見てください。今日は月が綺き麗れいに見えますよ。」

　近所にある大きな公園にやってきた風太郎と五月は、湧ゆう水すい池ちの遊歩道を散歩していた。

「ああ、まぁ……そうか？」

「まったく、風ふ情ぜいがないですね。」

「あんなにカレーを爆ばく食ぐいしてたやつに風情を説かれたくないね。」

　顔をぺかーっとテカらせた、あの食いっぷり。まちがいなくカレーは飲み物というタイプだ。

「なっ……！　し、しかたないでしょう。一日ぶりだったのですから……。」

「明日には帰れよ。三玖も心配してた。」

「それはできません……。」と五月はかたくなな表ひょう情じょうで立ち止まる。

「今回ばかりは、二乃が先に折れるまでは帰れません。もちろん、あなたのご家族にはこれ以上、ご迷めい惑わくをかけられません。明日には……。」

「出ていって、どうするつもりだ？　財さい布ふも行く当てもないだろ。」

　痛いたいところを突つかれた五月はウッとなり、風太郎に深々と頭を下げた。

「もう少しだけいさせてください！　なんでもお手伝いしますので！」

「嫌いやだね！　帰れ！」

　きっぱり拒きょ絶ぜつして、五月をビシッと指さす。

「つーか、金持ちお嬢じょう様さまにウチの生活が耐たえられるとは思えん！」

「……私わたしはお嬢様ではありません。」五月は苦く笑しょうして言った。

「私たちも数年前まで、負まけず劣おとらずの生活を送っていましたから。」

「え？　そうなのか……？」

　五月は小さくうなずくと、風太郎が知らなかった以前の身の上を語りだした。

「母が今の父と再さい婚こんするまでの私たちは、極ごく貧ひん生活でした。当然です、五人の子こ供どもを同時に育てていたんですから。」

　──私にとっては、あなたたち五人が健康に過すごしてくれるのが何よりの幸せです。

　母はそう言って、幼おさない五つ子姉し妹まいをまとめてぎゅっと抱だきしめたものだ。

「そして、女手一つで私たちを育ててくれた母は体調を崩くずし……。だから私は、母の代わりとなってみんなを導みちびくと決めたんです。」

　池の水面に、毅き然ぜんとした五月の顔が映うつる。

「決めたはずなのに……うまくいかないのが現げん状じょうです……。」

　柵さくに手をかけ、五月はしょんぼりとうなだれた。

　黙だまって話を聞いていた風太郎は、五月が二乃を平手打ちした理由に思おもい至いたった。つまり、あの行動も母親を意い識しきしてのことだったのだろう。

　風太郎は柵さくに歩あゆみ寄より、五月の隣となりに並ならんで立った。

「母親の代わりか。だったら……俺おれは、父親の代わりになろう。」

「え……？　どういう意味……？」

　五月に素すできき返され、自分の言葉が急に気き恥はずかしくなる。

「こ、こんなときに、おまえらの父親は何やってんだって話だ！　こういうときこそ父親の出番だろっ！」

　血のつながりがなくとも、父親は父親だ。なんの仕事をしているのか知らないが、娘むすめたちの一大事に知らん顔とは。

「……これも家庭教きょう師しの仕事として割わり切きるさ。」

　風太郎は、池に落っこちたような丸い月をじっと見つめた。

「あの日、京都であの子と出会い……いつか誰だれかに必要とされる人間になると決めた……俺はそのために、勉強をしてきたんだ。」

　風太郎の告こく白はくに、五月がわずかに目を見開く。

「……でも、あなたが父親はちょっと……。」

「うるせー、我が慢まんしろ！」照れて顔をそむける風太郎。

　五月はクスッと笑い、あらためて夜空の満月を見上げた。

「本当に、今日は綺き麗れいな満月ですね。」

　月明かりを浴びた五月も、かぐや姫ひめのように清らかだ──がしかし、その横顔を見つめる風太郎は、氷点下のまなざしである。

　かつて文ぶん豪ごうの夏なつ目め漱そう石せきが、『Ｉ　ＬＯＶＥ　ＹＯＵ』を『月が綺麗ですね。』と訳やくしたという有名な都市伝説がある。つまり『月が綺麗ですね。』と言えば、すなわち『あなたが好きです。』という愛の告白なのだ。

「……やはりおまえはまだまだ勉強したほうがいいな。」

「な、なんですか！」

　風太郎が突とつ然ぜん、ハッと身み構がまえて背はい後ごの茂しげみを振ふり返かえった。

「どうしました？」

「今、誰だれかがいた気がした……。」

　たしかに今、パキッと枝えだが折れるような音が聞こえたのだ。

「こ、怖こわいこと言わないでください！」怖がりの五月は震ふるえ上あがった。

「五月！　ちょっと見てきてくれ！」

「父親になるんじゃなかったんですか!?」

「今は関係ない！」

　しかし茂しげみの陰かげにもう人ひと影かげはなく、誰かに踏ふまれて折れた小こ枝えだだけが残っていた。




　朝の通学路を歩いていた風太郎は、立ち止まって後ろを振ふり返かえった。

「五月、ウチから……。」

　少し距きょ離りを空けてついてきていた五月が、パッと電柱の陰に身を隠かくす。

「大っぴらに話しかけないでください！　一いっ緒しょに登校してると思われてしまいます！」

「めんどくさっ……。」

　心の声がダダ漏もれる。風太郎はしかたなく前を向き、五月に話しかけた。

「ウチから登校するのはいいが、教科書はどうするんだよ？」

　すると五月は得とく意い顔がおで、「抜ぬかりなく……。」とスクールバッグを持ち上げた。

　昨日の茂みの音は、学校のかばんを持ってきてくれた四葉だったのだ。

　そのかわりに、ある頼たのみ事ごとをされたのだが……。

「昨日、偶ぐう然ぜん会った四葉に持ってきてもらいました！」

「なぜそのとき、財さい布ふを受け取らない？」

「わ、私わたしもあとから気づいたのですが、四葉も忙いそがしそうだったので……。」

「そう言えば昨日、あいついなかったな。何してたんだか。」

　なんの気なしに言うと、五月は「え？」と小首をかしげた。

「聞いていないのですか？」




　放課後のグラウンドでは、運動部の生徒たちがおのおの練習に励はげんでいる。

　風太郎は校こう舎しゃの陰かげで、四葉のうさ耳リボンをむんずとつかみ上げた。

「陸上部の助すけっ人とを引き受けたって、今の状じょう況きょうわかってんのか!?」

「すみません～～～……!!」

　ジャージ姿すがたの四葉は、風太郎の前でしゅんとうつむいた。

「一度はお断ことわりしたんですけど……。このままじゃ駅伝大会に出られないと……。」

「得とく意いのお人よしが出たな……。」

　言いつつ、しおれた四葉のリボンを直してやる。リボンが以前より大きくなった気がするが、四葉の脳のうみそから養分を吸すい取とっているのかもしれない。

「今すぐやめろ。これ以上、問題を増ふやさないでくれ。」

「内ない緒しょにしててすみません……。でも家では上杉さんの問題集を進めてます！」

　そこへ、陸上部の部長らしき女子が声をかけてきた。

「中野さーん！　練習再さい開かいするよー！」

「はーい！」と元気よく返事をすると、四葉は両手で握にぎりこぶしを作り、風太郎にやる気をアピールした。

「私わたし、がんばりますから！」

　キリッと顔を引きしめて言うやいなや、きびすを返して走りだす。

「まだ話は終わってねぇぞ！　逃にがすかよ！」

（逃がした……。）

　全力疾しっ走そうした風太郎は、あっという間に力ちから尽つきて倒たおれ込こんだ。

「ゼッ……ハッ……ゼッ……ハッ……ヒュゥゥゥ～……。」

　謎なぞの呼こ吸きゅう音おんを発しながら顔を上げると、下校する二乃の姿すがたが目に入った。

　標的変へん更こう。残った体力をかき集めて立ち上がり、明るく呼よびかける。

「二乃！　学校来てたのか！　このまえのことは気にしてないから帰ろう！　なっ？　あいつらとも仲よくできるって。また昔みたいにさ。」

　やさしさを前面に押おし出だした説せっ得とくが功を奏そうしたか、二乃が言った。

「わかった。帰るわよ。」

「そうか！」

　このまま、うまいこと勉強に持ち込めれば……。

「って、昨日のホテルじゃねーか！」

　二乃は知らん顔でロビーを横切り、宿しゅく泊はく者しゃ用ようのエレベーターへ歩いていく。

「二乃っ！　試験はどうするつもりだっ!?」

「お客様以外の立ち入りはご遠えん慮りょ願います！」

　二乃を追いかけようとした風太郎は、ホテルマンに二人がかりで取とり押おさえられた。

「俺おれが合ごう格かくさせてやる！　だから入れてくれ！」

「試験なんて、合格したからなんなの？」

　二乃が立ち止まって、風太郎を振ふり返かえる。

「どうでもいいわ。」

　すべてを拒きょ絶ぜつするような、冷ややかなまなざし──。風太郎はクッと唇くちびるをかんだ。

　今ごろ三玖は、広々としたリビングで一人、戦国物のテレビ番組でも観みているだろう。四葉はグラウンドで陸上部の練習にいそしみ、一花は事じ務む所しょの社長と仕事に向かっているころだろうか。上杉家の居い候そうろうの五月は、らいはと楽しく台所に立っているかもしれない。

　みんなそれぞれ自分の時間を過すごしているが、こんなのは絶ぜっ対たいにちがう。

（……あきらめねえ……あきらめねえぞ……。）

　二乃は風太郎に背せを向け、すでに歩きだしている。

「二乃！　話を聞いてくれ！」

　ホテルマンに制せい止しされながら、風太郎は叫さけんだ。

「また来る！　俺おれはあきらめねぇぞ！」




　数日後の午後、再ふたたび公園の池をボーッと眺ながめる風太郎がいた。

「試験まで残り四日……どうしたら、あいつらがまとまってくれるんだ……。」

　ひらひらと舞まい落おちた葉っぱが、静かな水面を揺ゆらす。

「ここで俺おれが溺おぼれたら全員心配して集まってくれたりして。あ、ヤバい考え方してるぞ俺。」

　池に向かって独ひとり言ごとをつぶやいていることじたい、相当にヤバい。

「……でも、もしかしたら……。」

　そんな願望は、秒で消えた。

（いや、ありえねー……そんなわけないない……。）

　風太郎は池の柵さくを離はなれ、疲つかれたように遊歩道の階かい段だんに腰こしを下ろした。

　俺のやり方がまちがってたんだ……風太郎は肩かたを落とした。信用されて、頼たよられて、カンちがいしたのかもしれない。他人の家の問題に口を挟はさもうなんて、今の俺には過すぎた役やく割わりだった……。

「いや、むしろ……。」

　──アンタなんて来なければよかったのに……！

　二乃の涙なみだを思い出し、打ちのめされたように目を閉とじる。そうだ、最初からまちがっていた。ただ勉強していただけの俺は、なんの役にも立てない……。

「あいつらに、俺は不要だ……。」

　寂さびしそうにうなだれたそのとき、なにかの前ぶれのように一いち陣じんの風が吹ふいた。

　水面に浮うかんでいた木の葉が滑すべり、木々をざわめかせて葉を散らしていく。

「また落おち込こんでる。」

　ふいに声がして、風太郎はおもむろに顔を上げた。

　つばの広い帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶった、髪かみの長い女の子が立っている。

「やっぱりきみは変わらないね、上杉風太郎くん。」

　風太郎は息をのみ、大きく目を見開いた。まさか……。

「久ひさしぶり。」

　帽子のつばを少し上げて、成長したあの子がほほえんだ。




　ザバーン！　池に何かが落ちる音。

　ややあって、遊歩道にランニングするジャージ姿すがたの四葉が現あらわれた。

「わっ!?」四葉は仰ぎょう天てんした。「上杉さん！　こんなところで何して……。」

「四葉……。」

　池から上がってきた全身ずぶ濡ぬれの風太郎が、だらんと両手を垂たらしてうつろに四葉を見る。なぜ自分はこんなところにいるんだろう──そんな顔つきだ。

「え、えっと……すみません、まだ練習の途と中ちゅうなので……。あのー……二乃と五月をお願いしますね……。」

　四葉はいつになくぎこちない様子で、逃にげるように来た道を戻もどっていく。

「そうだ……二乃……。」

　風太郎は放心状じょう態たいで四葉を見送ると、ずぶ濡れのままふらふらと歩きだした。




「げっ！」

　ホテルから外出しようとしていた二乃は、思わず鼻にしわを寄よせた。

「アイツ、また来て……キモッ！」

　全身濡ぬれねずみの風太郎が、ロビーでホテルマンに取とり囲かこまれている。

（いいかげんにしてほしいわ。何回追い返したらわかるのかしら……！）

　文もん句くを言ってやる。二乃は風太郎のほうへ足を向けた。

（懲こりずに何度も何度も……ホントに……しつこいんだから。）

　自分の口もとがほころんでいることに気づかないまま、ずんずん歩いていく。

　あ、と二乃は足を止めた。風太郎が、ホテルマンに追い立てられるようにして帰っていく。意外にすんなりあきらめたわね……と思いつつ見ると、風太郎の横顔は、なんだか生気が抜ぬけ落おちたみたいに元気がない。

　出口に向かう風太郎の頭に、パサッとタオルが投げかけられる。

「アンタみたいなみすぼらしいのがいたら、ほかの人のお目め汚よごしになるわ。」

　二乃は風太郎に歩あゆみ寄より、親指をくいっと自分の後ろに向けた。

「邪じゃ魔まよ。部屋に入りなさい。」
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　ポタッ。シャワーから水すい滴てきが落ちる。

「池に落ちたって……どうりでくさいはずだわ。」

　二に乃のの小言を聞きながら、風ふう太た郎ろうはシャンプーで頭をゴシゴシ洗あらっていた。

「いい？　シャンプーだけじゃなくてトリートメントもするのよ！」

　ガラス扉とびらに背せ中なかをあずけて体たい育いく座ずわりした二乃が、風太郎に命令する。口うるさい母親のようにくささに我が慢まんできず、無理やり風太郎をバスルームに押おし込こんだのだ。

「はーい……。」

　風太郎は覇は気きのない返事をして、「まったく、面めん倒どうだ……。」とぼそり。

「おまえは、よくそんな長い髪かみでいられるな。」

　その言葉に、二乃はなぜか少し動どう揺ようした。

「そ、そうね、毎日洗あらってるわ。アンタにこの量のケアができるかしら？」

　姉し妹まいの中でいちばん長い髪かみを指で梳すきながら、いつもの調子で言う。

「まずそんなに伸のばさねーよ。」

　シャワーでシャンプーを洗い流しながら、風太郎も言い返す。

「っていうか、ロン毛のアンタを想そう像ぞうしたら気持ち悪くなってきたわ。」

「あ？　似に合あうかもしれねーだろ。俺おれのポテンシャルを甘あまく見んなよ。」

　おえー、と二乃が舌したを出す。

　……あれ？　風太郎はふいに気づいた。あんなに険けん悪あくだったのに、いつの間にか二乃と普ふ通つうに話せている……。

「つーか、髪かみ型がたなんてなんでもいいしな。」

　二乃に言われたとおり、家では使わないトリートメントを手のひらに出して、髪になじませながら会話を続ける。

「じゃあその変な髪型やめなさいよ。」

「らいはは、この髪かみ型がたにしかカットできない。」

「なんで家族に切ってもらってるのよ……。」

「おまえも切ってもらえよ。四よつ葉ばあたりに。」

「絶ぜっ対たいイヤ！」

　ケンカになることもなく会話が続く。二乃の塩しお対たい応おうも、ほんのり甘あまじょっぱい。

（こいつとも、サシでならスムーズに話せるんだな……。）

　風太郎はまだ、二乃を理り解かいしきれてないのかもしれない。

「ねぇ、何があったの？」

　シャワーを頭からかぶっていた風太郎は、二乃の問いかけにピクッとした。

「ここに来るまえ、何があったの？」

「……何もねーよ。」

「噓うそ！　アンタが落おち込こんでるの、初めて見たわ。」

「お、落ち込んでねーよ！」

「いいから聞かせなさいよ。一人は楽だけど、話し相手がいなくて暇ひまなのよ。」

　風太郎はうつろな目をしていたが、やがてぽつりぽつりと話しはじめた。

「……五年前……一人の女の子に出会ったんだ──。」




　ついさっき、その女の子が、風太郎の前にいきなり成長した姿すがたで現あらわれた。

「上うえ杉すぎ風太郎くん。久ひさしぶり。」

　風太郎は落おち込こんでいたことも忘わすれ、呆ぼう然ぜん自じ失しつの体ていで彼かの女じょと向かい合った。

　本当にあの子なのか……？　つば広の帽ぼう子しのせいで顔がよく見えず、確かく信しんが持てない。生徒手帳から五年前の写真を取り出し、思い出の少女と見み比くらべてみる。

「もしかして……京都の……。」

　答える代わりに、彼女は帽子の下でニコッとほほえんだ。
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「……え、えっと……元気そうでなにより……。」

　目をそらしてはぐらかすと、風太郎は突とつ如じょ、きびすを返して駆かけだした。

「えっ!?　どうして逃にげるの!?」

　上着の裾すそをつかまれて逃とう亡ぼうを阻そ止しされる。

「俺おれはまだおまえには会えない！」

「なんで！」

　彼かの女じょはとっさに、逃のがれようとする風太郎の手から生徒手帳を奪うばい取とった。

「これを返してほしかったら、言うことを聞いてね。」

「くっ……卑ひ怯きょうだぞ……。」

「そうだなぁ……もう逃にげられないように……あっ、いいの発見。あれ乗ろっ！」

　彼女が指さしたのは、池のボート乗り場だ。

　背せに腹はらは代えられない。風太郎は彼女をボートに乗せて漕こぎ出だした。

　しかし、まだ信じられない。本当に目の前にあの子がいるなんて……。

　風太郎の視し線せんに気づいて、彼女がニコッとする。

　オールを漕ぐ手が止まり、ボートがゆっくりと停てい止しした。

「……名前、知らないんだが。」

「私わたしは零れ奈な。五年ぶりだね。」

　やっぱり本物──風太郎は、ごくりとつばをのんだ。

「零奈……なんで、ここに……。」

「今のきみに会うため。」

　風太郎の肩かたがわずかに上下する。

「聞いたよ。あれからがんばって勉強して、学年一位になって……今は家庭教きょう師ししてるんだってね。すごいよ。」

　そう言って、零奈がほほえむ。

「聞いたって、誰だれに。」

　風太郎がきょとんとしてきくと、零奈の目があからさまに泳いだ。

「こ、細かいことは置いといて……。どんな生徒さんなの？」

「信じてもらえるかわからないんだが。教えてるのは同級生で、五つ子で……。」

「うんうん。」

「……意外と驚おどろかないんだな。」

「あ～～～！　五つ子って本当にいるんだ！　ドラマでしか見たことないよ！」

　わざとらしく驚く零奈。が、風太郎は気に留とめず続けた。

「そいつらが困こまったことに、馬鹿ばかりなんだ。」

　フッと笑えむと、風太郎は落ち葉が作った水面の波は紋もんを見つめて語りだした。

「長女は夢ゆめ追おい馬鹿。どうせ叶かないっこないと言ってはいるんだが……ま、根気だけはあるみたいだな。だが馬鹿だ。

　次女は身内馬鹿。こいつは姉し妹まいびいきで、すぐ嚙かみついてくる……だけかと思っていたが、今はよくわからない。だが馬鹿だ。

　三女は卑ひ屈くつ馬鹿。初めは暗くて、覇は気きのない顔をしてたんだが……近ちか頃ごろは見るたび生き生きしていて、安心している。だが馬鹿だ。

　四女は脳のう筋きん馬鹿。やる気もあって頼たよりになるが、いちばんの悩なやみの種だ。それに……いや、俺おれの思おもい過すごしか。だが馬鹿だ。

　五女は真面目馬鹿。こいつとはまず相あい性しょうが悪い。だが、本当はやれるやつだ。このままじゃもったいない。だが馬鹿だ。」

　一いち花か、二乃、三み玖く、四葉、五い月つき。泣いたり笑ったり怒おこったり……五つ子たちのくるくる変わる百面相が、水面に浮うかんでは消えていく。

「……とまあ、こんなところだが。」

　語り終えて零奈を見ると、なぜか顔が真っ赤になっている。

「どうした？」

「……ううん、なんでもないよ。でも、そうだなぁ……びっくりした。真しん剣けんに向き合ってるんだね。きっときみはもう、必要とされる人になれているよ。」

「……五月にも、同じことを言われた。」

　けれど、「アンタなんて来なければよかったのに……！」──二乃の涙なみだまじりの言葉が、風太郎の胸むねに突つき刺ささって離はなれない。

「いや……。俺おれはあの日から何も変わってない……。」

　風太郎の沈しずんだ表ひょう情じょうを見つめ、零奈はすうっと目を閉とじた。

「そっか。じゃあ……きみを縛しばる私わたしは消えなきゃね。」

　ボート乗り場に着くと、零奈は桟さん橋ばしにひょいと飛とび移うつった。

「約束どおり、これは返すね。」と生徒手帳をさしだす。

「でも……これは返してあげない。」

　いつ抜ぬき取とったのか、零奈の手には風太郎とのツーショット写真がある。

「は……？　どうして……。」

「私わたしはもう、二度ときみには会えないから。」

「二度と!?　どういうことだ!?」

　零奈は答えず、ボートに風太郎を残して桟さん橋ばしを去っていく。

「待ってくれ！　頼たのむ！」

　身を乗り出した風太郎めがけて、何かが飛んできた。とっさにキャッチすると、赤い巻まき物ものの形をしたお守り──五年前、零奈が清きよ水みず寺でらで買ったお守りだ。

「自分を認みとめられるようになったら、それを開けて。」

「おいっ、待てって……。」

　追いかけようとした風太郎は、うっかりボートの縁ふちに足をのせてしまった。ボートが大きく傾かたむき、池に落ちる寸すん前ぜん、一いっ瞬しゅんだけ悲しげな零奈と目が合う。

「……さよなら。」

　ボートが引っくり返ると同時に、ドボーンと大きな水しぶきが上がった。




「……で、そいつは俺おれの前から消えた……終わりだ。」

　話し終えたが、二乃からはなんの反はん応のうもない。

　もしや寝ねてる……？　風太郎は腰こしにタオルを巻まいて立ち上がり、ガラス扉とびらを開けた。

「悪いな、つまらない話しちまって……えっ!?」

　風太郎はギョッとした。二乃が膝ひざを抱かかえたまま、ぽろぽろと大おお粒つぶの涙なみだを流している！

「え～……。なんで泣いてんの……？」

「だ、だって……アンタ、五年もその子のこと好きだったんでしょ？　切なすぎるわ……。」と指で目じりの涙を拭ぬぐう。

　なかなか会えない金きん太た郎ろうに恋こいしている自分と、無む意い識しきに重ね合わせたのかもしれない。

「す、好きとかじゃ……。感かん謝しゃと憧あこがれがあっただけだ。」

「それが好きなんだって！」

「だからちがうって……。だが、俺のためにそこまで……。」

「あー、ちょうどいい泣ける話！　めっちゃちょうどいい！」

　風太郎の口を塞ふさぐかのように、二乃がいつもの調子でさえぎる。

「最低……。」しかしまあ、泣かれるよりはマシだ。

　二乃は風太郎がバスルームを出たことに気づかず、しゃべり続ける。

「でもさ、元気出して。アンタみたいなノーデリカシーな男でも、好きになってくれる人が地球上に一人くらいいるはずだから。」

　出会える確かく率りつは隕いん石せきに当たるより低そうだが、二乃の口調はいつになくやわらかい。

　ふと顔を上げた二乃は、やっとタオル一丁の風太郎に気づいた。

「って！　なんで出てきてんのよ！　露ろ出しゅつ魔まっ！」

　両手で目を覆おおい、指の隙すき間まからチラ見する。

「俺おれとおまえは裸はだかのつき合いだろ。」

　風太郎はあわてず騒さわがず、堂どう々どうと腰こしに手を当てた。

「忘わすれろーーーーーーっ！」

　二乃が這はって逃にげようとした拍ひょう子しに、かたわらに置いてあった紙かみ袋ぶくろが倒たおれた。プリントの束が中から出てくる。風太郎は、いちばん上の一枚まいを手に取った。

「ん？　これは……。」

「あっ！」

　二乃が破やぶり捨すてた、風太郎の作った問題集だ。ちゃんとセロハンテープで修しゅう復ふくして、問題も全部解といてある。

「やってたのか……。」

　二乃はぺたんと床ゆかに座すわり、伏ふし目めがちに言った。

「これ……個こ別べつで問題を分けてたんでしょ……。あのときだって、本当は……い、いちおうは、悪いと思ってるわよ……。」

　申もうし訳わけなさそうに、風太郎を上うわ目め遣づかいにチラッと見る。

「……ごめん。」

　二乃のやつ──風太郎はフッとほほえんだ。

「ああ、いいぞ。この調子で五月にも謝あやまろう。」

「それは嫌いや！」とプイッとそっぽを向く。

「なぜ!?　たたかれたこと、まだ根に持ってるのかよ。」

「昔はあんなことする子じゃなかった。なんだか五月が、知らない子になったみたい……。」

　そう言って、二乃は寂さびしそうに表ひょう情じょうを曇くもらせた。




「二乃が謝しゃ罪ざいしたって……にわかには信じられません。」

　夕飯の食しょく卓たくで風太郎に話を聞いた五月は、かたくなに言った。ちなみに片かた手てには、居い候そうろうにあるまじき茶ちゃ碗わんに山やま盛もりのご飯。鋼はがねのメンタルである。

「本当だ！　おまえもいつまでも意い地じ張はってんじゃねーよ。」

「お兄ちゃん、いつもより髪かみサラサラ～～～！」

　らいはが気づいた。てっぺんのアホ毛まで、キューティクルをキラキラさせている。

「二乃のところで何を……。」五月がジトッと疑うたがいの目を向ける。

「ほ、ほら、おまえら二人って、ランチとかよくつるんでるだろ？　お互たがい冷静になれば、また気の合う仲よし姉し妹まいに……。」

「二乃とは気が合うわけではありません。このまえ映えい画がを観みにいったときも……。」




　放課後、一花が出しゅつ演えんしたゾンビ映えい画がを観みた帰りのことだ。

「こ、怖こわかったです……。」

「一花が死んでから面おも白しろくなかったわ。それより、予よ告こくにあったアレ面白そうだったわね。」

「ああ、あれですね！」

　二人とも、一気にテンションが上がる。

「『恋こいのサマーバケーション』！」

「『生命の起き源げん～知られざる神しん秘ぴ～』！」

　かたや南国のビーチで恋に落ちる男女のラブロマンス、かたやＤＮＡの驚きょう異いの世界を描えがいたドキュメンタリー。もちろん前者が二乃で、後者が五月だ。

「なにそれ、つまんなそう。」

「そんなことありませんよ！」

「アンタ趣しゅ味み悪いわ。」

「二乃だって！」




「……と、いうように、昔に比くらべて二人とも好みが変わってしまったのです。」

「ちなみに俺おれはどちらも観みようとは思わない。まぁ、そこをなんとかさ……。」

　懐かい柔じゅうしようとする風太郎を無む視しして、五月は黙もく々もくとご飯を口に運ぶ。

「あっ！　明日のゴミまとめないと！」

　らいはが思い出したように言った。すかさず五月が、

「明日は不ふ燃ねんゴミの日ですね。朝、私わたしが出しておきます。」

「五月さん、ありがとー！」

　なんなんだ、このなじみ具合は……風太郎の眉まゆがピクリとする。

「あれ、俺の時計……。」と言いながらキョロキョロしている勇いさ也なりには、五月が「それならこちらに。」と腕うで時ど計けいをサッとさしだす。

「五月さーん、輪ゴムってどっちだっけ？」

「それは可か燃ねんですね。」

「いやー、五月ちゃんがいると助かるなー！」

　和気あいあいとした空気の中、風太郎だけのけ者になった気分である。




「……なんだか俺おれがおまえたちの家に居い座すわったとき、おまえがイライラしてた気持ちがわかったぜ。」

　落ち着かない自じ宅たくに引きかえ、スイートルームのソファの快かい適てきなこと。

「ふーん。ルームサービス呼よぶけど、何かいる？」

　客室の電話の前で、二乃が受話器を手に風太郎を振ふり返かえる。

「じゃあ飲み物頼たのむ。」

「はーい。こっちで適てき当とうに選んじゃうわねーん。って、なんで当たり前のようにいんのよっ!!」

　完かん璧ぺきなノリツッコミで受話器をガチャッと戻もどす二乃に、

「なんだ、頼まねーのか？」とソファの背せもたれからのけぞって逆さかさに顔を向ける。

　翌よく日じつの放課後。風太郎は突然やってきて、自分の部屋のようにくつろいでいる。

「ずうずうしいわね！　昨日のしおらしさはどこ行ったのよ！」

「それよりもまず、目の前の問題から解かい決けつしないとな。」

「目の前って……ああ、期末試験ね。」

「ん？　あ、そっか……期末試験のためだったな……。」

　それ以外に何があるっていうの……二乃はけげんそうに風太郎を見やった。




　そのころ、中野家では、一花と三玖、四葉が風太郎の問題集に取り組んでいた。

「終わった～～～！」

　四葉が両手を上げて叫さけび、そのままバタンキューとあおむけに倒たおれた。

「天才！」一花と三玖が拍はく手しゅで称たたえる。

「えへへ……あともうちょっとだね。五月と二乃も今ごろやってるのかな……。」

「居い場ば所しょはわかってるんだよね？」と一花。

「きっとすぐ戻もどってくる。」三玖が言う。

　そのとき、四葉のスマホがメッセージを着信した。

「あっ、もしかして！　ついに二人から連れん絡らくが!?」

　飛び起きてスマホを手に取る。笑え顔がおだった四葉の顔に、すぐ落らく胆たんが浮うかんだ。

「……って、ごめん。陸上部の部長だった……。」

　カラ元気で笑う四葉を、一花と三玖は黙だまって見つめた。




　ソファに座すわり直なおすと、風太郎は二乃に話しだした。

「昨日のことは正直、ショックだった。このタイミングで彼女がなぜ俺おれの前に現あらわれたのかわからないが……一つ、あいつに教えられたことがある。人が変わっていくのは避さけられない。過か去こを忘わすれて、受け入れていかないとな。」

　自分にも言い聞かせるように言うと、顔だけ二乃を振ふり返かえる。

「だから、おまえも仲直りして帰ろう。」

「忘れたらいいって……そんな簡かん単たんに割わり切きれないわよ。」

　二乃は寂さびしそうに、電話の横に置いてある羽根ペンを手に取った。

「ここはアタシの部屋だから……独ひとり言ごと。アタシたちが同じ外見、同じ性せい格かくだったころ……まるで全員の思考が共有されているようで、居い心ごこ地ちがよかったわ。」

　そう、あのころの五つ子は、鳥の巣にある五つの卵たまごだった。

「でも、五年前から変わった……みんな少しずつ離はなれていった……まるで五つ子から巣立っていくように、アタシだけを残して……。」

　四羽わの鳥は大空に羽ばたいていき、いつまでも殻からを破やぶれない一羽だけが、卵のまま巣の中にぽつんと残されている。

「アタシだけが、あのころを忘わすれられないまま。髪かみの長ささえ変えられない。だから、無理にでも巣立たなきゃいけない。一人取り残されるまえに。」

　二乃の固い決意が伝わってくる。これが風太郎のすくい取れなかった、姉し妹まいを大切にするがゆえの二乃の心理……。

「それでいいのか？」

「いいのよ。過か去こは忘れて前を向いていかなきゃ。あとは……そうね。心残りがあるとしたら……林間学校。」

　二乃は、手首のミサンガに大切そうにふれた。

「キンタローくん……。しっかりお別れできなかったからかしら。もう一度会えばケリをつけられると思ったんだけど……忘わすれさせてくれないわ……。」

　風太郎はつかの間天をあおいで考え、そして、二乃の背せ中なかに言った。

「……会えると言ったら、おまえはどうする？」

「えっ……？」二乃が目をまんまるにして振ふり返かえった。




　鏡に向かい、二乃が鼻歌まじりにメイクや洋服の最終チェックをしていると、コンコンとノックの音がした。

「はーい。」

　羽が生えたような軽い足取りで、ウキウキしながらドアを開ける。

「ど、どうも……。」

　林間学校以来の金太郎が、神しん妙みょうな面おも持もちで立っていた。正体はもちろん、金きん髪ぱつのカツラをかぶった風太郎だ。

「さっ、遠えん慮りょせずに入って。」

「お邪じゃ魔まします……。」

　変へん装そうした風太郎は緊きん張ちょうしつつ、二乃のあとに続いて部屋に入った。

（俺おれが今日、二乃にすべきこと……。）

『Ａ案』：架か空くうの男・金太郎を演えんじ抜ぬき、二乃の未練がなくなるまでつき合う。

『Ｂ案』：すべてを告こく白はくし、二乃に許ゆるしてもらう。

　今後のことを考えると、前者を選ぶべきだが……。

　真しん剣けんに考かんがえ込こんでいる風太郎を、二乃がクルッと振ふり返かえった。

「ねぇ、キンタローくん。アタシに言うことあるでしょ。」

　責せめるような目。やはり、そう簡かん単たんにはいかない。

「そうだ……言わなくちゃいけない……。」

　風太郎は意を決して、二乃に頭を下げた。

「悪かった。じつは俺……。」

「いいよ。」

　二乃はさえぎるように言うと、腰こしをかがめて風太郎をのぞき込こんだ。

「キャンプファイヤーをすっぽかされた件けんは水に流してあげます。ま、流すも何も、アタシが一方的に言っただけなんだけど。」

　リアル風太郎には見せない、なんとも愛らしい笑え顔がお。

「いや、そうじゃなくて……。」

「はい、この話はこれでおしまい。これ、返すね。」

　自分の手首からミサンガを外し、風太郎の手首につける。

「今日はずっとつき合ってくれる約束でしょ？　破やぶったら、今度こそ許ゆるさないんだから。」

　恋こいする乙おと女めそのものの、はにかんだ上うわ目め遣づかい……。

　お菓か子しを作っている最中だと言って、二乃はキッチンでシュークリームの生き地じを作りはじめた。このままでは、真実を告つげる勇気がくじけそうだ。

　風太郎は手首のミサンガを見つめ、思いきって切り出した。

「じつは俺おれ……。」

「待って！　いま集中してるから！」

　──早まるな。まだ正体を明かせる雰ふん囲い気きじゃない。タイミングが重要だ。ならばと、風太郎は二乃のかたわらに立って腕うでまくりした。

「すぐ終わらせよう。なに作ってるんだ？」

「……ごめん、ちょっと電話してくる！」

　二乃がベランダに出ていった直後、風太郎のポケットのスマホが鳴った。

　なんと、二乃からだ！　うろたえつつも電話に出る。

「もしもし、上杉？　キンタローくんちょーやさしいんですけどー！　っていうか緊きん張ちょうして、まともに顔見られないわ！」

「な、なんの用だ？」

「あ、ごめんごめん。キンタローくんってシュークリーム嫌きらいじゃないよね？」

「大好きだと思うぞ……たぶん。」

「オッケー。」

　電話を切った二乃が、ベランダから、はにかんだ顔をのぞかせる。

「シュークリーム作ろうと思うんだ。」

「いいね……大好きだ……。」

　どんどん告こく白はくするチャンスがなくなりそうな気がする……。




「う、うそ……。」

　二乃はあぜんとした。オーブンから出したトレイの上のシュー生き地じが、全部ぺしゃんこにしぼんでいる。霧きり吹ふきするのを忘わすれてしまったらしい。

「まさか二乃が料理を失敗するなんてな。」

「えっ？　今なんて……。」

「あ、いや。料理が得とく意いって、風太郎に聞いてたから……。」

　うっかり口を滑すべらせた風太郎は、あわててとりつくろった。

「そこじゃなくて……。」

　なぜか二乃はピンク色に頰ほおを染そめている。

「ねぇ、彼かれ、アタシのこと名前で呼よんだわ……！」

　目をキラキラさせながら、またもベランダから風太郎に電話する二乃。

「どうでもいいことで電話してくんな!!」
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　二乃ははりきってシュー生き地じを作り直し、あっという間にシュークリームが完成した。

「どんどん食べて！　たくさん作ったから！」

「本当にたくさんだ……。」

　風太郎の知るシュークリームとは別物の、いろんなフルーツと生クリームがサンドされたシュークリームが、調理台とテーブルを埋うめ尽つくしている。

「こんなにたくさんあるんだ。おまえの姉し妹まいも呼よんで食べてもらおうぜ。」

　仲直りのきっかけになればと思ったが、二乃は目を潤うるませて、しょぼんとうつむいた。

「そんなこと言わないで。せっかく二人きりなんだもん……邪じゃ魔まされたくないよ。アタシは……キンタローくんさえいればいいから。」

　またも上うわ目め遣づかいで好き好き光線を送ってくる。

「やっぱりいとこだね。上杉も同じこと言ってた……。たしかに家庭教きょう師しの邪魔ばかりして、迷めい惑わくかけてると思うけど。」

「そうじゃない。」

「そうに決まってるわ！　アイツ、勉強ばっかで……。」

「試験なんてどうでもいい！　五人で一いっ緒しょにいてほしいんだ。」

　つい素に戻もどって真しん剣けんなまなざしで訴うったえると、二乃は驚おどろいて目を見開いた。

「大切な話がある。俺おれは……金太郎は……。」

　先を言わせまいとするかのように、「ちょっと待って！」と二乃がビシッと手で止める。

「なんか長くなりそうな予感。トイレ行ってきていい？」

「……へ？　ああ……。」

　拍ひょう子し抜ぬけした風太郎を残し、二乃はさっさとトイレに入っていった。

　ドアが閉しまった直後、風太郎のスマホが鳴る。

「アンタ、ホテルの近くにいる？」

「まぁ、近いといえば近い……。」

「一階のカフェにすぐ来て。」




　ホテルにあずけてあった制せい服ふくに大急ぎで着き替がえ、ゼエゼエ息を切らしてカフェにやってくると、二乃は先にテーブルで待っていた。

「どうしたんだ、急に……。」

「なんで汗あせだくなのよ。アイスコーヒーでよかったわよね？」

　テーブルには、すでにアイスコーヒーと二乃の紅こう茶ちゃが置いてある。

　風太郎はテーブルにつくと、一気にグラスの半分までアイスコーヒーを飲んだ。

「アタシ、彼かれにコクられるかも。」

「はぁ？」

　喉のどがカラカラだったので、残りも全部飲のみ干ほしてしまう。

「だって、あんな真しん剣けんな顔して大切な話って……。あっ！　キンタローくん！」

　二乃が突とつ然ぜん、あらぬほうへ顔を向けて叫さけんだ。

「えっ!!」ビクッとしてそっちを見る風太郎。

「って、いるわけないでしょ。」

「だよね……。」

　二乃より先に戻もどってまた変へん装そうするには……テンパっている風太郎は、二乃の言動の不自然さに気づく余よ裕ゆうもない。

　と、二乃が手をさしだし、穏おだやかにほほえんで風太郎に握あく手しゅを求めてきた。

「彼かれに会わせてくれて、感かん謝しゃしてるわ。」

「なんだよ、らしくねぇ……。」

「この先、どういう結果になっても……彼との今の関係にひと区切りつけるわ。」

「二乃……。何もできなくて悪い。がんばれよ。」

　適てき当とうな理由をつけて、金太郎は二乃の前から去ろう。罪ざい悪あく感かんに駆かられながら握手しようとした瞬しゅん間かん、二乃のほうからぎゅっと風太郎の右手をつかんできた。二乃はその手を強くつかんだままニコッと笑うと、もう一方の手で、すばやく風太郎の袖そでをまくり上げた。

「……やっぱり。」

　さっき二乃が金太郎につけたはずのミサンガが、風太郎の手首にある。

「こ、これはっ！　順を追って……。」

　風太郎が泡あわを食ってテーブルに身を乗り出したとき、二乃の姿すがたがぐにゃっとゆがんだ。

「約束を破やぶったら許ゆるさないって言ったはずよ。」

　エコーがかかったような二乃の声。テーブルに寄よりかかった風太郎の目に、空になったアイスコーヒーのグラスがぼやけて映うつる。

「まさ……か……。」

　風太郎は意い識しきを失い、ガクッとテーブルに突つっ伏ぷした。

「……変へん装そうなんてすぐバレるのよ。五つ子じゃないんだから。」

　二乃は切ない笑え顔がおを浮うかべると、「バイバイ。」とテーブルを離はなれていった。




　四葉はリビングのソファに座すわって膝ひざを抱かかえ、ぼーっとスマホを見ていた。

　画面には、陸上部の江え場ば部長からの、『明日は朝六時にグラウンド集合！』というメッセージ。四葉は途と方ほうに暮くれたように、膝に顔をうずめた。

　中二階から一花が心配そうに見ていたことには、気づかなかった。




「朝だぞ。五月、起きろ。」

　布ふ団とんにくるまった五月の肩かたを、風太郎が小声で揺ゆさぶる。

「むぅ……もう少しだけ……。」

「今日は早めに出る。」

　らいははまだ自分の布団で熟じゅく睡すいしているが、風太郎は布団を上げ、とっくに制せい服ふくに着き替がえていた。

「あと五分だけ……。」

「ダメだ、起きろ。」

「いいじゃないですか……二乃……。」

　口に出した瞬しゅん間かん、五月はガバッと起き上がった。思わず顔が赤くなる。

「あ、あの……おはようございます……。」

「ああ、おはよう。」

　風太郎は五月の失言にはふれず、好青年のような笑え顔がおであいさつを返すのみ。

　五月は戸と惑まどいながらも登校し、風太郎に連れられて二乃の教室を訪たずねた。

「二乃？　今日は休むらしいよ。」

　二乃と仲のいい友達から、そう告つげられる。

「やはり……。」風太郎は落らく胆たんした。

「直ちょく接せつ、二乃のところに行きましょう。」と五月。休みとなれば話は別だ。もし病気や怪け我がだったら、放ってはおけない。

「残念だが、それも今となっては叶かなわない。」

　昨日、ホテルのカフェで目を覚ました風太郎は急いでスイートルームに駆かけつけたが、二乃はすでにホテルをチェックアウトしたあとだった。

「信じて待つ。俺おれにできることはそれだけだ。」

「朝から少し変です。何かあったのですか？」

「なんでもねぇ……。行くぞ、もう一人の問題児のところに。」

　グラウンドには、朝練を終えた陸上部の面々と四葉がいた。

「私わたしたちが駅伝に出場できるのも、あなたのおかげだ。走りの天才を頼たよりにしているよ、中野さん。」

　部長の江え場ばが、大きな身み振ぶり手て振ぶりで四葉をほめそやす。

「おまえが天才とは世も末だな。」

　風太郎が、五月と一いっ緒しょにやってきた。

「う、上杉さん!?」

「あんたが部長か？　期末試験があるのに大会の練習なんてご立りっ派ぱだな。」

「うん。大切な大会なの。試験なんて気にしてらんないよ。」

　江場はまったく悪びれない。むしろ笑えみさえ浮うかべている。

「あ？　試験なんて？」

　色をなして一歩踏ふみ出だした風太郎の前に、四葉が両手を広げて割わって入はいった。

「わ～～～っ！　大だい丈じょう夫ぶです！　ちゃんとやってますよ！」

「四葉、無理してませんか？」

　心配する五月に、「うん、問題なし！」とほがらかに答える。

「まぁ、四葉がそう言うなら止めねぇよ。」

　言いながら、風太郎は制せい服ふくのカーディガンを脱ぬぎ捨すてた。

「俺おれも一緒に走ろう。それなら邪じゃ魔まじゃないだろ。」

　腕うでまくりしてキメたが、案の定カッコよかったのはここまでである。

「あと五周～～～！」

　陸上部員集しゅう団だんにはるか遅おくれて、風太郎が息も絶たえ絶だえに走っていく。

（死ぬ!!）

　風太郎に合わせてスピードをゆるめた四葉が、気き遣づかうように振ふり返かえった。

「上杉さん、もうやめたほうが……。」

「まだだ……。」

　風太郎はキッと顔を上げ、走りながら四葉に問題を出す。

「フランスのルイ十四世が造ぞう営えいした宮きゅう殿でんは？」「ベルリンの宮殿！」

「『走れメロス』の作者は？」「太だ宰ざい龍りゅう之の介すけ！」

「周期表四番目の元げん素そは？」「すいへーりーべー、ベリウム！」

　四葉はドヤ顔で即そく答とうするが、全部微び妙みょうにまちがっている……！

（だが、予想以上に覚えてはいる。本気で両立させるつもりか……。）

　気を抜ぬいた一いっ瞬しゅん、足がもつれて転びそうになった。とっさに四葉が風太郎を抱だき留とめる。男の面メン子ツは失ったが、怪け我ががなくて何よりである。

「無理しちゃダメですよ？　もう休んでてください。私わたしは平気です。」

　ほとんど死に体の風太郎には、そう強がってみせた四葉だったが──。




　その夜、ぼーっと歯をみがきながら、四葉はもう一方の手に持っているスマホに目を落とした。画面は、書きかけの風太郎へのメッセージ。『今日はすみませんでした。私本当は』までで止まっている。

「送らないの？」

　四葉の後ろから、いきなり一花が顔をのぞかせた。
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「うわぁっ!?　一花～、心しん臓ぞうに悪いよ～……。」

「私も歯みがき～。」

「じゃあうがいしよーっと。」

　コップに手を伸のばそうとした四葉の手を、「待って。」と一花がつかんだ。

「もう……また歯ブラシくわえてただけで全然みがけてないじゃん。ほら、貸かして。やってあげる。」

　しぶい顔をしている四葉の手から、一花が歯ブラシを取り上げる。

「まえはよくしてあげたじゃん。」

「でも、もう子こ供どもじゃ。」

「はい、あーん。」と問答無用で歯ブラシを四葉の口に差し入れる。

「もごご……ふえ!?　に、苦～～～……。」

「私わたしの歯はみがき粉こ。これが大人の味なのだ。四葉にはまだ早かったかな？」

「よ、余よ裕ゆうのよっちゃんだよ！」

　ミエミエのやせ我が慢まん。四葉の顔に手を添そえ、一花は丁てい寧ねいに歯をみがいていく。

「ふふ……体だけ大きくなっても変わらないんだから。ほら、無理してるから口こう内ない炎えんできてるよ。」

「私、無理なんて……。」

「こーら、しゃべらない。どれだけ大きくなっても、四葉は妹なんだから。お姉ちゃんを、頼たよってくれないかな。」

　一花のやさしいまなざしと温かい手が、四葉の口を開かせた。

「……私、部活やめちゃダメかな……。」

「やめてもいいんだよ。」

「や、やっぱダメだよ！　みんなに迷めい惑わくかけちゃう！」

　四葉はあわてて撤てっ回かいした。今日の練習終わりに、休みの土日で合宿を行うと江場から言われたばかりだ。四葉も一年生部員も控ひかえめに断ことわろうとしたが、「そんな甘あまい考えじゃ、大会二連れん覇ぱはできないよ。」と一いっ蹴しゅうされてしまい、とても参加できないなんて言える雰ふん囲い気きではなかった。

「一花がお姉さんぶるから、変なこと言っちゃった。同い年なのに。」

　適てき当とうにごまかして、四葉は水の入ったコップを手に取った。

「あはは。こんなパンツはいてるうちは、まだまだお子様だよ。」

　一花が四葉のパンツをひょいと持ち上げる。

「わ～～～っ!!　しまっといて！　上杉さんが来たときは見せないでね！」

　四葉がそそくさと洗せん面めん所じょから出ていくと、一花は、スピーカーモードにしてあった自分のスマホを手に取った。

「ちゃんと聞こえてた？」

「お子様パンツ。」

「よかった。」

　当事者同どう士しで解かい決けつするのがいちばんだと一花は思っていたけれど、不安に押おしつぶされそうな四葉を見ていたら、そうも言っていられない。

「明日、陸上部に行こうと思う。きみはどうする？」

「行くに決まってる！　四葉を解かい放ほうしてやるぞ。」

　五月が耳をそばだてている横で、風太郎もきっぱり言った。




　翌よく朝あさ、とある高級ホテルのスイートルームのドアがガチャッと開いた。

　二乃になりすまして鍵かぎを開けてもらった三玖が入ってきて、静かにドアを閉しめる。

「お邪じゃ魔まします。」

「アタシにプライバシーはないのかしら……。」

　美顔ローラーでマッサージしていた二乃は、顔をこわばらせて言った。
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　早朝、合宿に出発する陸上部員たちが駅前に集合した。

「全員そろったね。」

　江え場ばが満足そうに部員たちを見回す。その中には、暗い表ひょう情じょうの四よつ葉ばもいる。

「ったく、試験前だってのに、とことん勉強をおろそかにしやがって……。」

　集合場所を見下ろせる駅前の高こう架かデッキから、風ふう太た郎ろうと一いち花か、そして陸上部員たちと同じく学校のジャージを着た五い月つきが、その様子を見ていた。

「三み玖くとはまだ連れん絡らくつかないのか？」

　風太郎がきくと、一花は耳に当てていたスマホを下ろして通話を切った。

「携けい帯たいの電でん源げん切ってるみたい……。待ってて、行き先は聞いてるから。」

　言うやいなや、身をひるがえして駆かけだしていく。

「え？　一花……？」

　戸と惑まどっている五月に、風太郎はたくらみ顔でニヤリとした。

「四葉が断ことわれないなら、おまえたちがやればいい。入いれ替かわり、得とく意い技わざだろ？」

「わ、私わたしは少し苦手です……。まえに一花の真ま似ねをしたときだって……。」

　じつは風ふ呂ろに入ったとき、姉たちの真似を練習をしているのだがいっこうに上達しない。

「知ってるよ。三玖が来たら、おまえのジャージを着てもらって……。」

　そのとき、陸上部員が移い動どうを始めた。

「ヤバい！　出発しやがった！　駅に入るまえにどうにかしなければ……！」

「でも、どうするんですか？」

　風太郎は、意味ありげな視し線せんで五月をじーっと見つめた。




　そのころ、スイートルームの二に乃のと三玖は──。

「なに言われようと帰らないから！」

　淹いれたての紅こう茶ちゃに二本目のスティックシュガーを入れつつ、二乃は頑がんとして言った。

「そんなに入れると病気になる。」

「アタシの勝手でしょ。おばあちゃんみたいなお茶飲んでるアンタにはわからないわよ。」

　くるくるとスプーンでかき混まぜる。

　二乃とソファに並ならんで座すわった三玖は、熱い緑茶をズズッと飲んで、ほっと息をついた。

「この渋しぶみがわからないなんて、お子様。」

「それ飲んだら帰ってよね。そもそも、なんで新しいホテルがバレたのかしら……。」

「まえのホテルにおととい行ったんだ。そこでホテルから飛び出す二乃を見た。」

　そのあとを、こっそりつけたのである。キャリーバッグを引いて足早に歩いていく二乃は、なぜか傷きずついたような怒おこったような表ひょう情じょうだった──。

「フータローと何してたの？」

　二乃はスッと冷めた目になり、テーブルにティーカップを置いた。

「おとといのことを一言で表すのなら、最悪……。アイツ……絶ぜっ対たいに許ゆるさないわ……。」

　ゴゴゴ……と超ちょうド級きゅうの怒いかりのオーラが全身を包む。

「ど、どんなひどいことを……。」

「聞いて驚おどろきなさい！」二乃はパッと立ち上がった。「アイツ、変へん装そうしてだましてたのよ！」

「……なんだ。」ぽつりと言って、また緑茶をすする三玖。

「薄うすぅ～～～～～～っ!!　ひどいんだから！　もっと反はん応のうしなさいよ！」

「だって私わたしたちがいつもしてることだし。」

「そう……だけど……。あのときも……あのときも……アイツだったなんて……。」

　林間学校で急きゅう接せっ近きんしたことや、浮うかれてシュークリームをふるまったことや……二乃の脳のう裏りに、金きん太た郎ろうとのあれやこれやがよみがえる。

「許ゆるさない……許さないわ……。」

　腹はらが立つやら恥はずかしいやらで、体が震ふるえてくるほどだ。

「ほかは何もなかったの？」

「それだけよ。」と言ってから、二乃はハッとした。指に髪かみを巻まきつけてもてあそびながら、「それだけだわ……。」と落ち着かない様子でそっぽを向く。

　三玖が「ほんとに？」と念を押おすと、二乃は言いにくそうに口を開いた。

「……五人でいてほしいって言われた。試験とか関係なしに……。」

「フータローがそんなことを……。」三玖の表ひょう情じょうがふわっとゆるむ。

「アタシの都合を聞いたうえで……自分勝手よ。」

「二乃はウチに戻もどりたくないの？」

「なんで戻らなきゃいけないの？　バラバラのアタシたちが、そこまでして一いっ緒しょにいる意味って何よ？」

「……家族だから。」

　三玖は照れくさそうに言うと、「だけじゃ、変？」と立ったままの二乃を見上げた。

「二乃は私わたしたちが変わったと思ってるんだろうけど……私から見たら、二乃も十分変わってる。」

「変わったって、何がよ……。」

「昔は紅こう茶ちゃ飲まなかった。」と飲みかけのティーカップを指さす。

「それだけ!?」

「私わたしたちは一人20点の、五分の一人前だから。」

　そう言うと、三玖は指先をスイッと動かし、ソファの脇わきに置いてある紙かみ袋ぶくろに向けた。

「その問題……。」

「あっ！　勝手に見ないでよ！」

　三玖は二乃を無む視しして、すでに解かい答とうを書かき込こんである日に本ほん史しのプリントを取り出した。

「問三がちがう。正せい解かいは『長なが篠しのの戦い』。」

「なに？　自分は勉強しましたって言いたいの？」

　ムッとする二乃に、三玖は小さく首を横に振ふってほほえんだ。

「もともと好きだから……戦国武ぶ将しょう。」

「戦国武将って、あんなおじさんが？」

　二乃の頭に浮うかんだのは、ひげ面づらの武たけ田だ信しん玄げんである。

「うん。これが私の20点。そして……。」

　三玖は二乃のティーカップを手に取り、残りの紅こう茶ちゃをこくこく飲のみ干ほすと、「……甘あますぎる。」と顔をしかめた。

「何やってんのよ……。」

「でも、この味……二乃がいなければ知らなかった。」

　そう言うと、三玖は空になったティーカップをテーブルに置いた。

「たしかに昔は五人そっくりで、いさかいもなく、平へい穏おんだった……でもそれじゃあ、20点のままだよ。笑ったり、怒おこったり、悲しんだり……一人一人ちがう経けい験けんをして、足りないところを補おぎない合あい、私わたしたちは一人前になろう。だから、ちがってていいんだよ。」

　性せい格かくも、好きなものも、得とく意いなことも、みんなそれぞれちがう。けれど、大事なのは、今も幼おさないころと同じように、五人が笑い合っているってこと──。

　真しん摯しな三玖のまなざしに、二乃の心のわだかまりが溶とけていく。

「ちなみに、二乃がいないからウチの食事はもうめちゃくちゃ。栄養バランス、ボロボロ……。」

「そこは自分たちでなんとかしなさいよ！」

　いつもの強気な顔に戻もどると、二乃は「ふん！」とソファに座すわった。三玖の緑茶をグイッと飲んで、「苦っ。」と舌したを出す。

「こんなの飲もうと思わなかったわ。やっぱり紅こう茶ちゃのほうが勝ってる。」

「紅茶だってもとは苦い。」

　たちまちバチバチと火花が散る。

「こっちは気品のある苦みなのよ！　きっと高級な茶葉から抽ちゅう出しゅつされてるにちがいないわ！」

「緑茶は深みのある苦み。こっちのほうが良よい葉を使ってる。」

「じゃあ調べるわ。そこらへんの雑ざっ草そうを使ってても泣くんじゃないわよ。」

「二乃こそ。」

　二乃がスマホの検けん索さくエンジンに『紅茶　緑茶　葉っぱ』と入力して、結果をクリックする。すると、予想だにしなかった事実が判はん明めいした。

「紅茶も緑茶も同じ葉……。」

「発はっ酵こうの度合いのちがい……。」

　二乃と三玖は気まずそうに顔を見合わせると、同時に噴ふき出だした。

「ハハハハッ、何それ！　今度みんなに教えてあげ……。」

　二乃はハッとして口をつぐみ、小さくため息を漏もらす。

「過か去こは忘わすれて今を受け入れるべき……。いいかげん、覚かく悟ごを決めるべきなのかもね。」

　二乃は立ち上がってチェストに歩いていくと、引き出しを開けた。

「三玖……アンタも覚悟しなさい。」

　振ふり返かえった二乃の手に、切れ味のよさそうなハサミがギランと光る。

「ひ……！」

　怯おびえてのけぞる三玖に、ハサミを持った二乃の影かげが、ゆっくりと近づいてきた。




　駅前の陸橋の階かい段だんのたもとでは、急場の特訓が行われていた。

「ぶ、部活をやめさせていただきたく……。」

　四葉と同じ緑色のうさ耳リボンをした五月が、もじもじと口を開く。

「ちがう！　もっとアホっぽく！」

　風太郎の厳きびしい指し導どうが入る。五月はグッと言葉に詰つまった。

「……っ！　無理です～！　こんな役目もうやめたいです～！」

「それそれぇ～～～！」

　素すで泣きを入れたのだが、風太郎は合ごう格かく！　とばかりに五月を指さした。

「五月！　今のおまえは四葉だ！　少なくとも見た目は完かん璧ぺきだ！」

「本当にうまくいくでしょうか……。」

　不安しかない五月をよそに、風太郎はスーッと大きく息を吸すうと、突とつ然ぜん大きな声を張はり上あげた。

「痴ち漢かんだーーーっ！　痴漢が出たぞーーーっ！」

「えっ!?」五月が目を丸くする。

「痴漢？」

　駅に向かっていた江場たち陸上部員たちも、足を止めて振ふり返かえった。

　部員たちの目に、階かい段だんを駆かけ上あがって逃にげていく痴漢らしき男の姿すがたが見える。

「そこの人っ、止まりなさーい！」

　痴漢の正体が風太郎とも知らず、まんまと引っかかった四葉が猛もう然ぜんと駆かけだした。

「待てーー！」

　四葉が階かい段だんを駆け上がっていった直後、陸橋の陰かげから五月が緊きん張ちょう気味に姿すがたを現あらわした。

「なんという捨すて身みな作戦……！」

　風太郎が痴ち漢かんのふりをして四葉を引きつけているあいだに、五月が何食わぬ顔で陸上部員たちのところに戻もどり、江場に退たい部ぶを申し入れるという寸すん法ぽうだ。

「こうなってしまっては、やるしかないですね……。」

　今のおまえは四葉だという風太郎の言葉を信じるしかない。五月は覚かく悟ごを決め、陸上部の集しゅう団だんへ走っていくと、息を切らしながら言った。

「ハァ……ハァ……。あはは……逃にげられちゃいました。」

「え？」江場がキョトンとする。

「私わたし、合宿には行けません……部活をやめたいです……。」

「え、なんで？」ますます不思議そうな江場。

「来週試験ですし……。」

「ちがうちがう、私が言いたいのは……。」

　江場は薄うすく笑いながら小首をかしげ、得え体たいの知れないまなざしを五月に向けた。

「なんで別人が中野さんのふりしてるの？」

「あれっ!?」

　一方、風太郎は後方を気にしながら、高こう架かの通路を走って逃にげていた。

　四葉に捕つかまるまえに、五月がなんとか終わらせてくれるといいが……風太郎の願いもむなしく、力強い四葉の足音が徐じょ々じょに近づいている。

「たぁーー！」

　四葉がかけ声と共に足を踏ふみ込こみ、風太郎の背せ中なかめがけて強きょう烈れつなタックルをかました。

「ぐえーーッ！」

　四葉が全体重をかけ、前向きに倒たおれた風太郎の上に乗っかる。

「痴ち漢かん、捕まえましたーーーっ！　……ん？　この匂におい……。」

　くんくん。四葉の犬いぬ並なみの嗅きゅう覚かくが、嗅かいだことのある匂いだと脳のうに伝達する。

「重い……。」風太郎がうめき声をあげた。

「う、上杉さん!?　どうして。」驚おどろいて上体を起こした四葉。

　風太郎は、のしかかる重さに耐たえつつニヤリとした。

「まあ、そういうことだ……。」

「どうして痴ち漢かんなんて……。」

　──あれ、わかってない!?　ショックを受けている四葉にあわてて説明する。

「いやいや噓うそ！　おまえをおびき寄よせるための噓でした～！」

「え？　私わたしを？　なんのためですか？」

「五月が、おまえの代わりに退たい部ぶを申もうし込こんでる。」

　四葉がハッとして立ち上がり、きびすを返して走っていく。

「おい！　いま戻もどったらダメだ！」

　起き上がった風太郎を、四葉が立ち止まって振ふり返かえった。

「私はへっちゃらですから！」

「いいかげんに……。」

　四葉に追いついた風太郎は、ちょうど真下にいる五月と陸上部員たちに気づいた。

「隠かくれろ！」

　四葉を後ろから抱だきしめ、手で口を塞ふさぐ。

「ムー……ムーッ！」

「様子がおかしい……。」

　中ちゅう腰ごしになって手すりの陰かげに身を潜ひそめ、下の会話に耳を澄すます。

「わ、私わたしは四葉ですよー。このリボンを見てください。」

　頭のうさ耳リボンをアピールして、五月は必死で食い下がっていた。

「うん。似にてるけど、ちがうよ。だって……。」と江場の目が蛇へびのように冷たくなる。

「髪かみの長さがちがうもん。」

　──確たしかに！　上と下で風太郎と五月の心の叫さけびがシンクロする。

「くっ……なんて鋭するどい観かん察さつ眼がんだ……。」

　風太郎と五月がおバカなだけである。

　四葉は身をよじり、風太郎の腕うでの中からスポッと抜ぬけ出だした。

「まえにもこんなことありましたって……！　もっと他人に興きょう味みを持ってください。」

　そのあいだにも、江場が五月を責せめる声が聞こえてくる。

「私わたしのためにありがとうございます。でもすみません、行きます！」

　四葉は風太郎にペコリとお辞じ儀ぎをすると、ダッと駆かけだしていく。

「おいっ、待て！」

　しかし、四葉も今度は振ふり返かえらない。




「お待たせしました～！」

　四葉はタハハ……と頭をかきながら、陸上部員たちのもとへ戻もどってきた。

「みなさん、ご迷めい惑わくおかけしました～。」

　ボブカットに、うさ耳リボン。本物だと認みとめた江場が、「中野さん。」と笑え顔がおになる。

「あははっ、ちょっとしたドッキリです。五つ子ジョーク。」

「四葉……。」五月にはもう、なすすべがない。

「なんだ、冗じょう談だんだったんだね。笑えないからやめてよ。」

　すっかり機き嫌げんのよくなった江場に、四葉は言った。

「まぁ……私わたしがやめたいのは本当ですけど。」

　笑え顔がおの爆ばく弾だん投下。江場はもちろん、五月やほかの部員も凍こおりついた。

「えっ……。な、中野さん……。なんで……。」

「なんでって……そもそも、試験前に突とつ然ぜん合宿を始めるなんてありえませんよ。」

　足元を見れば、きれいにペディキュアを塗ぬった爪つめがサンダルの先からのぞいているが、江場は気づかずに後ずさった。

「マジありえないから。」

　静かにキレる。江場が蛇へびなら、四葉の目は捕ほ食しょく者しゃである猛もう禽きん類るいのごとくだ。

「は、はいぃ～～～……。」

　すくみ上がった江場は、涙なみだ目めになって尻しりもちをついてしまった。

　風太郎は高こう架かから、その一部始終を見ていた。

「どういうことだ……。」

　呆ぼう然ぜんとしていると、本物の四葉が半泣きでふらふらと歩あゆみ寄よってきた。

「つ、ついに出た……。ドッペルゲンガーだーーっ!!　死にたくありませーーーんっ!!」

「ドペゲンということは……そうか！」

　最初の計画どおり、あれは四葉に扮ふんした三玖だ。

「ふぅ……間に合ったみたいだね。」

　背はい後ごでため息が聞こえた。振ふり向むくと、一花がぐったりして柱にもたれている。

「一花！　間かん一いっ髪ぱつで助かったぜ！　おまえが三玖を連れてきて……えっ!?」

　一花の背後から、なぜか三玖がひょいと姿すがたを現あらわした。

「私わたしは何もしてない。」

　風太郎は混こん乱らんしつつ、五本の指を五つ子に見立てて数えはじめた。

「五……四……一……三……？」

　小指の五月、薬指の四葉、親指の一花、中指の三玖……残るは二番目の人さし指だ。

「まさか……。」

　愕がく然ぜんとしている風太郎に、一花が言った。

「私がホテルに着いたとき、ハサミを持った三玖が立たち尽つくしてたの。くわしくはわからないけど、きっと何か気持ちの変化があったんだね──二乃。」

　いつの間にか、うさ耳リボンを外して蝶ちょう々ちょうのリボンをつけた、ジャージ姿の二乃がいた。絶ぜっ句くしている風太郎の前で、三玖に肩かたで切りそろえてもらった髪かみをサッとかき上げる。なるほど、曲くせ者ものの江場を圧あっ倒とうする迫はく力りょくを出せるのは、ツンドラ女王の二乃しかいない。

「そんなにサッパリ行くなんて、もしかして失しつ恋れんですかー？」

　悪ノリする一花に、「ま、そんなトコ。」とクールに答える二乃。

「キャー！　誰だれと～？　三玖、知ってるー？」

「知らない。」

　まだ頭が追いつかない風太郎に、二乃が「なに？」と険けわしい目で指を突つきつけた。

「言っとくけど、アンタじゃないから！」

「お、おう……。」

「わかったわね！」

　そう言うと、二乃は風太郎に背せを向けて歩きだした。

（さようなら、キンタローくん。そして、さようなら──。）

　長かった髪かみと一いっ緒しょに、淡あわい初はつ恋こいと、幼おさないころの五つ子姉し妹まいに別れを告つげる。けれど、ようやく巣から飛び立った二乃の口もとには、晴れ晴れとした微び笑しょうが浮うかんでいた。

「四葉。アタシは言われたとおりやったけど、これでいいの？」

　二乃が四葉に言う。陸橋の下では、陸上部員たちが落らく胆たんした江場を励はげましている。

「こんな手しゅ段だんとらなくても、本音で話し合えばきっとわかってくれるわ。アンタも変わりなさい。つらいけど、いいこともきっとあるわ。」

　スースーするうなじに手を当て、大人びた表ひょう情じょうで四葉にほほえみかける。

　そんな二乃の変化に、四葉の心も動いた。

「……行ってくる。」

「ついてこうか？」一花が気き遣づかう。

「ありがとう。でも──一人で大だい丈じょう夫ぶだよ。」

　四葉はしっかりした足取りで、江場たちのもとへ駆かけだしていった。

　喧けん嘩か別わかれしてから初めて顔を合わせた五月と二乃は、気まずい雰ふん囲い気きのまま互たがいに目をそらしていた。

「二乃、先日は……。」先に五月が口を開く。

「待って、謝あやまらないで。アンタはまちがってない。悪いのはアタシ。」

　チラッと五月を横目で見て、「……ごめん。」と小声でぽつり。

「二乃……。」

「アンタがまちがってるとすれば力かげんだけだわ。すごく痛いたかった……。」

「うううう～……二乃ぉ……。」五月の目にみるみる涙なみだがあふれる。

「そ、そうです……お詫わびを兼かねて、これを渡わたそうと思ってたんです……。」

　ジャージのポケットから、映えい画が『恋こいのサマーバケーション』のチケットを二枚まい取り出すと、五月は泣き笑いで言った。

「このまえ二乃が観みたがっていた、映画の前まえ売うり券けんです。今度、一いっ緒しょに行きましょう。」

「まったく、なんなのよ……。思いどおりにいかないんだから……。」

　苦く笑しょうする二乃。背せ中なかに回した手には、五月が観たがっていた映画『生命の起き源げん～知られざる神しん秘ぴ～』の前売り券が二枚、にぎられていた。




　帰き宅たくした四葉は、玄げん関かんに入るなり床ゆかに手をついて土ど下げ座ざした。

「このたびはご迷めい惑わくをおかけしまして、大変申もうし訳わけなく……。陸上部のみなさんとはちゃんとお話して、大会だけ協力して、お別れすることになりました……。」

「あ？　いつまでそんなこと気にしてんだ。早く入れ。」

　先に入っていた風太郎が振ふり返かえり、何もなかったかのように声をかける。

　四葉は一いっ瞬しゅんキョトンとしたあと、「……はいっ！」とうれしそうに破は顔がんした。

　一花と三玖も、笑え顔がおで玄関を振り返る。

「それから二人とも。おかえり。」

　三た和た土きに立ってもじもじしていた二乃と五月は、照れくさそうに顔を見合わせてから、仲よく口をそろえて言った。

「「ただいま……。」」

　二乃と四葉と五月が着き替がえを済すませ、五つ子たちは風太郎の待つリビングに集合した。

　テーブルには、風太郎手作りの問題集が五人分、どーんと重ねて置いてある。

「とりあえず問題集は全員終わらせてるみたいだけど。」と三玖。

「私たち、ちゃんとレベルアップしてるのかな？」一花は不安そうだ。

　もともとが村人レベルである。ようやくザコを倒たおせるようになったくらいで、期末試験というラスボスを倒すには、この土日にレベルアップするしかない。

「大だい丈じょう夫ぶだ、秘ひ策さくがある……。カンニングペーパーだ！」

　風太郎は、手のひらサイズに丸めたメモ用紙を五つ子たちの前に掲かかげた。村人の五つ子でもボスを倒せる、チートアイテムである。

「あ、あなたはそんなことしないと思ってたのに……。」

「そんなことして点数取っても意味ないですよぉ……。」

　五月と四葉がショックを浮うかべ、口々に言った。

「じゃあもっと勉強するんだな！　こんなもの使わなくてもいいように、最後の二日間でみっちりたたき込こむ！　覚かく悟ごしろ！」

　鬼おに家庭教きょう師しに戻もどって宣せん言げんしたあと、コソコソと二乃にお伺うかがいを立てる。

「……と、いうように進めさせていただきますが、いかがでしょう？」

「何それ、今までさんざん好き勝手やってきたくせに。」

　二乃はフンとそっぽを向いて言うと、カアッと頰ほおを染そめた。

「やるわよ……よろしく。」

　照れくさいのか、あっけに取られている風太郎を尻しり目めに、「始めるわよ、用意しましょ。」と姉し妹まいたちを急せき立たてる。

「はーい！」

　五つ子たちはそれぞれ席について、勉強の準じゅん備びを始めた。

　風太郎の眼がん前ぜんに、五つ子たちに手を焼いた日々がアルバムをめくるように流れていく。

　──全部まちがえてました！　最初から協力的だった四葉は、やる気だけが空回り。

　──頭いいって言ってたけど、こんなもんなんだ。なかなか心を開いてくれない三玖。

　──なんでおせっかい、焼いてくれるの？　一花は筋すじ金がね入いりの勉べん強きょう嫌ぎらい。

　──あなたからは絶ぜっ対たいに教わりません！　意地っぱりの五月とは衝しょう突とつばかり。

　──アンタなんて来なければよかったのに……！　二乃との溝みぞは誰だれよりも深かった。

　そして今……風太郎の目の前に、テーブルを囲かこんで楽しそうに勉強している五つ子たちの姿すがたがある。感かん慨がいにふけっていると、

「よかったね、フータロー。」三玖が気づいてほほえみかけてきた。

　風太郎はフッと笑えんで目を閉とじ、そして毅き然ぜんと顔を上げた。

「まだ……ここからだ。」




　そして二日後の、決戦の朝──。

「ついに当日だね。」

　昇しょう降こう口ぐちを姉し妹まい並ならんで歩きながら、三玖が言った。

「大だい丈じょう夫ぶかなー。」と一花。

「やれることはやったよ！　ねっ、上杉さん！」

　四葉が元気よく振ふり返かえる。が、そこにいたはずの風太郎の姿がない。

「あれ？　上杉さんは……？」

「らいはちゃんに電話だそうです。」

　五月が教えると、一花が「こんなときに？」と首をかしげる。

「きっと今じゃないといけないのでしょう。自分の携けい帯たいは充じゅう電でん切ぎれなのに、私わたしのものを借りていったほどですから。」

　風太郎は屋上で一人、五月のスマホで電話をしていた。用よう件けんを話し終え、今月の給料もらえるかなと思いつつ、『お父さん』と画面に表ひょう示じされている通話を切る。

「がんばれよ……。」

　壁かべに背せ中なかをあずけ、雲一つない青空を見上げて笑えみを浮うかべる。

「一花……二乃……三玖……四葉……五月……。おまえらが五人そろえば、無む敵てきだ。」




　期末試験が終わって数日が経たった、土曜日の午後。

　リビングに集まった五つ子たちは、期末試験の成せい績せき表ひょうを手にしていた。

「これはひどい……。」

　五月は、『国43／数28／理68／社26／英34／合計１９９点』。

「あんなに勉強したのにこの結果かー。」

　一花は『国24／数47／理41／社28／英36／合計１７６点』。

「あらためて、私わたしたちって馬鹿なんだね。」

　三玖は『国35／数41／理40／社70／英20／合計２０６点』。

「二乃、元気出して。」

　四葉は『国35／数15／理22／社30／英26／合計１２８点』。

「アンタは自分の心配しなさいよ……。」

　二乃は『国19／数22／理38／社27／英45／合計１５１点』。

　土日の二日間、ほとんど机つくえにかじりついていたが、やっぱり赤点は避さけられなかった。





[image: ]





「ちょうど家庭教きょう師しの日だし、今日は期末試験の反省がメインだろうね。」

　一花が肩かたをすくめたとき、ピンポーンとチャイムが鳴った。

「お、噂うわさをすれば。」と一花。五月がオートロックの鍵かぎを開けに立ち上がる。

「フータローにしこたま怒おこられそう。」「だねー。」

　三玖と四葉がニコニコしながら話すのを見て、「なんでうれしそうなのよ……。」と二乃はあきれている。

「あはは。結果は残念だったけど、またみんなと一いっ緒しょにがんばれるのが楽しみなんだ。」

　ワクワクして頰ほおを紅こう潮ちょうさせる四葉。二乃もまんざらでもなさそうな顔だ。

　モニターホンの前に立っていた五月が「あれっ？」と声をあげ、四人を振ふり向むいた。

「……上杉くんじゃありませんでした。」

　少しして、スーツを着た白しら髪が頭あたまの男だん性せいが「失礼いたします。」と入ってきた。

「なんだー、江え端ばたさんか。」一花が親しげに言う。

「お父さんの運転手はお休み？」

　なんの気なしに三玖がきくと、思いがけない返事が返ってきた。

「本日は臨りん時じ家庭教きょう師しとして参りました。」

　ぽかんとした姉し妹まいの中から、四葉が「そ、そうなんだ……。」と戸と惑まどいがちに言った。

「江端さん、もとは学校の先生だもんね。」と一花。

　江端には子こ供どものころから世話になっているが、こんなことは初めてだ。

「アイツ、サボりか。」ムッとする二乃に、「体調でも崩くずしたのかな……。」と心配する三玖。そんな五つ子たちの反応を見ていた江端が、コホンと咳せき払ばらいして切りだした。

「お嬢じょう様さまがたにお伝えせねばなりません。上杉風太郎様は、家庭教師をお辞やめになられました。」

　五つ子たちは一いっ瞬しゅん、頭が真っ白になった。

　何かのまちがいか、ズレた冗じょう談だん──そう思ったが、江端はいたって真面目だ。

「旦だん那な様から連れん絡らくがありまして、上杉様は先日の期末試験で契けい約やくを解かい除じょなされました。」

「え……それって……フータローくん、もう来ないの……？」

　信じられない──という顔の一花。四葉と五月は、呆ぼう然ぜんとしたまま言葉もない。

　三玖はめまいを覚えたように、「うそ……。」とつぶやいたきり放心状じょう態たいだ。

「試験の結果のせいね……。」

　うつむいた二乃が、悔くやしそうにぎゅっとこぶしを握にぎりしめた。五つ子のうち一人でも赤点を取ったらクビ──中間試験のときの、あの条じょう件けんが生きていたにちがいない。

「パパに言われて。」と言いかけた二乃を、江端がさえぎった。

「それはちがうと思われます。上杉様はご自分からお辞めになられたと伺うかがっております。」

「自分からって……。」「フータロー……どうして……。」

　四葉も三玖も、ショックを隠かくせないでいる。

「そんなの納なっ得とくできません。彼かれを呼よんで直ちょく接せつ話を聞きます。」

　五月がスマホを手に一歩進み出ると、江端は深く頭を下げた。

「申もうし訳わけありませんが、それは叶かないません。上杉様のこの家への侵しん入にゅうをいっさい禁きんずる──旦だん那な様よりそう承うけたまわっております。」

「なぜそこまで……。」

「わかった……私わたしが行く。」

　立ち上がって出ていこうとした三玖を、江端がサッと手で制せいした。

「江端さん、通して。」

「なりません。臨りん時じとはいえ、家庭教きょう師しの任にんを受けております。最さい低てい限げんの教育を受けていただかなければ、ここを通すわけにはいきません。」

　理路整然と説かれては、五つ子たちも従したがうよりほかない。

　テーブルを囲かこんで勉強を始めた五人を、江端は立ったまま遠目に見守っている。

「これ終わったら行ってもいいのよね？」

　二乃がきくと、「ええ、ご自由になさってください。」と江端。

「この問題、比ひ較かく的てき簡かん単たんだよ。きっと江端さんも手心加えてくれてるんだよ。」

　ペンをスラスラ走らせる一花に、そうね、と二乃がうなずいて言った。

「でも、まえのアタシたちなら危あやうかった……自分でも不思議なほど問題が解とける。悔くやしいけど、全部アイツのおかげだわ。」

　鬱うっ陶とうしいほど熱血だったあの風太郎が、自分から家庭教きょう師しを辞やめるなんて……。本人の口からはっきり聞くまでは、五人とも納なっ得とくできない。

「あと一問……あと一問なのに……。」うーんと頭を悩なやませる三玖。

「私わたしもあとは最後だけです。」と五月。しかし、この問題がやけに難むずかしい。

「はっはっは……その程てい度ども解けないようであれば、特別授じゅ業ぎょうに変へん更こういたしますよ。」

　いっせいに前のめりになる五つ子たち。それを見てほほえむと、江端は紅こう茶ちゃを淹いれにキッチンへ歩いていった。

　時計の針はりはもう二時半を回っている。このまま問題が解けなければ、永えい久きゅうに解かい放ほうされないかもしれない。五月は少し顔を上げて江端の様子をうかがい、意を決して口を開いた。

「あの……カンニングペーパー見ませんか？」

　手で口を隠かくすようにして小声で提てい案あんすると、四葉が「えっ!?」と声をあげた。

「それって期末の？」と二乃。

「はい。全員、筆入れに入れたはずです。」

　五月は筆入れから、丸めたカンニングペーパーを取り出した。

「い、いいのかな……。」

　躊ちゅう躇ちょする四葉に、五月はくいっとメガネを持ち上げて眉み間けんにしわを寄よせてみせる。

「有事です。なりふり構かまってられません。」とは言いつつも、罪ざい悪あく感かんで汗あせダラダラだ。

「五月が上杉さんみたい！」「アンタ変わったわね……。」

　四葉と二乃が妙みょうに感心する。

「じゃあ、私わたしも……。」

　最初にカンニングペーパーを開いた一花は、「え……。」と目をみはった。

「『安あん易いに答えを得えようとするな愚おろか者ものめ。』……。なーんだ、初めからカンニングさせるつもりなかったんじゃない。」

「でも、フータローらしいよ。」

　三玖はうれしそうだが、あっけなく活路を断たたれた五月は肩かたを落とした。

「ですが、どうしましょう……。」

「待って、まだ何か……。」

　一花がカンニングペーパーを最後まで開くと、『→②』と書いてある。

「②って……。」

「アタシかしら。」と二乃が自分のカンニングペーパーを開く。

「『カンニングする生徒になんて教えてられるか』。」

　最後に『→③』とある。どうやら、五つ子へのリレーメッセージになっているようだ。

　三玖と四葉が続ける。

「『これからは自分の手でつかみ取れ』。」

「『やっと地じ獄ごくの激げき務むから解かい放ほうされてせいせいするぜ』。」

　やっぱり自分たちに愛あい想そをつかして辞やめたんだ──そんな空気になったとき、最後にカンニングペーパーを開いた五月が声を詰つまらせた。

「五月？」

「……『だが、そこそこ楽しい地獄だった。じゃあな』。」

　目を潤うるませながら、五月がメッセージを読み上げる。風太郎らしい、憎にくまれ口ぐちの、けれど愛でしかないメッセージを……。

　みんな胸むねがいっぱいになって、すぐには言葉が出てこない。

「私わたし……まだ上杉さんに教えてもらいたいよ……。」

　悲しそうにつぶやく四葉。

「私だって……フータローなしじゃ、もう……。」

　目にいっぱい涙なみだを溜ためた三玖。

「そうは言っても、アイツはここに来られないの。どうしようもないわ……。」

　珍めずらしく弱気にうなだれる二乃。

　そんな妹たちを黙だまって見ていた一花が、目に決意を浮うかべて言った。

「みんな、いいかな。私から提てい案あんがあるんだけど……。」

　少しして、江端が紅こう茶ちゃを入れた五人のカップをトレイにのせて戻もどってきた。

「おや、どうなされました？」

　五つ子たちが、テーブルを離はなれて立ちはだかっている。

「江端さんもお願い、協力して。」

　姉し妹まいを代表して、一花が一歩前に出てきた。

　江端の脳のう裏りに、車の後部座ざ席せきで子犬のように身を寄よせ合あって眠ねむる、幼おさない五つ子の姿すがたがよぎる。あの子たちが、こんなにも強く真しん剣けんなまなざしをするようになるとは──。

「……大きくなられましたな。」

　江端は口もとをやさしくゆるませ、しみじみと言った。




　冬の寒空に落ち葉が舞まう。

　約束どおり駅伝大会に出場した四葉は、陸上部を優ゆう勝しょうに導みちびいた。

　そして二学期の残りの授じゅ業ぎょうが終わり、終業式も済すんだ、十二月二十四日──。

「メリークリスマス。ケーキはいかがですかー。」

　雪のちらつくクリスマスイブ、風太郎はサンタの衣い装しょうを着て、ケーキ屋のアルバイトをしていた。呼よび込こみに覇は気きがなさすぎるせいか、みんな知らん顔で通とおり過すぎていく。

　ハァ……と風太郎が憂ゆう鬱うつな白い息を漏もらしたとき──。

「すみません。」

「はい！　……えっ。」

　振ふり返かえった風太郎の目に、五つ子たちの姿すがたが飛とび込んできた。

「おまえら……。」

「ケーキの配達ってできますか？　家に届とどけてほしいのですが。」と五月が言う。

「はぁ!?　配達なんてやってないけど……。」

　話が聞こえたらしく、店の中からロン毛の店長が出てきた。

「上杉くん。こっちはもういいから、行ってあげなよ。」

「ちょ!?　店長っ、そんなこと……。」

「上杉くん！」

　店長はみなまで言わせずケーキの箱を風太郎に持たせ、「メリークリスマス。」とドヤ顔でウインク＆サムズアップ。若わか者ものに理り解かいのある大人の顔で店に戻もどっていった。

「えぇ～……。」

　このバイトも辞やめよっかな……ちらとそんな考えがよぎる。

　風太郎はサンタの衣い装しょうのままケーキの箱を提さげ、五つ子たちのあとについていった。

「おい、おまえらの家はこっちの道じゃないだろ。」

　なぜか川かわ沿ぞいの堤てい防ぼうの低い部分を、タワーマンションとは逆ぎゃく方ほう向こうに歩いている。

「ちがうよ～。」「こっちこっち。」と一花と三玖の声が返ってきた。風太郎に腹はらを立てて、わざと遠回りをしているのかもしれない。

「あのさ……黙だまって辞やめたことは悪かった。だがもう俺おれは家庭教きょう師しには戻もどれねぇ……。」

　ふいに五つ子たちが足を止め、五月が「見てください。」と履り歴れき書しょをさしだした。

「この人が新しい家庭教師です。上杉くんにも見せておきたくて。」

「そ、そうか……。意外と早く決まったな……。」

　小さくため息をつき、動どう揺ようを押おし隠かくしつつ履り歴れき書しょに目を通す。

「東京の大学出身で、元教師……。へぇー……優ゆう秀しゅうそうな人でよかったじゃないか。」

　履歴書の証しょう明めい写真は金きん髪ぱつロン毛のガン黒おじさんというつかみどころのないキャラだが、きっと五つ子たちを赤点回かい避ひまで導みちびいてくれるだろう……。

　二乃がたまりかねたように前に出てきて、風太郎を下からキッとにらみつけた。

「いいの!?　このまま次の人にまかせて、アタシたちを見み捨すてんの!?」

　二乃らしくストレートにぶつかってくる。

「俺おれは二度のチャンスで結果を残せなかったんだ！　次の試験だってうまくいくとはかぎらない。だったらプロにまかせるのが正せい解かいだ。これ以上、俺の身勝手におまえらを巻まき込こめない……。」

　風太郎は歯ぎしりしながら言った。自じ己こ嫌けん悪おと悔くやしさで、五つ子の顔を見ていられない。下を向き、ケーキの箱を持つ手をぎゅっと握にぎりしめる。

「そうね……アンタはずっと身勝手だったわ。そのせいでしたくもない勉強させられて、必死に暗記して公式覚えて……でも、問題解とけたらうれしくなっちゃって……。」

　二乃は恥はずかしそうに言うと、風太郎をビシッと指さした。

「ここまで来られたのは全部アンタのせい！　最後まで身勝手でいなさいよ！　謙けん虚きょなアンタなんて気持ち悪いわ！」

「……悪い……でも、もう戻もどれないんだ。俺おれは辞やめた……。おまえらの家に入るのさえ禁きん止しされている……。」

　力なくうなだれた風太郎に、「それが理由？」と一花がきいてくる。

「ああ……早く行こうぜ。」

　投げやりに言うと、一花が「もういいよ。」と風太郎の手からケーキの箱を取り上げた。

「ケーキの配達、ご苦労様。」

「いや、まだ……。」

「ここだよ。」

　一花は川の堤てい防ぼうの上の道みち沿ぞいに建っている、庶しょ民みん的てきな二階建てのアパートを指さした。

「ここが私わたしたちの新しい家。」

「え……？　どういう意味だ……。」

「借りたの。私だってそれなりに稼かせいでるんだから。今日から私たちはここで暮くらす。これで障しょう害がいはなくなったね。」

「噓うそだろ……。たったそれだけのために……。」

「言いましたよね？　大切なのは、どこにいるかではなく……。」

　呆ぼう然ぜんとしている風太郎に、四葉が手に持った五枚まいのカードを見せる。

「五人でいることなんですっ！」

　言うなり、川に向かって高く放り投げた。あれは、あのカードは──。

「マンションのカードキー!?」

　とっさにキャッチしようとした風太郎は、堤てい防ぼうのへりでつるっと足を滑すべらせた。

　あ、落ちる。体が宙ちゅうに浮うかんだ瞬しゅん間かん、「さよなら。」と別れを告つげる零れ奈なの顔が脳のう裏りをよぎった。今度こそ死ぬかも……真まっ逆さかさまに川へ落ちていきながら、公園での零奈との再さい会かいがスローモーションのように映うつし出だされていく。

（やべ……走馬灯見えたわ……にしては、直近すぎる……。）

　ここで俺おれが溺おぼれたら、なんて不ふ謹きん慎しんなことを考えた罰ばちが当たったのか、風太郎は粉こな雪ゆき舞まい散ちる川にドボンと落ちた。大きな水しぶきが上がり、ぶくぶくと周しゅう囲いに泡あわが立つ。

　凍こごえるほど冷たい水の中で目を開けた風太郎は、そこに信じられないものを見た。

　風太郎を囲かこむようにして、五つ子たちがいる！

「ぷはっ！　……おまえら！」

　風太郎に続いて五月、そして三玖が水面から顔を出した。

「全員で飛とび込こんでどうするんですか！」

「フータロー!!　大だい丈じょう夫ぶ!?」

　肩かたまで水に浸つかりながら、三玖が川の中を歩いてくる。

「たった二回であきらめないでほしい……。今度こそ、私わたしたちはできる……フータローとならできるよ！」

　歯の根が合わないほど震ふるえる顔を近づけて、必死で風太郎に訴うったえる。

　こいつら、ここまでの覚かく悟ごで俺おれを……それに比くらべて俺は……。

　風太郎の背はい後ごで、ポケットに入れてあった巻まき物もののお守りがぷかりと浮うかんだ。

　──自分を認みとめられるようになったら、それを開けて。

　零奈の言葉を思い出し、流されていくお守りに手を伸のばそうとしたときだ。

「二乃っ、どうしたの!?」

　四葉の緊きん迫ぱくした声に振ふり返かえると、二乃が手をバシャバシャさせて溺おぼれかけている。

「つ、冷たくて……体が……。」

「二乃っ！」叫さけぶが早いか、風太郎は体をひるがえした。

　二乃を片かた手てで抱だきかかえて水の中を運び、もう一方の手を川岸の堤てい防ぼうにかける。

「上がれるか……？　つかんでろ。」

　寒さに青くなっていた二乃の顔が赤らんだ。風太郎の顔が、息がかかるほどすぐ近くにある。

　二乃が肩かたをギュッとつかむ。風太郎は、二乃を力強く抱かかえて堤防に這はい上あがった。

「無茶苦茶だ……。おまえら、後先考えて行動しやがれ……。」

　先に川から上がった四人に二乃をあずけ、深く息をつく。

「これだから馬鹿は困こまる……。なんだか、おまえらに配はい慮りょするのもバカらしくなってきた。」

　風太郎は、足もとに飛ばされてきた金きん髪ぱつガン黒おじさんの履り歴れき書しょを拾い上げ、迷まよわずビリッと真っ二つに引ひき裂さいた。

「俺おれもやりたいようにやらせてもらう。俺の身勝手につき合えよ？　最後までな。」

　吹ふっ切きれたように言う風太郎に、一花、三玖、四葉、五月が笑え顔がおで応こたえる。

　そんな中、一花に寄よりかかった二乃は、うるさいくらいに高鳴る胸むねを押おさえていた。

（ちがう……これはちがう……。）

　これはまだ、キンタローくんを忘わすれられてないだけ──自分にそう言い聞かせる。

「そうと決まれば、早く家に入ろ！」一花が言った。

「あ！　ケーキは無事ですか？」

　誰だれよりも心配そうな五月に、一花が「大だい丈じょう夫ぶ！」とケーキの箱を見せる。

（さよならだ……零奈。）

　階かい段だんを上がっていく姉し妹まいたちに背せを向け、風太郎はお守りが流されていった川をじっと見つめていた。

「フータロー、早く。」

「ケーキ食べちゃいますよ。」

　三玖と五月が、階かい段だんから声をかけてくる。

「おう。でもいいのか？　俺おれが入ったら、五等分できないぜ？」

　五つ子たちは顔を見合わせると、明るい笑い声をあげた。まるでサンタクロースからとびっきりのプレゼントをもらった子こ供どものような、幸せいっぱいの無む邪じゃ気きな笑え顔がおで。





第五話　今日はお疲つかれ







　雪のちらつく市街の道路を、黒くろ塗ぬりの高級車リムジンが走っていく。

「江え端ばた、今日は遅おそかったね。」

　後部座ざ席せきに座すわっている、五つ子たちの父親である中なか野のマルオがバリトン・ボイスで言った。

「申もうし訳わけございません。」

「いいさ。しかし、そのかっこうは……。」

　いつもの穏おだやかな老ろう紳しん士しが、ずいぶん大だい胆たんにイメチェンをしたものだ。

　金きん髪ぱつのロン毛にガン黒。五つ子に頼たのまれて偽にせの家か庭てい教きょう師しに扮ふんした江端が、ハンドルを握にぎりながら「ホッホッホ。」と上品に笑う。

　マルオは、「まぁいい。」と手の中にあるスマホに目を落とした。

　娘むすめたちの家庭教きょう師しだった上うえ杉すぎ風ふう太た郎ろうから電話がかかってきたのは、期末試験当日の朝のこと──。




　自身が院長を務つとめる総そう合ごう病院の診しん察さつ室しつで、マルオは風太郎からの電話を受けた。

「では、期末試験がんばってくれたまえ。」

　五人ともしっかり勉強していると報ほう告こくを聞き、電話を切ろうとしたときだ。

「ちょっといいですか？」

「なんだい？」

「勝手ですが、お願いがありまして。今日をもって、家庭教師を退たい任にんします。」

　毅き然ぜんとした声で、突とつ然ぜん辞意を伝えてきた。

「知ってますか？　二に乃のと五い月つきが喧けん嘩かして、家を出ていったことを。」

「初耳だね。もう解かい決けつしたのかい？」

「はい。」

「それならいい。では……。」

　これから午前中の診しん療りょうが始まる。高校生の戯言たわごとにつき合っている暇ひまはない。

「それだけですか？」

　その声が、心なしか力んだ。

「なぜ喧けん嘩かしたのか気になりませんか？　あいつらが何を考え、何に悩なやんでるのか知ろうとしないんですか？」と、そこで風太郎はへらっと笑い、「って、すみません、雇やとい主ぬしに向かって生意気言って……あ！　もう辞やめるんだった。」

　いかにもわざとらしく言うと、怒いかりをぶつけるようにどなった。

「少しは父親らしいことしろよ!!　馬鹿野や郎ろうが!!」




　スマホを握にぎりしめたまま、マルオは冷れい徹てつな目で空くうを見つめる。

「上杉くん、やってくれたね。しかし……きみのような男に娘むすめはやれないよ。」

　対向車のヘッドライトが、静かに怒りをたぎらせるマルオの顔を照らしだした。数か月前、風か邪ぜをこじらせて入院した風太郎の担たん当とう医い師しと同じ顔を──。







　年が明けた元日の朝、神社の境けい内だいは大おお勢ぜいの参さん拝ぱい客きゃくでにぎわっていた。

「くっ……。」

　新年早々、風太郎は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔である。

（去年まではもらえたのに……。こんなことなら家で勉強しとくんだった……。）

　例年どおり父方の祖そ父ふ母ぼの家に新年のあいさつに行ったのだが、お年玉をもらえたのはらいはだけ。その帰りに、らいはの初はつ詣もうでにつき合わされているというわけだ。

「大だい吉きちだ！　やった！　お兄ちゃんは？」

　今年の運うん勢せいなんて、引かずともわかる。一いっ般ぱん的てきに確かく率りつは低いらしいが、絶ぜっ対たいだ。

（あいつらと出会ってからずっと……。）

　ぺらっとおみくじを開く。ほら、やっぱりな。

（大だい凶きょうだ。）

　むしろ信しん頼らいのおける神社と言えよう。するとそこに複ふく数すうの──厳げん密みつに言えば五人の草ぞう履りの足音が聞こえてきた。

　不ふ吉きつな予感──！　警けい戒かいの色を浮うかべた風太郎とは裏うら腹はらに、らいはは目を輝かがやかせた。

「わぁ……！」

　華はなやかな振ふり袖そで姿すがたの五つ子たちが石いし畳だたみを歩いている。

「上杉さんにらいはちゃん！」

　グリーンの袴はかまをはいた四よつ葉ばが、二人を見つけて声をあげた。一いち花かは黄色、二乃が紫むらさき、三み玖くはブルー、五月は赤を基き調ちょうにした、色いろ鮮あざやかな花はな柄がらの晴れ着で装よそおっている。

「なんでいつもアンタがいんのよ！」

　新年一発目の二乃の毒どく舌ぜつも、大だい凶きょうのうちに含ふくまれるのだろうか。

「よかったら、ウチに寄よっていきませんか？」四葉がニコニコして二人を誘さそう。

「いや、悪いが……。」

「行くーーー！」

　風太郎の声を、らいはの声がかき消した。




『僕ぼくもきみが好きだ！』

　想おもいが通じて、どちらからともなく唇くちびるを重ねる二人──。

「わぁ～～っ!!　キスしました……。」

　真っ赤になって口に手を当てる五月、「ロマンチックだわ……。」とうっとりする二乃。

　一花と四葉もこたつに入り、イケメン俳はい優ゆうが主しゅ演えんの恋れん愛あいドラマを一いっ緒しょに観みている。

「なんのために俺おれを呼よんだんだ……。」

　一方、風太郎はらいはと並ならんで立ったまま、くだらない架か空くうの恋愛話に夢む中ちゅうになっている四人をあきれ顔で見ている──という無む駄だな時間を過すごしていた。

「まぁまぁ、お正月くらいゆっくり過ごそうよ。」

　一花が風太郎を振ふり返かえって苦く笑しょうする。そこへ、三玖が台所から重箱を持ってきた。

「フータロー、あけましておめでとう。おせち作ったけど、食べる？」

「ひっ！」

　神様へのお供そなえ物ものであるおせちを、これほど禍まが々まがしいブツに作り上げるとは……。

　風太郎のお腹なかが反はん射しゃ的てきにぐるるるる～と鳴る。今回は想そう像ぞう腹ふく痛つうである。

「あれ？　どうしたの、らいはちゃん？」

　困こまったように部屋を見回しているらいはに、四葉が気づいて顔をのぞき込こんだ。

「えっと……私わたし、カンちがいしてたみたい。中野さんのお宅たくはお金持ちって聞いてたから……。」

「あはは……いろいろありまして……。」四葉が頭をかく。

「何もない部屋でごめんねー。」

　だが、今の一花の稼かせぎでは、この二間のアパートを借りるのが精せいいっぱいだ。

「振ふり袖そでも大家さんに返しにいかなくちゃ。」二乃が言った。

　大家さんに貸かしてもらった着物は、風ふ呂ろ敷しきに包んで部屋の隅すみに重ねてある。

「とにかく、自分の部屋だと思ってくつろいでよ。」

　ニッコリする一花に、らいはが「はーい。」と返事をする。

　狭せまい玄げん関かん、薄うす暗ぐらいトイレと洗せん面めん所じょ、殺さっ風ぷう景けいなキッチン。風太郎はむしろ親近感すらわくが、五つ子たちにとっては、これまでとはかけ離はなれた生活だ。

「おまえら、本当に大だい丈じょう夫ぶか？」

　板いた敷じき部分に腰こしを下ろした風太郎に、「ちょっと、なんでそこに座すわんのよ。」と二乃がこたつ布ぶ団とんを上げて言う。

「寒いでしょ。こたつ入んなさい。」

　風太郎はキョトンとした。まさか明日、天てん変ぺん地ち異いが起きるのではあるまいな。用心を怠おこたるまいと留りゅう意いしつつ、「じゃあ、らいはを。」と妹の背せ中なかを押おしやる。

「ほーら、遠えん慮りょしない。」と風太郎の背はい後ごから一花が現あらわれ、耳もとに囁ささやきかけてきた。

「そうだ、マッサージしてあげるよ。お疲つかれでしょ？」

「え……いや……別に疲れてないが……。」

　下心が透すけて見える一花の笑え顔がおが怖こわい。

「一花だけズルい！」抗こう議ぎの声をあげる三玖に、「早い者勝ちだよ～。」と一花。

「じゃあ腕うで取った！」「しかたないわね。」四葉と二乃が次々と参戦し、五月までが「私わたしは足を揉もませていただきます。」とマッサージ戦争に加わる。

　いったいなんなんだ、この羞しゅう恥ちプレイは……。五つ子たちに全身をモミモミされてゲッソリする風太郎。その光景をポカーンと見ていたらいはが、ハッとわれに返った。

（お兄ちゃんが急にモテだした！）

　兄には未来永えい劫ごう来ないと思われていたモテ期が……天国の母に手を合わせて報ほう告こくする。

「お母さん、お兄ちゃんにひと足早い春が来ました。」

　しかし、今では誰だれより五つ子を知る風太郎は、そうやすやすとだまされない。

「おまえら、なんのつもりだ……？」

「ドキッ！　な、なんでもないですよー。」

「日ひ頃ごろの感かん謝しゃだけだよ。」

　四葉も三玖も、あきらかに何かをごまかそうとしている。

「噓うそつけ！」

「いつもお疲つかれさま！」

　うさんくさい笑え顔がおでねぎらう二乃。

（怪あやしすぎる……。）

「私わたしのですが、よければ食べてください。」

　五月が葛かっ藤とうしながらエクレアをさしだしてきた。

（怪しすぎる！）

「お正月らしく福笑いでもどうですか？　五つ子バージョンを作りました！」

　こたつの上には、四葉が用意した五つ子福笑い。

（難むずかしすぎる！）

　すると、三玖がもじもじしながら口を開いた。

「えっと……フータローに相談したいことが……。」

「それはまだ早いよ！」と四葉が止める。

「みんな、隣となりの部屋行こっか。」

　空気を読んだ一花が四人をうながし、寝しん室しつにしてある和室のドアがバタンと閉しまる。

「何を企たくらんでやがる……。」

　疑ぎ惑わくの目で五つ子を見送ると、風太郎はエクレアをパクッとほおばった。




　和室のすみっこに集まって、五つ子たちは顔を寄よせ合あいヒソヒソと相談を始めた。

「どうする？　アイツ、気にしてなさそうだったけど……。」二乃が言った。

「でも、このままじゃ悪いよ……仕事でもないのに、上杉さんに家庭教きょう師しを続けてもらうんだもん。」

「何かしてあげたい……。」

　四葉も三玖も気持ちだけ先走ったあげくが、五つ子福笑いと呪のろいのおせちだ。

「お父さんには、できるだけ頼たよりたくないしね。」

　姉し妹まいの大黒柱の一花が、長女らしい顔をのぞかせる。

「とはいえ、私わたしたちが彼かれにしてあげられることって、何があるのでしょう……。」

　五月の言葉を受けて、全員がウ～ンと上を向いて考える。その頭上にぽわわ～んと、さっきのドラマのキスシーンが浮うかんできた。

「ふ、不ふ純じゅんです！」

　あわてて頭上を手で振ふり払はらう五月に、「アンタも同じこと考えてたでしょ。」と二乃。

　ちなみに四葉だけは、一等とう賞しょうの手作りメダルというお子様パンツレベルに色気のない贈おくり物ものを思い浮かべていた。

「あはは……そキれスでフータローくんが喜よろこぶとは思えないけど。」

「アイツも男だからわからないわよ？　女じょ優ゆうなら、ほっぺにくらいできるんじゃない？」

　大人ぶる一花が鼻についたのか、二乃が揺ゆさぶりをかける。

「じょ、女優をなんだと思ってるの！　でも、そういうことなら、三玖のほうが……!!」

　ドギマギしているのを悟さとられまいと、一花が三玖に話を振ふった。

「私わたし……!?　私が……フータローに……。」

　三玖の意い識しきがはるか遠く、宇う宙ちゅう空間をさまよう。

「フータロー……チュッ。」

　三玖のピンク色の唇くちびるが、風太郎のほっぺに軽くふれる。

「三玖！　俺おれをその気にさせたな？　もう止められないぜ。」

　ドラマのイケメン風に美化された風太郎が、三玖の肩かたをガシッとつかんだ。

「えぇえええ～～～っ!?」

　だってその先は……。

「だっ、ダメだよ、フータロー……。やめて……あっ、やっぱやめないで……。」

　妄もう想そうが爆ばく走そうし、体たい育いく座ずわりしたタイツのつま先をもじもじさせて身み悶もだえする三玖。

「アンタが止まりなさい！」と二乃の鋭するどい声が飛ぶ。

「あのー……みんな、なんの話してるのー？」

　蚊か帳やの外の四葉をスルーして、五月が提てい案あんする。

「無ぶ難なんに料理でいいのではないでしょうか？　二乃も得とく意いですし。お菓か子しでも作ってあげましょう。」

　ぴくん、と二乃の肩かたが震ふるえた。金きん太た郎ろうのために作った甘あまいシュークリームの記き憶おくが、二乃の脳のう裏りに苦くよみがえってくる。

「……ダメ……せっかく忘わすれたんだから……。」

　何も知らない五月は、二乃の切なそうな表ひょう情じょうを不思議そうに見ている。

「とりあえず、正直に事じ情じょうを話そっか。」

　一花が立ち上がってドアを開けると、すぐ目の前に風太郎が立っていた。

「一花。動くな。」

　鼻と鼻がふれんばかりに顔を近づけ、まじまじと一花の顔を見つめる。

「えっ……ちょ、なに……やめっ……。」

　再ふたたびドラマのキスシーンが一花の頭をよぎる。風太郎に熱い視し線せんを注がれて、いつものように小こ悪あく魔まお姉さんを演えんじる余よ裕ゆうもない。

「……ん……。」

　ついに理り性せいが屈くっし、一花が風太郎の唇くちびるを受け入れるべく目を閉とじた、そのとき──。

「やはり！」

　風太郎は一花の前から風のように去り、こたつでらいはと五つ子福笑いを再さい開かいした。

「これが一花の口だ！　まちがいない！」

「えー、こっちだと思うけどなー。」

　四葉が大おお喜よろこびで風太郎とらいはのもとに駆かけていく。

「わぁー！　遊んでくれてるんですね！」

　脱だつ力りょくして膝ひざからくずおれた一花を、三玖と五月が両りょう脇わきからとっさに支ささえた。

「ルール変わっちゃったけど。」

　らいはが四葉に説明する。もはや福笑いではなく、モンタージュ写真作成だ。

「四葉、これはどうだ？」

「えー、どれどれ……。」

　四葉が風太郎の隣となりで膝立ちになり、福笑いをのぞき込こむ。

「あっ、上杉さん。クリームついてますよ。」

　だいたいにおいて考えるより先に行動してしまう四葉が、風太郎の頰ほおについていたエクレアのクリームを唇くちびるを押おし当あててペロッと舐なめ取とった。

　姉し妹まいたちに驚きょう愕がくが走ったのは言うまでもない。

「お、お兄ちゃん!?　四葉さん!?」

　小六のらいはには、少々刺し激げきの強すぎる光景である。

　図はからずも風太郎に濃のう厚こう接せっ触しょくしてしまった四葉は、真っ赤になって自分の唇にふれた。

　一方の風太郎は、四葉の唇の感かん触しょくが残る頰に手を当て、思考停てい止し状じょう態たいに陥おちいっている。

「今のほっぺにチューが家庭教きょう師しのお礼ということで……。」

　苦しい言いい訳わけをする四葉の背はい後ごでは、三玖がドス黒いオーラを発していた。

（まさかの四葉……気を抜ぬいてた……。）

「ハッ！　殺さっ気き！」汗あせダラダラで青ざめる四葉。

「お……お礼？」

　頭の中が疑ぎ問もん符ふだらけの風太郎の前に、姉妹の中から五月が進み出て言った。

「その件けんですが。今の私わたしたちでは、十分な報ほう酬しゅうをさしあげられない状じょう況きょうでして……。」

　それでみんなの様子がおかしかったのか──風太郎は合点した。

「なんだよ、そういうことは早く言え。」

　やれやれと立ち上がって、五月に歩あゆみ寄よっていく。

「俺おれがやりたくてやってるんだ。給料のことなら気にするな。」

「上杉くん……。」五月が安あん堵どの笑えみを浮うかべる。

「出しゅっ世せ払ばらいでけっこうだ。」

　なんなら感かん激げきさえしていた五つ子に、風太郎は爽さわやかに言い放った。

「その代わりちゃんと書いとけよ！　一人一日五千円！　一円たりともまけねぇからな！」

　清すが々すがしいまでの守しゅ銭せん奴どぶりである。五つ子はしらーっとなった。

「こういうヤツだったわね……。」と二乃は納なっ得とく顔がおである。

「ちょうど五人そろってることだしな！　今から冬休みの課題を片かたづけるぞ！」

　勢いきおいに乗って勉強に持もち込こもうとする風太郎に、「冬休みの課題ですか。」と五月はやけに平然としている。てっきり不平不満が噴ふん出しゅつするものと思いきや、五つ子たちは顔を見合わせて笑いだしたではないか。

「アンタ、舐なめすぎ。」二乃がニヤリとした。「課題なんて、とっくに終わってるわよ。」

　久ひさしぶりにビシバシ五つ子の尻しりをたたいてやろうと意い気き込ごんでいた風太郎は、肩かた透すかしを食らった気分だ。

「あっ……そう……。じゃあ、通つう常じょうどおりの勉強会で。」

　五つ子たちはそれぞれノートをこたつの上に出して、むしろやる気満々である。

「お兄ちゃん、お邪じゃ魔ましちゃ悪いから帰るね！」

「お、おう……気をつけてな……。」

　らいはが気をきかせて帰っていくと、さっそく勉強会がスタートした。

「フータロー、ここわかんないんだけど。」

　風太郎が三玖の隣となりにしゃがみ、「どれ。」と至し近きん距きょ離りでノートをのぞき込む。

「目の和が奇き数すうになる場合は何通りか。サイコロは三つだから、奇数になるのは二パターン……。」

　すぐ近くに風太郎の唇くちびるが……不意打ちの近さにドキドキして、三玖は説明がさっぱり頭に入ってこない。

「偶ぐう数すう偶数、奇数。あとは奇数、奇数、キスう……。」

　ありえない単語が聞こえ、思わず自分の唇にふれてしまう。もちろん妄もう想そうの余よ韻いんによる空耳だ。そんな三玖を、二乃がじーーーっと観察するように見ている。

「……なに？」

「いやっ、なんでもないわ。」スッと視し線せんをそらす二乃。

　ふと顔を上げた風太郎は、寝ね落おちしそうになっている一花に気づいた。

「おい、一花、起きろ。」

「あ……いやー、ごめん。寝て……ない……。」

　一度は目を覚ましたものの、「よぉ……。」でガクンと頭が後ろに倒たおれる。

「寝てるだろ！　おい……。」

「少しは寝かせてあげなさい。」

　二乃が風太郎を止め、上を向いたまま眠ねむっている一花に目を向けた。

「一花……まえより仕事増ふやしてるみたいなの。」

「生せい活かつ費ひ払はらってくれてますもんね……。」と五月。

「こうやってフータローに教えてもらえるのも、すべて一花のおかげ。」三玖が言う。

　四葉も含ふくめ、みんな申もうし訳わけなさそうに一花の寝ね顔がおを見つめている。

「だからって、無理して勉強が身につかなきゃ本ほん末まつ転てん倒とうだ。おい、起き……。」

　立ち上がった風太郎の機先を制せいするように、五月が「あの！」と手を挙げた。

「私わたしたちも働きませんか？」

　唐とう突とつな発言に、「え？」と驚おどろく姉し妹まいたち。しかし五月は大真面目だ。

　風太郎は「ほう……。」と目をギラつかせた。簡かん単たんに言ってくれるじゃないか。

「今まで働いた経けい験けんは？」

　風太郎の脳のう内ない会議室。面めん接せつを受けにきた五月に、面接官の風太郎が質しつ問もんする。

「あ、ありません……。」

「勉強と両立できるのか？　赤点回かい避ひで必死なおまえらが。」

「うっ……。それなら……私わたしもあなたのように家庭教きょう師しをします！」

　五月の想そう像ぞうする自分は、参考書を小こ脇わきに抱かかえたスーツ姿すがたのデキるカテキョだ。

「教えながら学ぶ！　これなら自分の学力も向上し、一石二鳥です！」

「やめてくれ……おまえに教えられる生徒がかわいそうだ……。」

　おろおろあたふたして生徒に見下されるのがオチだろう。

「それならスーパーの店員はどうでしょう？」

　力仕事ならおまかせとばかり、頭の中で三さん角かく巾きんとエプロンをつけて胸むねを張はる四葉。

「即そくクビだな。」

　風太郎には、レジに大行列ができてパニック状じょう態たいになっている四葉しか思おもい浮うかばない。

「私、メイド喫きっ茶さやってみたい。」三玖がぼそり。

　歴れき女じょという地味な属ぞく性せいで、ひそかにメイド服への憧あこがれを抱いだいていたとは……。

「意外と人気出そう！」「却きゃっ下か却きゃっ下か！」

　四葉と二乃から賛さん否ぴ両りょう論ろんが出る。

「二乃はやっぱり女王様？」

　三玖の目に、ボンデージ姿すがたで鞭むちをふるう二乃が極きわめてナチュラルに浮うかぶ。

「やっぱりって何!?」

「二乃はお料理関係だよね。」と訂てい正せいする四葉に、「フン……やるとしたらね。」とぶっきらぼうに答える二乃。さらに四葉が悪気のないニコニコ顔で暴ばく露ろする。

「だって、二乃は自分のお店を出すのが夢ゆめだもん。」

「へぇ……初めて聞いたな。」

　風太郎は、やや意外そうに二乃を見た。

「こ、子こ供どものころの戯言たわごとよ……本気にしないで。」

「私わたし、おいしいケーキ屋さんを知ってますよ。」

　五月の言葉に、二乃がぴくんと反はん応のうする。ケーキの本場と言えば、フランスはパリ……。

「ミルフィーユ、エクレア、モンブラーン。」

　ギャルソン風太郎が、軽かろやかにステップを踏ふむ。

「メルシーボクゥ～♪」

　二乃と風太郎が手を取り踊おどる、二人の甘あま～い愛の輪りん舞ぶ──。

「いやぁあああ～～～～～～っ!!」

　あらぬ妄もう想そうにピキピキッと亀き裂れつが走り、「おえー……。」と部屋の隅すみでえずく二乃。

　それはさておき、四人とも労働の厳きびしさを知らない。風太郎は難むずかしい顔で腕うで組ぐみした。

「俺おれもさまざまなバイトを経けい験けんしてきたが、どれも生なま半はん可かな気持ちじゃこなせなかった……。」

　ファミレスのウエイター、居い酒ざか屋やの食しょっ器き洗あらい、バイクでピザ配達。すべて飲食関係なのは、当然まかない目当てだ。風太郎はくわっと目を剝むいた。

「仕事舐なめんな！　今はとにかく勉強だろ!!」

「ん……ん～～。」

　熟じゅく睡すいしていた一花がもぞもぞと動き、突とつ然ぜんトレーナーをまくり上げた。

　白い背せ中なかがあらわになる。風太郎はギョッとした。

「フータロー！」

　風太郎の顔を、首を折らんばかりの勢いきおいで強ごう引いんにそむけさせる三玖。

「一花！　寝ねながら服を脱ぬぐのはやめてください！」五月が怒ど鳴なり、

「見るな、変へん態たいっ!!」二乃が風太郎をギロリとにらむ。

「俺おれ!?」なんだこのもらい事じ故こ！

　あげく家の外に追い出され、バタンとドアが閉しまる。

「……この仕事……舐なめてたぜ……。」

　風太郎はフッとあきらめの笑えみを浮うかべ、暮くれゆく元日の空を見上げたのであった。




　それから数日後の午後──。

　五月はこたつに座すわり、真しん剣けんな表ひょう情じょうでスマホを操そう作さしていた。風太郎には反対されたものの、やはり一花だけに頼たよりっぱなしでいるわけにはいかない。

　バイトの求人アプリで家庭教きょう師しのバイト探さがしをしていると、ふいに着信画面に切きり替かわった。緊きん張ちょうの面おも持もちで電話に出る。

「ご無ぶ沙さ汰ただね、五月くん。」

「お父さん……。」

　スマホを持つ五月の手に、ギュッと力が入った。




「どうです、俺おれの作ったパイ！　店長のにそっくりだ！」

　ケーキ屋の厨ちゅう房ぼうで、風太郎はオーブンから焼きたてのアップルパイを取り出した。

「ランクアップして給料上げてくださいよ！」

　自信満々の風太郎に、店長がパイを一切れ手に取り、「食べてごらん。」とさしだす。店長の手からひと口かじった風太郎は、あまりのまずさに吐はき出だしそうになった。

「おぇえ……なんか生っぽい……。これは三玖のこと馬鹿にできねぇな……。」

「厨房に入れるのは、まだまだ先だね。あ、そうそう。上杉くん、もう帰っていいから。」

「えっ!?　まさか……クビ!?」

「今日は午後からお休みだから。映えい画がの撮さつ影えいに店を貸かすことになってるからね。」

「早く言ってくださいよ……。」

　ちょうどそのとき、ドアが開いて撮影スタッフが顔をのぞかせた。

「失礼しまーす！　今日はよろしくお願いしまーす！」

「もし映画がヒットしたら、聖せい地ちとしてファンが押おし寄よせるにちがいないよ。とりあえず、撮影で使うパイに店名の入ったピックを挿さし込こむんだ……。」

　積極的にさりげなく、店長はせっせとアップルパイに小さなピックを挿さしている。

（見習いたいハングリー精せい神しん……。）

　風太郎が真顔で見守っていると、女子高生役らしい制せい服ふく姿すがたの女の子たちが入ってきた。風太郎は一人たりとも知らないが、店長の話では今をときめく若わか手てアイドルらしい。

「わー、おいしそー♪」

「よろしくお願いしまーす♪」

　もれなくキラキラの芸げい能のう人じんオーラを漂ただよわせている。

「ど、どうも……。」

　陰いんキャにはまぶしすぎて目を痛いためてしまうかもしれない。ちょうどいい。さっさと引き上げてあいつらの家に行こう。先日の一花の遅おくれを取とり戻もどすチャンスだ。

　そんなことを考えながら風太郎が厨ちゅう房ぼうを出たとき、ドアベルが鳴ってドアが開いた。

「よろしくお願いしまーすぅ……。」

　入ってきたのは、なんとなんと、風太郎のよーく知っている女じょ優ゆうである。

「あっ!?」

　衣い装しょうの制せい服ふくの上にダウンジャケットを羽は織おった一花の顔が、カアッと赤く染そまった。




「シーン37の４、アクション！」

　カチンコが鳴り、演えん技ぎの開始を指し示じする監かん督とくの声で撮さつ影えいが始まった。

　一花とほかの三人が、店内のテーブルについた場面からだ。

「ここのケーキ屋さん、一度来てみたかったのです～。」

　髪かみを上のほうで二つ結びにした一花が、ほっぺにぷにっと人さし指を当てて小首をかしげる。脇わき役やくのいかにもアホっぽい女子高生タマコが、一花の役どころらしい。
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「タマコ！　そんなこと言ってる場合じゃないよ。」

「え～、なんの話です～？」

「それ、呪のろいのリプライだよ。」

「送られると死んじゃうっていう……。」

「う～ん……タマコには難むずかしくてよくわからないのです～。それより、ケーキを食べるのです～。」

　撮さつ影えいスタッフの後ろから見学していた風太郎は、あぜんとして一花の演えん技ぎを見ていた。雰ふん囲い気きがちがうどころの話じゃない。完全に配役ミスだろう。

「うふふふ……。」

　演技を続けながら、一花がチラッと風太郎に視し線せんを走らせる。意い識しきするまいと思っても、ふとした拍ひょう子しに素すの自分が顔をのぞかせてしまうのだ。

　いったん出番が終わった一花は、風太郎をバックヤードに引ひっぱり込こんだ。

「なんだよ、タマコちゃん。」

「フータローくん……恥はずかしいから、見ないでくれるかな？」

　壁かべドンして、羞しゅう恥ち心しんでいっぱいの顔を風太郎に向ける。

「恥ずかしがるような役やんなよ。」

　風太郎には、私し生せい活かつに支し障しょうが出るほど女じょ優ゆうの仕事をしている意味がわからない。

「……みんなにはごまかしてるけど、貯ちょ金きんが心こころ許もとなくてね。」

　苦く笑しょうを浮うかべて言うと、一花は壁から手を下ろして下を向いた。

「いやー、食しょく費ひやら光熱費やら、思ったよりかかるんだもん。だから、どんな小さな仕事も引き受けるって決めたんだ。あの子たちのためにも、私わたしががんばんなきゃ。」

　一花の長女としての覚かく悟ごが、風太郎にも伝わってくる。

「だから止められても……。」とすまなそうに言いよどむ。

「その努力を否ひ定ていするつもりはない。」

　思いがけない風太郎の言葉に、一花はうつむいたままハッとした。

　風太郎は一花から目をそらして、けれど心は真しん摯しに向き合って続けた。

「それに、家庭教きょう師しを続けるチャンスを作ってくれたおまえには感かん謝しゃしている。だがおまえなら、もっと器用にできるだろ。拘こう束そくのわりに実入りの少ない女優の仕事にこだわらなくてもいいんじゃないか？」

　一花が反はん論ろんしようと顔を上げたとき、「中野さーん、撮さつ影えい準じゅん備びできました。」とスタッフの声。一花は心と顔を仕事モードに切きり替かえると、小走りで戻もどっていった。




　アップルパイをパクッとほおばった一花が、うっとり目を閉とじる。

「う～ん♪　おいしいのです～♪」

「はーいカット！　いいねー！」監かん督とくの声がかかった。

「今のもいいけど、もうひとパターンやってみようか。」

「はい！」

　風太郎は観葉植物のプランターに身を潜ひそめ、演えん技ぎ中ちゅうの一花をジト目で観察していた。

（あのぶりっ子姿すがた、あいつらにも見せてやりたいぜ……。）

　そこへ、アップルパイの皿を持った撮さつ影えいスタッフが通りかかった。

「こちらのパイ、もうワンテイク使わせていただきますね。」

　一花に視し線せんを据すえたまま、「どうぞ。」と生返事をする。

　食べかけの皿が下げられ、一花の前に新しいアップルパイの皿が置かれた。

（……ん？　ピックが刺ささってない……。）

　風太郎の顔からサーッと血の気が引く。

　──俺おれの作った失敗作！　と気づいた瞬しゅん間かん、「本番！　アクション！」の声がかかった。

　一花は何も知らずに風太郎の激げきまずアップルパイを口に運び、もぐもぐごっくんと飲のみ込こんだ。風太郎が息を詰つめて見守っていると、

「う～～～ん♪　おいしいのです～～～♪」

　一花は両手でほっぺを包み、弾はじけるような笑え顔がおになった。

「いいねぇ！　最高！」

　すげぇ……風太郎は瞬まばたきするのも忘わすれ、一花のまぶしい笑顔を見つめていた。




　一花がタマコの衣い装しょうのまま、待合スペースのベンチに座すわって無心に勉強している。

「問五、まちがえてるぞ。」

　帰かえり支じ度たくをした風太郎が声をかけると、やっと一花はノートから顔を上げた。

「あ……。ハハ、見られちゃった。」

「隠かくす必要ないだろ。」

　言いながら、リュックを置いて一花の隣となりに腰こしを下ろす。

「こういうのは、陰かげでやってるのがカッコいいんだよ。」

　一花がノートをベンチに置いた。その下に、一花の名前が書かれた台本が見える。

「台本はいいのか？」

「うん。そっちは最後まで覚えたから。」

「なぜそれを勉強にも活いかせないのか……。」

「あはは……私わたしは序じょ盤ばんで呪のろい殺ころされるから出番が少ないんだ。」

　一花が頭をかく。全身に呪いのアザが浮うき上あがるという悲ひ惨さんな死に方らしい。

「おまえはよく死ぬな。」

「あっ、そうそう……ここのケーキ、大だい丈じょう夫ぶ？」

　一花が心配そうに、コソッと風太郎に耳打ちする。

「よく言えば個こ性せい的てきな味……悪く言えば、三玖の手料理みたいだったけど……。」

「それは、すまん……。しかし助かった。大した噓うそだ、驚おどろかされたぜ。」

「もう！　演えん技ぎって言って！」

「だが、驚かされたのは本当だ。なんと言うか、そうだな……じょっ、女じょ優ゆうらしくなったんじゃ……。」

　風太郎は、一花の本気をまるで理り解かいしていなかったようだ。

　もう仕事を替かえろなんて言えなくなっちまった……一花をチラッと横目で見る。

「って、寝ねてるし！」

　一花は豪ごう快かいな前まえ屈かがみの姿し勢せいで眠ねむり込こんでいる。

「あぶねー、俺おれとしたことが、思わずいいこと言うところだったぜ……。」

　ブツブツ言いながら、一花の肩かたに手をかけ、自分の肩に頭を寄よりかからせてやる。

「しかし、あんな大おお勢ぜいの前でよく恥はずかしげもなくできるもんだ。本当に、あいつらに見せてやりたいぜ。」

　一花のぶりっ子演えん技ぎを思い出してニヤリとすると、風太郎はつぶやくように言った。

「お疲つかれ……一花。」

　一花のまつげがピクリと動いて、閉とじていた目がうっすらと開いた。

（……こんなときまで演技だなんて……これじゃ、本当に噓うそつきだよ……。）

　トクントクン──胸むねの鼓こ動どうが強く激はげしくなっていく。

（でも……こんな顔、見せられないよ……。）

　自分が今どんな顔をしているか、女じょ優ゆうだからわかる。夕ゆう陽ひに負けないくらい真っ赤に染そまった、恋こいしてる女の子の顔だって──。




「うっ!?　重っ……！」

　米こめ袋ぶくろを抱かかえた風太郎は、あまりの重量に膝ひざが屈くっしそうになった。

「落ち着け……っ！　力学的に……っ！　いちばん効こう率りつ的てき……っ！　なのは……っ！」

　肩かたに担かつごうとするも、慣なれない肉体労働に筋きん肉にくがぷるぷる震ふるえだす。

「ダメだーーー!!」

　がっくりと米袋を下ろした風太郎の横から、「私わたしが持ちますよ。」と四葉が片かた手てでひょいと持ち上げる。金も力もないのに、色男でもないとは、神様もずいぶん不公平である。

「荷物持ちの二人、早くしなさい。」

　ショッピングカートを押おして先を歩いていた二乃が振ふり返かえった。

「なんだよ、こんな時間に呼よび出だされたと思ったら……。」

　ここは、駅ビルに入っているショッピングモールの食料品売り場である。

「今日が特売日なの。それくらいは一人で持ってよね。」

「だったらおまえが持て。」

「あ、そうだ。三玖から頼たのまれてたんだわ。」

　二乃はお菓か子しコーナーで足を止め、カゴの中にドサドサと板チョコを積み上げた。

「そんなに食うのかよ……。」想そう像ぞうしただけで胸むねやけがしそうだ。

「アンタ、頭いいくせに察し悪すぎ。」

　二乃があきれて風太郎を見る。四葉は、「まだ一月なのに気が早いんだからー。」と笑っている。しかしそれでも、世の恋れん愛あい事じ情じょうに鈍どん感かんな風太郎にはなんのことやらサッパリだ。

「さっ、行きましょ。」と二乃が歩きだす。

「あ、二乃。ちょっといい？」

　言うなり四葉が二乃に米こめ袋ぶくろをドサッと手て渡わたし、ほどけていた靴くつヒモを直しはじめた。

「ちょっ……！　……と！　お、重っ！」

　ヒールの足元がフラつき、二乃が米袋ごと前のめりに倒たおれそうになったところへ、風太郎がとっさに手を伸のばして米袋をキャッチした。

「だから言ったろ。しっかりつかんでろよ。」

　風太郎に見つめられ、二乃の心しん臓ぞうがドキンと跳はねる。

（最近変だわ……。）

　顔は熱いし、心臓がトクントクンと鳴りやまない。

（キンタローくんのこと、まだ完全に忘わすれられてないのかしら……でないとおかしいわ。）

　買い物を終えて駅のコンコースを歩きながら、二乃は隣となりの風太郎をチラッと盗ぬすみ見みた。

（そうよ……コイツがアタシの王子様だなんて、絶ぜっ対たいにありえないわ！）

　ときどき死んだ魚の目になる守しゅ銭せん奴どの王子なんか聞いたこともないし、コイツを乗せる白馬もブサイクにちがいない──という私し見けんと偏へん見けんにまみれた二乃の視し線せんに気づいた風太郎が、「なんだよ？」といぶかしげにきいてくる。

「別に！」

　二乃がそっぽを向いたとき、風太郎を挟はさんで反対側を歩いていた四葉が足を止めた。

「二乃、あれって……。」

　その視線の先にあるカフェに、五月とダークなスーツを着た男だん性せい──五つ子たちの父親が、向かい合って座すわっていた。




「すみません。サンドイッチを全種ください。」

　マルオが店員を呼よび止とめてオーダーした。もちろん五月のためだ。

「ああっ、お気き遣づかいなくっ！」

「いらないのかい？」

「……い、いただきます。」一いっ瞬しゅん言葉に詰つまったあと、上うわ目め遣づかいで答える五月。

「いい子だ。五月くんは素す直なおで物わかりがいい。賢かしこさというのは、そのようなところを指すのだと僕ぼくはそう思うよ。」

　五月は面おも映はゆそうに、生クリームたっぷりのキャラメルマキアートをズズッとすする。

「やっぱりパパだわ……。」

「なんで五月が……。」

　二乃と四葉、そして風太郎は、看かん板ばんの陰かげに隠かくれて中の様子をうかがっていた。

（まちがいない……あのとき、病院の……。）

　風太郎は絶ぜっ句くした。入院先で風太郎を担たん当とうしてくれた医い師しだ。

（あの人が、こいつらの父親……！）

　サンドイッチを三皿たいらげ、ドリンクも飲のみ干ほし、五月が満足げにナプキンで口を拭ぬぐっていると、マルオがおもむろに口を開いた。

「さて、五月くん……。きみたちのしでかしたことには目をつぶろう。すぐさま全員で帰りなさい。姉し妹まい全員に伝えておいてください。」

　有う無むを言わせぬ威い圧あつ的てきなまなざしを向けてくる。

「それは、彼かれも含ふくまれるのでしょうか？」

「上杉くんのことかい？　これは僕ぼくたち家族の話だ。彼はあくまで外部の人間……。それに、はっきり言って……僕は彼が嫌きらいだ。」

　──お、大人げない!!　五月の顔が引きつった。

　こっそり店に入った二乃と四葉と風太郎は、五月たちの席の近くのカウンター席に陣じん取どって聞き耳を立てていた。

「アンタ、パパに何したのよ……。」

　五月同様に大人げないと思いつつ、二乃が真ん中に座すわっている風太郎に小声できく。

「さ、さぁ……心当たりがありませんな……。」

　説教をしたうえに馬鹿野や郎ろうと怒ど鳴なりつけたなど、口が裂さけても言えない。

　テーブルの五月はうつむきがちに、膝ひざの上に置いた手をギュッと握にぎりしめた。

「まだ帰れません……。彼かれは部外者と呼よぶには、もう深く関わりすぎています……。」

「ではこうしよう。上杉くんの立たち入いり禁きん止しを解かい除じょし、家庭教きょう師しを続けてもらう。」

　カウンター席の風太郎が、ハッとして肩かた越ごしにマルオを見る。

「ただし、プロの家庭教師との二人体たい制せい……上杉くんには彼かの女じょのサポートに回ってもらう。」

「でも、みんなこの状じょう況きょうでがんばって……。」

「そもそも、現げん状じょうのまま上杉くんに家庭教師をまかせたとして……四葉くんは赤点を回かい避ひできると思うかい？」

　カウンター席のうさ耳リボンがかすかに揺ゆれる。

　五月は何も言い返せず、下を向いてしまった。

「二学期の成せい績せきを見るかぎり、とてもじゃないが、僕ぼくにはできると思えないね。」

　思わず立ち上がろうとした風太郎の手に、二乃が手を重ねて止めた。

「ダメよ。アンタが行っても状じょう況きょうが悪くなるだけだわ。」

「しかし……。」と風太郎は右みぎ隣どなりを見た。そこにいたはずの四葉の姿すがたがない。

　五月はマルオの提てい案あんを考こう慮りょしつつ、慎しん重ちょうに言葉を探さがした。

「そ……そう、ですね……。二人体たい制せいのほうが確かく実じつですが……。」

「やれます。」

　毅き然ぜんとした声が周囲に響ひびいた。

「四葉……。」

　五月のすぐ斜ななめ後うしろに、四葉が中野と対たい峙じするように立っている。

「私わたしたちと上杉さんならやれます！　六人で成なし遂とげたいんです。だから信じてください。もう同じ失敗は繰くり返かえしません！」

「では、失敗したら？」

　すかさず切り返され、四葉がグッと言葉に詰つまる。

「あまり大きな声では言えないが、僕ぼくの知人が理事を務つとめる高校に、三年からの転入ができるように話をつけているんだ。もし次の試験で落ちたら、その学校に転校してもらう。それでもやりたいようにやるというなら、あとは自じ己こ責せき任にんだ。わかってくれるね？」

　マルオはまるで動じない。返す言葉もなく、四葉はしゅんとうなだれた。一花のおかげでアパートで暮くらしているけれど、学がく費ひや保ほ険けんなどを負ふ担たんしているのは父であるマルオで、未成年の自分たちでは携けい帯たいの契けい約やくすらできない。

「……わかりました。」

　答えられない四葉の代わりに、五月が言った。

「五月くんなら、わかってくれると思っていたよ。では、こちらで話を進めて……。」

　マルオが満足げに腰こしを上げようとしたときだ。

「いいえ。もしダメなら、転校という条じょう件けんでかまいません。」

　五月は静かに、だがきっぱりと言い切った。一いっ瞬しゅん、五月がマルオに従したがうものとカンちがいした四葉、カウンター席の二乃と風太郎もあっけに取られている。

「素す直なおで、物わかりがよくて、賢かしこい子じゃなくてすみません。」

　五月は小首をかしげ、苦く笑しょうまじりの笑え顔がおを見せた。

「……どうやら、子こ供どものワガママを聞くのが親の仕事らしい。そして、子供のワガママを𠮟しかるのも親の仕事──。」

　マルオはそのまま席を立ち、「次はないよ。」と肩かた越ごしに冷たく言い置いて去っていく。

　そんな父の背せ中なかを、五月と四葉は不安げな顔で、身じろぎもせず見送っていた。





第六話　最後の試験







「行ったか……。」

　無言でたたずんでいる五い月つきと四よつ葉ばのところへ、風ふう太た郎ろうが歩いてきた。

「上うえ杉すぎくん!?　見ていたのですか？」五月が驚おどろいて立ち上がる。

「想そう像ぞうどおりの手て強ごわそうな親おや父じだったな。」

「そうね。あの人が言ってることは正しい……。けど、正しさしか見てないんだわ。」

　二に乃のも来て、非ひ難なんのまなざしを父親の帰っていったほうに向ける。

「しかし、転校なんて話まで出てくるとは、責せき任にん重大じゃねぇか。」

　やれやれというように、首くび筋すじに手を当てる風太郎。

「わが家の事じ情じょうで振ふり回まわしてしまって、申もうし訳わけありません……。」

「転校……したくないね。」

　五月も四葉も、しぼんだ風船みたいになってしまった。

「だが、どうでもいい。」

　しんみりした空気を吹ふき飛とばすかのように、風太郎が吐はき捨すてた。

「おまえらの事情も、家の事情も、転校の条じょう件けんも、どうでもいいね。」

　握にぎりしめた拳こぶしを胸むねの前まで持ってくると、鬼き気き迫せまる顔で言ってのける。

「俺おれは俺のやりたいようにやる！　おまえらを進級させる！　この手で全員そろって笑え顔がおで卒業！　それだけしか眼がん中ちゅうにねぇ！」

　ポカンと見ていた三人は、同時にフフッと笑った。それでこそ風太郎だ。

「……頼たのもしいですね。」五月が、うれしそうに言った。







　二か月後の、三月初頭。五つ子たちは、それぞれ期末試験の朝を迎むかえていた。

（お父さんとの約束もありますが……私わたしの夢ゆめのため、まずはこの試験に通って進級しないことには話になりません。）

　今の五月には、絶ぜっ対たいにゆずれない夢がある。

（この試験で目指すのは、赤点回かい避ひだけじゃない。ほかの姉し妹まいにも負けない……あの日、そう決めたんだ。）

　三み玖くには、心に秘ひめた決意があった。

（よけいなことは考えちゃダメ。今は赤点回避することだけに集中しよう。）

　一いち花かは、葛かっ藤とうし続けている。

（ありえない……ありえないわ。アタシがアイツのことを……。）

　二乃は、混こん乱らんのさなかにいた。

（今まで失敗続きの私だけど……勉強の神様、どうか今だけは私に力を貸かしてください。）

　四葉の双そう眸ぼうが、かつてないほど強い光を宿す。

（だって、あんなにみんなでがんばったんだから……！）




　時はさかのぼって再ふたたび一月上じょう旬じゅん、五つ子たちのアパート──。

「期末試験まであと二か月だ。おまえら、今日も授じゅ業ぎょうを始めるぞ！」

　こたつを囲かこむ五つ子たちの前で、風太郎が力強く宣せん言げんする。

「ぜひやってください！　そして確たしかめてください！　試験突とっ破ぱに何が必要なのかを！」

　五月が前のめりにグイグイと迫せまってくる。

「お、おう……乗り気なのは助かる。とにかく授業だ！　目指せ、30点越ごえ……。」

　言い終えるまえに、風太郎の鼻からツーッと鼻血が流れ出た。

　五月が「わっ!?」と声をあげ、四葉があわてて風太郎にティッシュの箱を持っていく。

「どうしたのよ？」と二乃。

「エッチな本でも見たんじゃない？」一花がニヤニヤする。

　風太郎はティッシュを丸めて鼻に詰つめると、そばにやってきた三玖を目で指した。

「こいつのせいだ。なぜか最近、チョコを無理やり食わせてきやがる……。」

「今日も持ってきた。」

　三玖の手には、種類のちがう市し販はんのチョコレートが三枚まい重ねてある。

「あら、ちょうど甘あまいものが食べたかったの。」

　手を伸のばしてきた二乃に、三玖はサッと背せを向けた。

「二乃にはあげない。」

「はぁ？　独ひとり占じめしないでよ。」

　さらに文もん句くを言おうとして、二乃は口をつぐんだ。

「しないよ、まだ。」

　潤うるんだ瞳ひとみ。はにかんだ笑えみ。そんな三玖の顔を、二乃は生まれて初めて見た。

　三玖は風太郎に、「全部食べて感想教えて。」とチョコを押おしつけている。

「なんの罰ばつゲームだ。」

　あ、そっか……。いつになく三玖が積極的な理由に、一花はやっと思い至った。




　シャカシャカシャカ。深夜の台所でボウルをかき混まぜる音がする。

「まだ起きてたんだ。」

　寝しん室しつから、一花が素す肌はだに羽は織おったシャツの胸むなもとを直しながら出てきた。

「一花……起こしてごめん。」

　三玖はパジャマの上にエプロンをつけ、チョコレート作りをしていた。

「どう、調子は？　そろそろフータローくんの好みを把は握あくしてきたんじゃない？」

　チョコを試し食しょくさせて好きな味をリサーチし、二月十四日の本番に向けて、料理の得とく意いでない三玖は今から特訓しているのだ。

「気づいてたんだ……。私わたしは甘あまいの苦手だから、よくわからなくて……試作品を作ってるんだ。」

　一花が台所に回ってのぞくと、ドロドロの液えき状じょうチョコがボウルの底で骸がい骨こつを描えがいている。

「えーっと……ドクロマーク出てるけど……。」

「これは大だい丈じょう夫ぶなほうのドクロマーク。」

「大丈夫なほうとは……。」苦笑いを浮うかべる一花。

「もっとシンプルなレシピでいいんじゃない？　溶とかして固めるみたいな。」

　三玖は顔を曇くもらせて黙だまり込こんだ。風太郎には、特別な、心のこもったチョコを贈おくりたい──バレンタインなんて気にしたこともなかったけれど、その乙おと女め心ごころは一花にもわかる。

「うーん……私わたしも料理の腕うではイマイチだしなぁ……あ、そだ。」

　流し台に両ひじをついて思案を巡めぐらすと、一花は三玖にニコッとほほえみかけた。

「私の知り合いに料理上手な人がいるんだ。その人に教えてもらいなよ。」




「三学期が始まって一週間……。せっかくの日曜日……。これからってときに……。」

　数日後の一月十四日。こたつを囲かこむ五分の四人に、風太郎は声を大にして言った。

「なぜ五月がいないっ!?　『ぜひやってください！　そして確たしかめてください！』って言ってたじゃん！」

　両目に☆マークを浮うかべて下手な物まねまでしてみせる風太郎を、一花と三玖が「まぁまぁ……。」「静まって。」となだめる。

「でも本当にどこに行ったんだろ……。」

　首をかしげる四葉に、二乃がボソッと言った。

「ほら、五月はあれよ……今日は『あの日』なのよ。」

　姉し妹まい三人に緊きん張ちょうが走る。が、そんな繊せん細さいワードを風太郎が知るわけもない。

「あ!?　なんだよそれ！　ハッキリ言え！」

「直球にきいてきた……。」

「ノーデリカシーの名をほしいままにしてるねー……。」

　あきれる三玖と一花。四葉が風太郎におずおずと説明を試みる。

「あの……なんというか、非ひ常じょうに言いづらいのですが……。」

「なんだ？　それは試験より大切なことなんだろうな？　もしそうじゃないなら許ゆるさねぇぞ……。」

　ゴゴゴゴと四葉に圧あつをかける。追おい詰つめられた四葉は、ガバッとうつむいた。

「うぅ……それ、は……。女の子にはっ……！」

「いや、ふつうに母親の命日。」

　四葉にかぶせて二乃があっさり言った。風太郎は一いっ瞬しゅん、無言になる。

「……いや……おまえらだって同じ母親じゃ……。」

「あはは……正せい確かくには今日じゃないんですが。お母さんが亡なくなったのは八月の十四日です。」

　さも最初からわかっていたかのように、四葉が言った。

「月命日ってやつか。」

「そっ。あの子は律りち儀ぎに、毎月十四日に墓はか参まいりに行ってるのよ。」と二乃。

「律儀ねぇ……。」と風太郎は意味ありげに言葉を切る。

　五月……本当にそれだけの理由か？




　五月はそのころ、とある霊れい園えんにいた。

「私わたしはお母さんのようになれるのでしょうか……。」

　目を閉とじて墓はかに手を合わせていると、「お、先客なんて珍めずらしいな。」と声がした。

　顔を上げると、手に供きょう花かを持ち、黒いスーツを着たメガネの女じょ性せいが歩いてきた。

「えっと……初めまして。」

「うげっ!?　先生……？」

　お化けでも見たかのように青ざめたその女性は、下しも田だと名乗った。

「わっはっは！　悪わりぃ悪ぃ！」

　風太郎のバイト先のケーキ屋に、女じょ性せいらしからぬ豪ごう快かいな笑い声が響ひびき渡わたる。

「お嬢じょうちゃんがあまりに先生にクリソツだったからまちがえちまった。よく考えたら、とっくの昔に先生は死んでたわ！」

　テーブルの向かいに座すわった五月は、ポカーンとして下田の顔を見つめた。

「おっと、娘むすめさんの前で言うことじゃねぇな。許ゆるしてくれ。ここで会ったのもなにかの縁えんだ。先生への恩おん返がえしで好きなだけおごってやるよ！」

「す、好きなだけ……。」

　誘ゆう惑わくに勝てず、広げたメニューにふらふらと吸すい寄よせられていく。肉まんおばけの異い名みょうを取る五月だが、もちろん甘い物も大好物。クリスマス以来、ケーキはご無ぶ沙さ汰ただ。

　多幸感に酔よいしれつつ二個こ目めのケーキを頰ほおばっていた五月は、ハッとわれに返った。

「あの……下田さんはお母さんの……。」

「元教え子だな。お母ちゃんには何度ゲンコツをもらったか覚えてないね。」

「それです。お母さんがどんな人だったかを教えていただけませんか？」

　五月はいったんフォークを置き、真しん剣けんな顔で乞こうた。

「覚えてないのか？　五年前だからけっこう大きかったろ？」

「ええ、そうですが……。私わたしは家庭でのお母さんしか知りません……。お母さんが先生として、どんな仕事をしていたのか知りたいのです。」

　まっすぐな視し線せんを向ける。すると、下田は遠くを見るような目で話しはじめた。

「……先生はなぁ……愛あい想そも悪く、生徒にも媚こびない。学校であの人が笑ったところを一度も見たことがねぇ。」

　なんとなく想そう像ぞうがついて、五月は苦笑いした。

「アハハ……さぞ生徒さんには怖こわがられていたのでしょうね。」

「いーや、それがちがうんだよなぁ……。」と下田は畏い怖ふする顔になった。

「どんなに恐おそろしくても、鉄てっ仮か面めんでも、許ゆるされてしまう。愛されてしまう。先生はそれほどまでに──めちゃ美人だった。」

「めちゃ美人……。」

　母親のことなのに照れくさく、五月はケーキをパクッと食べる。

「ファンクラブもあったくらいだ。学校の男子はメロメロよ。」

　ファンクラブの会長など、当時の生徒会長だった優ゆう等とう生せいだ。

「メロメロですか……。」

　廊ろう下かを歩く母親の後ろを、男子生徒がぞろぞろついて歩いていたという。

「お嬢じょうちゃんも先せん生せい似にだし、いけるんじゃねーか？」と五月を見てニヤニヤする。

「わっ、私わたしなんてそんなっ！」

「とにかく、女の私でさえ惚ほれちまう美しさだった。」

　下田は再ふたたび遠い目になり、ヤンキー仲間の男子生徒と悪さばかりしていた高校時代に思いを馳はせた。

「あの無む表ひょう情じょうから繰くり出だされる鉄てっ拳けんに、私ら不良は恐おそれおののいたもんだ。だがその中にも、先生の信念みたいなもんを感じて……いつしか、見た目以上に惚れちまってた。けっきょく一年間、怒おこられた記き憶おくしかねぇ……。ただ、あの一年がなければ……教きょう師しに憧あこがれて、塾じゅく講こう師しになんてなってねーだろうな。」

　どこか誇ほこらしげな下田の笑え顔がおが、五月の胸むねを打った。母の墓ぼ前ぜんで偶ぐう然ぜん、昔の教え子の下田と出会えたのも、運命のような気がする。

「下田さんの話を聞けて、踏ふん切ぎりがつきました。」

　そう言って、バッグの中から『進路希望調ちょう査さ』のプリントを取り出す。

「下田さんのように……お母さんみたいになれるのなら、やはり私わたしはこれしかありません。」

　迷まよわず記入しようとしたシャーペンの先を、下田がカチッとフォークで止めた。

「ちょいと待ちな。」

「え……。」

「母親に憧あこがれるのはけっこう。憧れの人のようになろうとするのも、決して悪いことじゃない。私だってそうだしな。だが、お嬢じょうちゃんはお母ちゃんになりたいだけなんじゃないか？」

　下田の指し摘てきを、五月は否ひ定ていできない。二乃にも同じようなことを言われたことがある。

「なりたいだけならほかにも手はある。とはいえ、人の夢ゆめに口出す権けん利りは誰だれにもねぇ。目指すといいさ。『先生』になりたい理由があるならな。」

「私は……。」

　その先が続かない。今の五月にはまだ、胸むねを張って言える答えが見み出いだせないのだった。




　ボロボロの黒い物体から、ドクロマークの煙けむりがボンと立った。

「うーん……。」

　三玖がうなっていると、ガチャッと玄げん関かんのドアが開き、制せい服ふく姿すがたの二乃が帰ってきた。

「あれ？　一人で何してんのよ？」

「二乃……。今日は学校で勉強会のはずじゃ……。」

「一花に呼よばれて戻もどってきたのよ。」

「え……。一花の言ってた人って……。」三玖が顔をしかめる。

　外そと廊ろう下かに面した居い間まの窓まどのカーテンの隙すき間まから、一花がこっそり中をのぞいていた。

（三玖、ファイト！　これで無事、バレンタインチョコを渡わたせるね。）

　面めん格ごう子しを握にぎって膝ひざ立だちしたまま、窓からそろっと顔を下げる。

「ふふ……いくら鈍にぶちんフータローくんでも、ビックリするだろうなぁ……。」

　自じ虐ぎゃくの笑えみを浮うかべてつぶやくと、今度は憂ゆう鬱うつなため息が出た。

「はぁ……。なんで好きになっちゃったんだろ……。」

「なんだおまえ……大だい丈じょう夫ぶ？」

　当の風太郎が、階かい段だんを上がってきた。

「フータローくん!?　な、なんで。」

　一花が動どう揺ようしたのは言うまでもない。体をひねって立ち上がった拍ひょう子しに、手の甲こうが面めん格ごう子しにガツンとぶつかった。

　台所の三玖と二乃が、その音にビクッとして「何よ今の……。」と手を取り合う。

　うずくまって痛いたそうに手の甲を押おさえている一花に、「何やってんだ。」と風太郎が近づいてきた。いま部屋に入られたら、せっかくの三玖のがんばりが台無しだ。

　中の二人を気にしながら、「な、なんで。」と一花は立ち上がった。

「四葉が参考書を家に忘わすれたっていうから、俺おれが取りに。」

「あ、あー！　それ、このまえ捨すてちゃったかも。今から買いにいくからついてきて！」

　苦しい言いい訳わけをすると、風太郎の背せ中なかをぐいぐい押してアパートをあとにする。

　台所では、二乃が三玖の手作りチョコをボロクソにこき下ろしていた。

「何これ？　美お味いしくなさそうだし、めちゃくちゃじゃない。こんなのあげて誰だれが喜よろこぶのよ。アンタは味オンチと不器用のダブルパンチなんだから、おとなしく市し販はんのチョコ買ってればいいのよ。」

　小馬鹿にして笑い、チラリと三玖の様子をうかがう。

「うるさい！」

　頰ほおをふくらませ、きゅっとこぶしを固める三玖。いつものように言い返してくるだろうと思いきや──。

「うるさい……。」

　目にいっぱい涙なみだを溜ため、消え入りそうな声を出すではないか！

「ヒッ……！」

　言いすぎてしまったことに気づいて、二乃は青ざめた。

「でも料理は真心って言うし、手作りに意味があるのよね。それに少し下手っぴのほうが愛あい嬌きょうあるし、これなんて虫っぽくて可か愛わいいわ。」

　超ちょう早はや口くちで、さしてフォローになっていないフォローをする。

「最近、フータローが私わたしの料理を食べてくれない……。心当たりはある……。私が不器用なのも知ってる……。だけど作りたい……思わず食べたくなるようなチョコを……。」

　三玖のどこにこんな情じょう熱ねつが……言葉を失なくしている二乃に、三玖は深々と頭を下げた。

「教えてください。お願いします。」

「…………。」

　二乃は、調理台の上の三玖が作ったチョコに向き直った。

「油分と分ぶん離りしてるわ。湯ゆ煎せんの温度が高いのね。それに生クリームを冷たいまま使ったでしょ？　舌した触ざわり最悪……。まったく、面めん倒どうくさいわ。」

　頭を下げたまましょんぼり聞いている三玖に、「準じゅん備びしなさい。」と声をかける。

　三玖は驚おどろいて頭を上げ、うれしそうな笑え顔がおになった。

「……うん！」

　元気よく返事をすると、二乃と並ならんでボウルと泡あわ立だて器きを手に取る。

　そんな三玖を見て、二乃はフッと笑った。

「ほんと……面倒な性せい格かくだわ。」




　一方、一花と風太郎は大おお型がた書店の参考書コーナーにやってきた。

　風太郎が、「お、あったぞ。これだ。」と目当ての参考書を棚たなから抜ぬき出だす。

（トホホ……なんでこうなっちゃうの……。）

　寂さびしい財さい布ふの中身を確かく認にんした一花は、思わず泣き笑いの顔になった。

「けっこういい値ね段だんだが、平気か……？」

　風太郎が急きゅう接せっ近きんして、参考書で口もとを隠かくしながらきいてくる。

「え、えっと……心配しないで。じゃあ、買ってくるね。」

　耳に感じた吐と息いきにドギマギしつつ、一花は風太郎の手から参考書を取った。

「おや？　そっちの本は？」

　見ると、風太郎はもう一冊さつ、手に本を持っている。

「いや……これはいい……。」と、ごまかすように後ろ手に隠す。

「まさか本当にエッチな本を……！」

　一花は目を輝かがやかせ、鼻息荒あらく風太郎の背せ中なかをのぞき込こんだ。

「お、おい……！　まだ買うと決めたわけじゃ。」

　エッチな本どころか、風太郎が持っていたのは『良い教きょう師しになる為ためのいろは』という本だ。

「へ～……いい先生になりたいんだ？」

　一花がニヤニヤすると、風太郎は「う、うっせー。」と顔を赤くしている。

「照れないの。どうせだし、参考書と一いっ緒しょに買ってあげるよ。」

「自分で買えるって。」

　そっぽを向くツンな風太郎が可か愛わいくて、ますます買ってあげたくなってしまう。

「遠えん慮りょしないで。もしかしたら、今度こそ落第になっちゃうかもしれないからね。」

「ん？　今度こそ？」キョトンとする風太郎。

「あれっ!?　言ってなかったっけ……。」

　一花は思わず口を押おさえたが、すでに手て遅おくれだ。

　会計を済すませた一花は、本の入ったビニール袋ぶくろを提さげて書店を出た。

「うぅ、本当に高い……。貯ちょ金きんもギリギリなのに……。」

　でも、と顔がにやける。

（これでフータローくんが喜よろこんでくれるなら……って、ダメダメ！　こんな関係まちがってるよ……もし私わたしたちがつき合ったら、こんなふうに私が貢みついで、フータローくんがダメ男になっちゃうのが容よう易いに想そう像ぞうできるもん。だからあきらめよう。うん、それが正せい解かい。）

　貧びん乏ぼうとはいえ仮かりにも学年一位の秀しゅう才さいをつかまえて失しっ敬けいな空想であるが、一花は自分に言い聞かせながら、先に店を出て待っている風太郎のほうへ歩いていく。

「お、買ってきたか。」

　柱にもたれて単語帳を見ていた風太郎が顔を上げた。

「うん。買うもの買ったし、行こっか。」

　風太郎にビニール袋ぶくろを渡わたす。その手の甲こうが赤く腫はれていることに、風太郎は気づいた。

「手、どうしたんだ？」

「あ、さっきアパートでね。そんなに痛いたくないから心配しなくても……。」

　ふーん……と風太郎は興きょう味みなさそうに歩きだし、一花を振ふり返かえってニヤッと笑う。

「やっぱドジだな。」

　──ドキッ。不意打ちを食らった一花の胸むねが鳴る。

　風太郎は肩かた越ごしに「気をつけろよ。」とだけ言って歩きだした。

「うん……。」

　一花も風太郎と肩かたを並ならべ、ピンク色に染そまった夕空に向かって歩いていく。

（きっと、こういうトコなんだろうなぁ……。）

　ほかの男子みたいに、一花の外見だけでチヤホヤしないところ。眠ねむっている一花にそっと肩を貸かしてくれるような、さりげなくやさしいところ……。

（これ以上、好きになっちゃいけないのに……。）




　二月上じょう旬じゅん。風太郎は国語の問題集を手に、熱ねつ弁べんを振ふるっていた。

「いいか、よく聞け。ここでは作者の気持ちを答えるというより、読者のおまえらが感じたことを書くわけで……。」

　──くそっ、行いき詰づまってる……。

　なんの反はん応のうもないと思ったら、五つ子たちは十二ラウンドを終えたボクサーのようなグロッキー状じょう態たいだ。それでも三玖は勉強に取り組む姿し勢せいを見せたが、

「えーっと、私わたしが感じたことってなんだろう……。」

と、この調子。いつか来るだろうとは思っていたが、これが教きょう師しとしてのノウハウのない風太郎の限げん界かい……。

（なにがわからないのかわからない！　どう教えたらいいのかわからない！　ＩＱの差とはなんと残ざん酷こくっ！）

　歯を食いしばって天を仰あおぐ風太郎を、二乃がジトッと見る。

「よくわからないけど、失礼なこと言われてる気がするわ。」

「……というか、問題を解とく以前に、みんなの集中力の限界だよねぇ。」

　一花は器用で飲のみ込こみが早いが、やはり仕事との両立で疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子。

「連日、勉べん強きょう漬づけですからねぇ。」と五月。不器用な努力家だけに、疲つかれも人一倍だろう。

「わ、私わたしはまだできるよっ！」

　四葉は強がるが、体力はあっても、肝かん心じんの頭が働かないのではいかんともしがたい。

　しかし、成果は出ている。確かく実じつに赤点回かい避ひするためにあと一ひと押おししたいところだが……。

　風太郎は『良い教師になる為ためのいろは』をぱらぱらめくり、ある一文に目を留とめた。

「『詰つめ込こみ過すぎは逆ぎゃく効こう果か』……。時には飴あめも必要か……。」

　教きょう師しにも思い切りが必要。風太郎はビシッと人さし指を立て、五つ子たちに宣せん言げんした。

「午後からはオフにしよう。」




「次はあれに乗りましょう！」

「五月ちゃん……ちょっと待って……。」

　恐きょう怖ふ系けいはダメなくせに絶ぜっ叫きょう系けいにはめっぽう強いとわかった五月が、ぐったりしている一花の腕うでをグイグイ引っぱっていく。

　風太郎が五つ子たちを連れ出したのは、電車で小一時間の場所にある遊園地である。

　今日だけは勉強のことを忘わすれ、思うぞんぶん羽を伸のばせ──風太郎の言葉どおり、母親に連れてきてもらって以来だという遊園地を、みんな楽しんでいるようだ。

「あれ？　四葉はどこかしら？」

　園内を歩きながら、二乃が気づいた。いつの間にか、四葉だけ姿すがたが見えない。

　三玖がスマホのメッセージを確かく認にんして、「お腹なか痛いたいからトイレだって。」と伝える。

「なぜ直ちょく接せつ言わない……。」

　なにげなく顔を上げた風ふう太た郎ろうは、「じゃあ俺おれも便所。」と小走りに駆かけだした。

「あっそ。先行ってるわよ。」

　風太郎の背せ中なかを無む意い識しきに目で追っている二乃を、三玖が横目でチラッと見やる。

「……何よ？」

　三玖の視し線せんに気づいた二乃が、髪かみをいじりながら問い返す。

「……別に。」フイッと顔をそむける三玖。

　恋こいは合戦。姉し妹まいとはいえ、片かた時ときも気を抜ぬけないのである。




「ええっ!?　いったい何周するんですか。」

　大だい観かん覧らん車しゃの係員が、困こまったようにゴンドラの中に声をかけている。

　風太郎はその脇わきを、「乗りまーす。」と言いながら通とおり過すぎていった。

「えっ！　そこは別のお客様が……。」

　無む視ししてゴンドラに乗のり込こみ、空いているほうのシートに座すわる。

「相乗り、いいだろ？」

「ど……どうぞ……。」

　向かいの席の先客──四葉が、バツが悪そうに言った。

　二人を乗せたゴンドラが上じょう昇しょうを始める。

「うーん……しっかり隠かくれてたはずなのに、なぜ見つかったのでしょう……。」

「見えてたからな、それ。」

　顔を上げたとき、ゴンドラの窓まどでピコピコ揺ゆれる緑色のうさ耳リボンが見えたのだ。

「ああっ！　頭隠してリボン隠さずですね！」

「ここで勉強してたのか。」

　四葉のかたわらのシートには、国語の教科書とノートと筆記用具が置いてある。

「はい。私わたしはみんなより体力あるので、まだやれると思ったんです。それに、じつは私が姉し妹まいでいちばんおバカなのです。」

「みんな知ってる。」

　むしろなぜ知らないと思った？　そしてそのドヤ顔はなんだ？

「今日くらい休め。せっかく貯ちょ金きんはたいて遊園地に来てんだ。」

「いいえ。上杉さんは知りません。私わたしがどれだけおバカなのか。私たちが転校してきた理由をご存ぞんじですか？」

「このまえ一花から聞いたぞ。落第寸すん前ぜんだったんだってな……。」

　少々気まずい。それを知ったときは、さすがに風太郎も二にの句くが継つげなかった。

「うふふ……。私たちのいた高校は、いわゆる名門というところでして。試験に落ちれば落第なんて、珍めずらしい話ではありませんでした。当然、私たちは落ちるのですが。」

「当然落ちるな！」

「追試のチャンスが与あたえられて、みんなで再さい起きを図はかったんです。」

　嫌いやな予感がして、風太郎はごくりと息をのんだ。

「まさか……おまえだけ落ちたのか？」

「さすが上杉さんは、なんでも正せい解かいしちゃいますね。」

　落第したのは四葉一人だけ。それなのに、全員が転校してきたということは……。

「みんな、私についてきてくれたんです。嫌な顔一つせず。」

「例の、五人でいることが重要という教えか？」

　伏ふし目めがちのつらそうな四葉を見ながら、風太郎は思う。それは救すくいでもあり、同時に大きな枷かせとなっているにちがいない。

「だからお願いです。今は少しでも勉強させてください。もうみんなの足を引っぱりたくないんです。」

　膝ひざにくっつかんばかりに、四葉は風太郎に頭を下げた。

「今日はオフだって言ったろ。だが、残り半周……手て持もち無ぶ沙さ汰ただな。暇ひまだしやるか。マンツーマン授じゅ業ぎょう。」

　四葉がハッと顔を上げ、目を輝かがやかせる。

「は、はい！」

「いい機会だ。さっき教えきれなかった国語の文章問題、今度こそ理り解かいさせてやるぜ！」

「あ、それは大だい丈じょう夫ぶです。」サラッと断ことわる四葉。「ちゃんとできるようになりましたから！」

　拍ひょう子し抜ぬけしつつ、四葉がニッコリ笑って開いたノートを、どれ……とのぞき込こむ。

「本当だ……。ほかの姉し妹まいはあんなに苦労したのに……。」

　ゴンドラが頂ちょう上じょうに到とう達たつした瞬しゅん間かん、風太郎の頭にある考えがひらめいた。

「四葉！」

　襲おそいかかるように、ガバッと四葉の肩かたをつかむ。

「んなっ!?　まさかマンツーマンじゃなくて、マウストゥーマウスをしようなんて！　正月のアレは事じ故こで……。」

　観かん覧らん車のキスジンクスを思い出して動転しまくる四葉。が、風太郎の耳には入らない。

「光明が見えてきたぞ！　おまえらの親おや父じは正しい。二人体たい制せいならなんとかなるかもしれない。」

「……できれば、おバカな私わたしにもわかりやすく……。」

「国語は、おまえも教えるんだ。」

「え……私が……？　無理無理無理っ！」

　一いっ瞬しゅん固まったあと、ブンブン首を横に振ふる四葉。風太郎は席に戻もどって続けた。

「無理じゃねぇ。姉し妹まいでも得とく意い科目があるのは気づいてた。三玖なら社会、五月なら理科。そして四葉。おまえは国語が得意なんだ。」

「私わたしが……。」

「何も特別なことはしなくていい。感じたまま言えば伝わるはずだ。おまえができるなら、ほかの四人もできるはず──五つ子なんだから。」

　瞬まばたきを忘わすれた四葉の瞳ひとみに、確かく信しんに満ちた風太郎の顔が映うつる。

　そのとき、ゴンドラが下か降こうを始めた。

「……おバカな私が、みんなの役に立てるのですか？」

「いたらぬ教きょう師しですまない。これからは全員生徒で、全員教師だ。」

「おバカな私に、できることがあるんですか？」

「そうだ。おまえにしかできない仕事だ。」

「もう足を引っぱるだけの私じゃないんですか？」

「ああ。今度は……おまえがみんなの手を引いていくんだ！」

　その刹せつ那な、傾かたむいた太陽の光が、ゴンドラの中に煌きらめきながら射さし込こんできた。

「……はい。まかせてください！　私が四人を合ごう格かくさせます！」

「おいおい！　おまえが最さい優ゆう先せんってのを忘れんなよ……。」

　うれしくて泣きだしてしまいそうな四葉の顔が、夕ゆう陽ひの色にあざやかに染そまった。




　二月十四日の早朝。五月は霊れい園えんに足を運び、母の眠ねむる墓はかに手を合わせていた。

「本当に毎月いるんだな。」

　五月が顔を上げると、いつの間にか風太郎がそばにいた。

「なぜあなたが……。」

　風太郎も線せん香こうを手た向むけ、五月と肩かたを並ならべて墓ぼ前ぜんに立つ。

「全員家庭教きょう師し案ですが、いい傾けい向こうにあります。教わる以上に、教えることで咀そ嚼しゃくできることもあると実感できました。」

「って、俺おれなんて必要ないと言いたいのか？」それはそれで少々傷きずつく。

　五月は小さく笑うと、信しん頼らいのこもったまなざしを向けた。

「あなたに教わったことを嚙かんでいるのですよ。感かん謝しゃしてます。」

　ビックリして言葉を返せない風太郎に、五月が言った。

「教えた相手にお礼を言われるのは、どんな気持ちですか？」

「なんだよ……恩おん着きせがましいな。」

　五月は、四葉に理科を教えたときのことを思い出していた。

　──わっ！　すごいわかりやすいよ！　五月、ありがと！

　うれしそうな四葉の笑え顔がおを見た瞬しゅん間かん、五月の胸むねに湧わき上あがった喜よろこびと感動……！

「私わたしは……あのときの気持ちを大切にしたい。」

　五月はもう一度、母の墓はかに手を合わせた。

（お母さん、私……先生を目指します。）

　うす灰はい色いろの雲間から、いつしか澄すんだ青空がのぞいていた。




　寝しん室しつのドアが開き、寝ね乱みだれたパジャマ姿すがたの三玖があくびをしながら出てきた。

「ふわぁ……。」

　チョコ作りに朝までかかって、数時間しか寝ねていない。でも今日は決戦の日バレンタインデー……。

「あ、三玖。おはようございます。」

　ドキッ。五月のほかに、風太郎も居い間まのこたつに入っている。

「おまえも二乃も何時まで寝てんだ。」

「フータロー、来てたんだ……。」

　目をそらし、ずり落ちたパジャマの肩かたを押おさえながら台所に足を向ける。

「来るなら言ってほしかった。でも、ちょうどいい。……あれ？」

　三玖は青ざめた。台所に置いてあったチョコが、お皿に痕こん跡せきだけ残してなくなっている。

「ここにあったチョコは……？」

「ああ、それか。今日も食っといたぞ。」

　立ち上がった風太郎の鼻には、かすかに赤い血で染そまったティッシュが詰つめてある。

「うまかった。」

　風太郎のひと言で、三玖の世界が一いっ瞬しゅんで輝かがやきだした。みるみる顔が赤く染まっていく。

「あ、ありがと……。そのチョコなんだけど……。」

「三玖。おまえには伝えておくべきだったな。」

　風太郎が台所にやってきて、三玖と正面から向き合った。

「やはり三玖がいちばんだ。」

「えっ。いちばんって……それはどういう意味で……。」

　まっ、まさかフータローが私わたしのこと？　いやそんなこと、で、で、でももしかしたら──。

「先日おこなった模も擬ぎ試験の結果に決まってる！　おまえの成せい績せきがいちばんだ！」

　風太郎が、三玖の『63点』の答案用紙を掲かかげた。

「あ、そう……。」とたんに目の輝かがやきがうせる。

「これは希望が見えてきたぜー！」

　でも、風太郎がうれしいなら、三玖もうれしい。一カケラも残さず食べてあるチョコのお皿にそっとふれると、三玖はひそかにほほえんだ。

（私、がんばるから……見ててね、フータロー。）




「うー、さむさむ……。」

　空気まで紫むらさき色いろに染そまったような夕ゆう間ま暮ぐれ、一花がマフラーに顔をうずめながら階かい段だんを上っていくと、上で三玖が待っていた。

「一花、お仕事お疲つかれさま。」

「何してるの？　っていうか、今日はどうだった？」

　笑え顔がおでききながら、階かい段だんを上り切って三玖の横に立つ。

「一花はフータローにチョコあげないの？」

「ど、どうしたの、急に。」ドキリとしたが、笑ってごまかし、目をそらす。

「そりゃ、誰だれもあげなかったらかわいそうだし、お姉さんが買ってあげようかと思ったけど……。三玖があげるなら安心だね。」

　視し線せんを戻もどすと、眼がん前ぜんに三玖の顔があった。

「安心って、なにが？」

　そう言うと、三玖は一花から離はなれて、手すりをぎゅっと握にぎりしめた。

「フータローは私わたしたちのこと、全然女子として見てない。知ってたけど、フータローにとって私たちは、ただの生徒……。だから決めた。この期末試験で赤点を回かい避ひする。しかも、五人の中でいちばんの成せい績せきで……。そうやって、自信を持って、フータローの生徒を卒業できたら……今度こそ、好きって伝えるんだ。」

　空を見上げ、決意の表ひょう情じょうになる。しゃべるのも顔に感情を出すのも苦手で、自分に自信のなかった三玖とは別人のよう──。

　そんな三玖の姿すがたに圧あっ倒とうされながらも、一花は言葉を探さがして無理に笑え顔がおを作った。

「い……いいんじゃないかな。それが三玖なりのけじめのつけ方なら。三玖ならできるよ。」

「私わたしは一花を待ってあげない。早い者勝ちだから。」

「……うん。だけど、私も手を抜ぬいてられる余よ裕ゆうなんてないから。がんばってね。」

　三玖の隣となりに並ならんで立つと、一花もまた手すりをぎゅっと握にぎりしめた。

　──三玖がどんどん変わっていく。がんばって……なんて、何様なんだろ自分。

　姉し妹まいが寝ね静しずまった深夜、一花はこたつで一人、勉強をしていた。

「ふあ……。」

　頭が朦もう朧ろうとして、霧きりの中にいるみたい。もうダメ……今日は寝て明日……。

　──今がいつまでも続くとはかぎらないんだから。

　……自分で言ったことなのに！　両手でパシッと頰ほおをたたいて気合を入れ直す。

「もう少し！」

　そう、いつまでも続くとは……風太郎への想おもいがよぎって、胸むねがチクリと痛いたむ。

（もう……少しだけ……。）




　そして、カレンダーは三月になった。

　期末試験が終わり、上着を脱ぬぐにはまだ少しだけ早い、桜さくらのつぼみが少しずつふくらんできたころ──。

「四葉っ、試験の結果はどうだった!?」

　風太郎が息せき切って走ってきた。

「上杉さん、ありがとうございました。」

　振ふり返かえった四葉が、深々と頭を下げる。

「私わたし……初めて報むくわれた気がします。」

　閉とじた二つの目から、ぼろぼろと涙なみだがこぼれ落ちて地面を濡ぬらした。

『国51／数33／理32／社36／英32／合計１８４点。

　中野四葉　合ごう格かく　たいへんよくできました。』




「四葉、やりましたね！」

「おめでとう。」

　ケーキ屋の待合スペースで、五月と三玖が笑え顔がおで四葉を抱だきしめる。

「えへへっ。私わたし史し上じょう、いちばんの得とく点てんです。合計１８４点とギリギリでしたけど。」

「私は合計２２４点。少し危あぶない科目もあったのが今後の課題です。」

　自分の成せい績せき表ひょうを取り出した五月は、少し残念そうだ。

『国47／数35／理70／社32／英40／合計２２４点。

　中野五月　合格　たいへんよくできました。』




「私は２３８点。」

　事もなげに点数を口にしたが、三玖も自分史し上じょう、最高得点だ。

「えー！　すごい！」「さすが三玖ですね。」と二人が称たたえる。

『国43／数48／理41／社72／英34／合計２３８点。

　中野三玖　合ごう格かく　たいへんよくできました。』




「あっ、一花も来たよ。」

　四葉が、ドアベルの鳴った入り口のほうを見る。

「お待たせ～。」と一花が入ってきた。

　ベンチに座すわっていた風太郎は、立ち上がって三玖の前に立った。

「三玖……見ちがえたな。やはりおまえがいちばんの成せい長ちょう株かぶだ。」

　風太郎にほめられて、三玖の胸むねがキュンとなる。告こく白はくするなら今でしょ！

「フータロー……私わたし……。」

　こぶしをギュッと固めた三玖の耳に、姉し妹まいのやり取りが聞こえてきた。

「一花は合計何点だったの？」

「えーとね、２４０点。」

　とたんに三玖の表ひょう情じょうが強こわばった。風太郎も一花に驚おどろきの目を向ける。

「ってことは……。」「一花がいちばんじゃないですか！」

　四葉と五月が言う。

「あ、そうなんだ。……やった。」

　最後は小声で、一花は挑ちょう発はつ的てきな笑えみを浮うかべた。

『国38／数63／理52／社40／英47／合計２４０点。

　中野一花　合ごう格かく　たいへんよくできました。』




　そこへ、店長が入ってきた。

「試験突とっ破ぱおめでとう！　今日はお祝いだ。上杉くんの給料から引いておくから、好きなだけ食べていいよ！」

「もー、店長ったら冗じょう談だんばっかり。」

　風太郎はにこやかに拒きょ否ひの意を伝えたが、誰だれも聞いちゃいない。

「ありがとうございます！」四葉が満面の笑みで礼を言う。

「でも、まだ一人来てないんです。」

　五月が心配そうに入り口のほうを見やった。ケーキ屋に集合して成せい績せき発表会をすることは伝えてあるのに、まだ二乃だけが姿すがたを現あらわさない。

「二つ結びの子なら、先に来てこれを置いてったけど。」

　店長が、ポケットに入れてあった二つ折りの紙をさしだした。

　試験の成績表だ。一花、三玖、四葉が固かた唾ずをのんで見守る中、五月が紙を開く。

「それと、彼かの女じょからきみに伝言……。」

　店長が風太郎にコソッと耳打ちする。

「『おめでとう。アンタは用よう済ずみよ』。」

『国32／数33／理40／社48／英56／合計２０９点。

　中野二乃　合ごう格かく　たいへんよくできました。』




「やったぁあああーーーーーーっ!!」

　四葉が跳とび上あがってバンザイする。

「見事全員、赤点回かい避ひを成なし遂とげましたね！」

　父の顔が五月の脳のう裏りをよぎる。首の皮一枚まいでつながっているだけかもしれないけれど、とにかく転校は免まぬがれた。

「あれ？　どこに行くんですか？」

　店を出ていこうとしていた風太郎に、四葉が気づいた。

「祝賀会は全員強きょう制せい参加だ。」

　風太郎は、いつになく厳きびしい表ひょう情じょうで言った。

「二乃を連れてくる。」
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